WOlytcye、MW83 多彩 な 趣味 に 特 化 し た 知 的 好奇 心 を 満た す 旅 


さす すか タ を た 。2022 
0 量 2 1 I 月 な 


に 
人 ブ く の ある 旅 。 


旅行 設定 期間 ーーーー mn = 
2022 年 10 月 一 2023 年 3 月 クラ ブツ ー リ ズム テー マ 名 古屋 | 検索 w 
[密集 ] [密閉 」 [密接 ] を 避け 、 安心 し て ご 回? ュ 回 し ここ リー oo 日 帰り バス ツア ー 
新しい 旅 の 形 参加 いた だ ける 新しい 旅 を ご 提案 し ます 。 護 ょ > 目 員 上 ルコ に 1 NNN ュー 
クラ ブツ ー リ ズム 19 名 簡 以 下 の ツ アー 特集 1 MAS バス 前 席 


Es ア / eZ 全 末 サフ ラブ リー リフ 97 

カイト フ | 人 ハ さ 国内 ツア ー 
5 9 直利 )K 生 ガイ ト に LEE1Uutc0 計 キャ ン セ ル 料 
対象 ツア ー は 以下 の ⑳⑯ ま た は @ を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 条件 に な り ます 中 兄 の ワナ) X 記 内 4 
⑩ 員 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 1 日 前 まで に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス ワク チン 接種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと ワ ア 2 
@ 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 3 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる PCR 検 査 か 抗原 定 旦 検査 、 ま た は 1 日 前 以 国対 5』 
降 に 採取 し た 検体 に よる 抗原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと 所 本 o 
※ ワ フチ ン 投 往 を 3 回 以上 完了 し て いる こと が 人 参加 条件 の ツア ー も あり ます 。 その 他 条件 と 併せ て 弊社 ホー ムペ ー ジ また は 各 旅 行 セ ソ ター に て 必ず ご 供 認 く だ さい ツラ ツウ 邦 バス [検索 


INeVSflc し クア ーk= ュ -2 タ イル | 本 


お ひと り 様 で も 多数 ご 参加 いた だ いて いま す 
趣味 と 旅 な 合体 し た 、 あ な た に ぴっ た りな 旅 を 


P.2-6 名 城 P.21.22・24.25・30 美食 探訪 
P.7-9 歴史 ・ 吉 代 史 P.26.27 プレ ミア ム ス テ ー ジ 
aaa) 省 間 介 M 川間 作 P.10 案内 人 同行 の 学び 旅 P.23・28・32 特別 企画 
こ PO WW WW 隊 WW 19 『 ee 
7 ル re - 。。f 二 P.11-16 神社 仏 開 "P.11・29-32 鉄道 
MM P.17 フォ ト 旅 曲り 人 ー リ ズム 
ME 由 直人 
6 P.17-19 紀 玲 占 屋 月 4 
4 ルータ に 25 周 G 年 記 る % IF ド 男 | 
P.20 美術 
美食 神社 仏閣 
旬 の 食材 や 受け 継が れる 郷 今 し か 行け な い 伝 統 行事 や 
中 1 土 料理 な ど を 求め て 旅 に 出 特別 御 開帳 の 旅 を お 楽し み 
光 東 昭 宮 [将軍 着座 の 間 ] (P.11 ノ コー ス 番 号 F1480)| 掛け ませ ん か くだ さい 


名 還 を ※ ら 「 幅 河 院 」「 冷泉 家 」 国人 第 74 正人 gm 
TPSNPoRT 間 PE 興福 寺 九 車 夫 ・ 国 玉 館 


※ 本 ツアー は 奈 恨 国情 物 館 の 手記 の 部 合 上 、 予 約 希望 受付 と な り ます 。 手 本 が 宛 了 次 第 、 書 面 の 発送 を も っ て 正式 予約 と な り ま す 


2022 年 11 月 36 晶 
> 奈良 国立 博物 館 
H | を と の 、 Kr ち 
完全 な 姿 で 現存 す 謗 8 第 74 回 正 倉 院展 
人 Z 准 . 佳 ト こき デー 会 其 
ご 案内 し ます 。 RT こ 2022 年 10 月 29 日 1 1 月 14 日 
ュー ここ HS142-C70 小川 治 黄 箱 800 PD と 
お ひと り 様 SN 9000 件 の う 司 は 
旅行 代金 19,800 四 作 庭 の 台 河 院 形 あ / 玉 家 珍 宝 帳 ( こ 記載 の ある 調 ト 上 ノ 北 倉 漆 背 金 銀 平 脱 八角 
出発 | 証 亡 4 ( 金 )・5 ( 土 )・6 (日 ) 日 。 で 昼食 諾 品 、 箇 楽 関連 の 、 全 な 右 ン 北 問 放 
回 1 名 男 1 名 本 行 回 な し ど 59 件 (うち 初出 陳 8 件 ) の 象 木 隊 入 扉 風 
gssH 導 観光 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 厨 芯 の イメ ー ジ 宝物 が 展示 され ます 。 写真 提供 宮内庁 正 人 院 務 所 


日 5630 洒 了 (名作 放り || 治 御旗 園 を 愛 で な が ら 味 わ う 松 人 堂 当 )=0 家 (わずか 下 ] 4()8.C70 | [人 | 画 語 5( 土 )・13( 日 ) 日 
帰 紀 | 豆 出発 日 
り 4 昌 間 の 特別 公開 )=O 松 妥 荘 ( 族 り に 疑っ た 近 人 数寄屋 旭 築 の 傑作 )= 名 古屋 駅 (19:10 予 定 日 同日 お ひと り 欄 2 3. 0 0 O 国 1 名 圏 15 名 男 同 行 囲 な し 


旅行 代金 Isi』 帝 導 鋭 光 パ ス ま た は 名 鉄 観光 パス 同等 

回 時 国 H8144.C70 | p」 画 語 4( 金 )・6 (日) 日 名 古屋 駅 (7:50 発 ) =O 興 福 寺 (大 改修 前 の 五重塔 を 外観 より 参 皇国 宝 館 見 学 ) 

| 日 帰り | 上 なら 和 み 館 ( 奈 E 産 の 食材 を 使っ た 昼食 )= 〇 奈良 国立 博物 館 ( 第 74 回 正 倉 院 

※ 当 ツア ー は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。WEB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 展 鐘 中 ) 名 古屋 駅 (19:30 予 定 日 画 日 
※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※ こ の ペー ジ の 企画 ・ 実 施 営 業 所 は 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター で す 

クラ ブツ ー リ ズム PASS 四 全 3 凍 還 請 に +7 6 入会 の お 申し 込み は 坦 加 中 

回 \ ツ ー! 会 ま 昌 が に er 本 

会 員 特 典 あ り ま す 割 クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら が ある コー ス WEB 限 定 / EBM 


近鉄 グル - プ フラ ブツ ー リ ズム 株 式 会 社 


ョ アン | 


劉 | 50 と 金 揚 げ う どん 発祥 の お 店 で 家康 公 が 愛し た 健康 食 も お 楽し み 日 帰り 
= 以下 
人 
AN クラ ブフ ツー リズ ム 特 別 講演 会 

もこ SS 徳川 家康 ゆか り の 地 


2 小 和田 習 男 先生 ン ン アタ ツー リズ ^ 特 列 講演 会 家康 公 広 場 


2023 年 話題 の ドラ マ に て 、 時 代 考 証 を ご 担当 され 小和田 哲男 氏 プ ロフ ィ ー ル ノ 1944 年 静岡 市 [若き 頃 の 
て いる 静岡 大 学名 准 教 授 ・ 岐 阜 関ケ原 古戦場 記 | 生ま れ 。 静 岡 大 学名 学 授 、 文 学位 士 、 公 益 財 | 宮 康 色 騎 馬 像 | 
念 館 館長 団 法人 日 本 城郭 協会 理事 長 。 専 門 は 日 本 中 世 9 

2 史 、 特 に 戦国 時 代 史 で 、 主 著 「 後 北条 氏 研究 」 | (写真 提供 岡崎 市 ) 
2 に の 占 半 6 人 [近江 浅井 氏 の 研究 ] な ど 、 戦 国 時 代 史 研 究 の 
な い 事 情 に 小 自生 が ご | で き な い 場合 は 、 生 

が ご 雪 内 する 場合 が あり ます 上 第 一 人 者 と し て 知ら れ て いる 。 
合 aA、 As 


回 誠二 還  1264.C70 | [ 員 昌 騙 語 9( 月 ・ 祝 ) 日 Ns 


大 樹 寺 
伊賀 八幡 品 


こ 5 い 4 伊 罰 幅 宮 ( 写 真 提供 


5 回 1 名 回 15 名 還 同 行 想 な し 
旅行 代金 10.O00 円 和光 パス 


名 古屋 駅 (7/:40 発 )= 〇 大 樹 寺 (家康 公 が 再起 を 暫 っ た 地 )= 〇 伊賀 

八幡 宮 (徳川 の 武神 ・ 開 運 の 勝 神様 ) 三 基 〇 岡崎 城 (外観 徳川 家康 瞳 
呈 が 生ま れ た 城 ) ニ 大 正 誠 釜 春 本 店 (味噌 者 込み うど ん の 昼食 )= 〇 岡 | 
介 痛 市 せき れい ホー ル (小和田 哲男 先生 ノラ ブツ ー リ ズム 特別 講演 会 


グ ブ 約 90 分 ) = 〇 家康 公 広 場 (若き 頃 の 家康 公 騎 馬 像 )= 〇 法蔵 寺 ( 家 PH 
康 が 幼少 の ころ 、 手 習い や 漢 引 な どの 学問 に 励ん だ と 伝え られ る se 
寺 ) = 道 の 駅 「 藤 川 宿 ] 買い 物 ) ニ 名 古屋 上 (18:40 予 定 ) 性 半音 和 記 り の 問 1 | 時 上 込み う ど /5 の 
な 示 放 レプ リカ で す 昼食 イメ ー 1 
前 城 は 改修 芽 事 の た め 人 観 見 学 の か み と な り ま す ※ 日 本 100 名 城 スタ ンプ は いた だ け ま せん (写真 提供 : 岡 崎 市 ) 1 


日 本 城郭 協会 理事 る Pc アア 只 た が 叶 和 : WEB で も ゃ もど ご 紹介 し て いま す ! 


加藤 理 文 講師 ヵ ご 案内 mmmW14( は 日 


を -、 | 2 人 ま お 日 本 100 名 城 や 続 日 本 100 名 城 を 選定 する 奈良 の 続 日 本 100 名 城 と | 李 gl 枯 、 宇 陀 松 
い 1 4 % ツ アー に 有する 0 は 2022『9B1B を の 3 だ で す 。 や 6 を 介 な 0 事 よ | リー 上] FE 
※ ツ アー に 同行 E 在 の 予定 で す 。 や お む を 得 な い 事情 に よ | 、。 ル ーー NE トッ gn ミラ SN 由 | ER 
汚 り 同 行 で き な い 場 合 は 出発 の 変 ント ※ 当 コー ス は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。WVEB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 


1 


E 叶 戦 国 時 代 の 山城 と 天下 人 の 出世 城 | 世 
徳 1 家康 めか り の 地 [浜松 」 


トー だ:nfmml 


富山 ・ 石 川 の 日 本 100 名 城 と 5 
「 増 山城 ] 富山 城 】 


ーー ス 番 号 F1255. CZ0 出発 日 | 玉 3 (土日 


二俣 城 貴 (12 名 


お ひと り 代金 69. 800 国 1 名 圏 15 名 画 同行 皿 な し 固 不可 

! 泊 5 円 、 < 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 

EE ス 番号 F1259. C70 | [出発 日 | 由記 12 (土日 IGG05) = 1 間 人 AI095h | 

2 ] 歩行 時 間 約 70 分 ) ニ 基 | 成 政 、 富 山 前 田家 の 居城 ) ニ 高岡 高岡 マン 

お ひと り 様 国 1 名 圏 15 名 男 同 行 困 な し ZEISS 

人 代金 2,() (00 円 送信 パ ス ま た は 名 人 パス 同和 の ル 肝 UtBU OB 汰 2 伯 電信 紹 = ヨ 
浜松 城 ( 信 1 た 出世 域 ) =O 浜 栓 市 高岡 = 草 〇 高岡 城 (高岡 古城 ) ニ 量 O 〇 七尾 城 ( 能 登 守護 畠山 氏 の 居城 )= 基 O 金 沢 城 

7:30 一 折衝 15 代 の 了 を 和 い た 出せ 抗 こ O 湊 | 2 が 人 し た 和 融 100 の の 所 0.40) 

り 防戦 が 繰り 広げ られ た 城 ) … 其 〇 鳥羽 山城 跡 = 名 古屋 駅 (18:40 予 定 ) 忠司 星 | ※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※[「 日 本 100 名 城 ] [ 続 日 本 100 名 城 」 は 公益 財団 法人 日 本 城郭 協会 選定 。 
各 コ ー ス 記載 の 名 称 は 協会 の リス ト に 基づい た も の で す ※ 行 程 内 の 墓 は [日 本 100 名 城 ]、 墓 は 「 続 日 本 100 名 城 ]、 墓 は その 他 の 城 を 表し て いま す 


っ 8 バス 1 台 
_ 新しい 旅 の 形 ニー スタ イカ ルス 放 放 は 2 度 分 を 1 名 接 で ご 利用 。 の の | / ス 克 は 1 うる 欄 ま で の ご 利 He、 記 10』 コ 
グラ フッ ツー ジリ スム CW S Y CC 浅 用 と し 、 お 宮 位 と の 簡 の 呈 光 を 確 供し ます 。 較 旧 : ご 大 帰 な どの グル ー プ 内 で は 相席 と な 以下 


※ パ ス 下 イ メー ジ (11 列 シー ト パ ス の 場合 ) : り ます 。 た だ し 他 の グル ー プ の 方 と の 。/ つ っ (1 
お 客 様 の 新型 コロ ナウ イル ス に 対す る 不安 を 取り 除き 、「 密 集 」「 密 接 ] 密 2 『 は あり ませ ん 。 ドス の き 
| を 半 け た ツア ー に 安 必 し て 参加 いた だ ける よう 取り 組ん で いま す 。 。 | 革 C」 | 
※[「 感 染 予 防 に 向け た 安心 ・ 安 全 の 具体 的 な 取り 組み 」 に つい て は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ も ご 覧 くだ さい 員 
3 SAeii 5 ー KEK3E3E3E3E3E3E3E3E 
ひと り 2 席 確保 や 他 グ ルー プ と の 相席 不可 X|X = ] 
な ど 「 密 」 を 避け た バス 座席 X 


宿泊 和 科 の 決 地 パ ス [ 選 寄り 駅 ご 施設 軸 ] や 委 の マイ フロ バス また は ジャ ン 半生 5WYTFE ン 3 


習 


X 


ロッ EE | 穫 部 科 


倫 泊 8 有 し て いま す ※ 上 記 の 19 名 MT : 
ボタ クシ ー を 利用 する コー ス は 除 マー ク で も 大 型 パ ス 以 外 を 利用 する コー ス は グル ー プ 内 は 相 語 と な り ます : 定数 に より 給 と な る 場合 が ご ざい ます 


ツアー に 参 吉 され る 出発 昌 前 日 か ら 起算 し て 10 昌 以内 に 、 発 衣 や 困難 上 . 根 洪 等 の 症 伏 が ある 場合 や 、 海 外 旅行 礎 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 の 診断 を 受け た 方 洪 厚 接 魚 され た 疑い が あ 
ツア ー に 参加 され る 上 る 場合 は 、 弊 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 、 出 発 前 の コロ ナウ イル ス 感 染 、 保 健 所 に よる 濃厚 接 角 者 指名 を 理由 に お 取り 消し され る 場合 は 、 特 例 と し て 取消 圭 を いた だ きま せん 
お 客 様 へ の お 願い 上 ツァ ー 日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 康 チェ ッ ク シ ー ト に 記入 し 必ず 提出 くだ さい 。 発 熱 や 咳 、 蝶 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は ご 参加 いた だ け ま せん 

(抜粋) ⑯ ツ アー 中 に 発熱 や 同 外 症状 、 味 覚 ・ 喫 覚 障害 等 が あら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 ま た 、 特 例 と し て 離 団 期間 の 旅行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し いた し ます 


ガイ ディ ング レシ ー バ パー 利用 思 WEB で も ご 紹 介し て いま す ! 


北野 光 洗 議 師 み ご 案 内 | 還 軸 Fi25Lcul mmmimm24( や | 


le 本 日 本 
この 道 20 年 以上 、 ツ アー の 主催 や 開講 講座 は 500 回 を 超え る ベテラン 講師 。 葉 の 続 | 帰 ! 鞍 員 
を メイ ンド 、 訂 Y 人 科 な と 久信 上 か ら 、 お 人 の 人 を ご 家内 し ます 。 PON 
※ ツ アー に 同行 する 北野 講師 は 2022 年 9 月 1 日 現在 の 予定 で す 。 や お を 得 な い 事 情 に 1 認 の うえ お 申し 込 入 み くだ さ さい 03 
り 則 生 で S な 則 は B ま た は ツ アー 上 と で U て U た だく 人 ち ます Ce 9 


バス 1 台 バス 1 台 
Os 


19s 
9 「 岡 山城] 福山 城 」 Bm | 靖 靖 「 周 山城 ] | 山崎 城 」 
2 つの 天守 閣 が 工事 を 終え 新しい 姿 に ! 明智 光秀 ゆか り の 京都 を 訪ね る 
岡山 ・ 広 島 の 日 本 100 名 城 制覇 


お ひと り 様 旅行 代金 
(1 一 2 名 1 室 ) 


135,.000 


出発 日 


攻 虹 24( 金 ) 日 
国 1 名 圏 15 名 還 同 行 
田 な し 固 不可 
IS 記 カ ー ブ 観 光 同等 


横 中 ト う 


人 回 回 還 Fi1299.C70 | [中 | 画 語 18( 金 日 


に < ーー. 
上 人 80 と UK 移 DO 8) (0 円 5 なし 


1 名 古屋 (7:30 一 9:00 発 ) 一 新幹線 に 吉 人 G 広 島 城 大 〇 吉田 郡 | (! 一 2 名 1 室 we 計 避 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 バス 同等 
山城 三 福山 ・ ダ イワ ロイ ネッ ト ホ テ ル 福 山 駅 前 ( 泊 ) 日 に 1 TP 2 だ の 標高 差 約 220m、 
福山 … 基 O 福 山城 = 〇 倉敷 美観 地区 区 (散策 ) ニ 〇 押 ノ 城 (マイ フクロ バス また は タ | 1 歩行 時 間 約 100 分 ) 三 重 〇 二条 城 ( 大 政 奉 加 の 舞台 )= 〇 本 能 寺跡 京都: オリ エ 

2 フシ ー 利 用 歩行 時 間 約 90 分 ) = 高梁 ・ 高 染 国 際 ホ テル ( 泊 ) 敵 同 較 ンタ ル ホ テル 京都 六条 ( 泊 ) 日 司 晶 
高梁 三 量 O 備 中 松山 城 ( 講 師 同 行 プ マイ フロ バス また は タク シー 利用 プ ハ イキ ン 京都 三 草 〇 淀 城 (3 つの 川 が 合流 する 物流 拠点 に 築 か れ た 城 )= 〇 石 清水 八幡 宮 

3 入門 標高 差 約 40m、 歩 行 時 間 約 120 分 )= 量 O 津 山城 = 量 〇 岡山 城 = 岡 山 一 | 2 (男山 八幡 宮 / ケ ー ブ ル カー 利用 ) 量 〇 山崎 城 ( 講 師 同行 / ハ イキ ング 中 級 禁 
新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 名 古屋 (19:00 一 21:30 着 ) 典 司 日 高 差 約 240m、 ーー 典 賠 日 

※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい ※ ハ イキ ング 中 級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さ 


ガイ ディ ング レシ ー バ ー 利 用 


| コー ス 番 号 | F1215.C70 | 玩 ーー 計 た 
クラ ツー リズ ム で や 膝 ま ソ ア ー を 中 心 に ご 和 す る 人 所 講 包 で す 。 日 本 00 名 や 旨 本 100 名 8 ひと り 欄 代金 (21 


ト 名 入る 名 城 か ら 、 計 人 人 だ か ら こそ 見 学 で きる 骨 れ た 由 類 まで 、 [いっきに] 名城 を ご 案内 し ます 。 細 | 1 ()5,()00 幅 還 困 避 人 が 


/ : ア | 
※ ソ アー に 同行 する 媒 請 人 は 2022 生 9 月 日 現 人 の 予定 で す 。 や わ を 但 な い 事 情 に より | 。。 
マイ 四 行 できない 人 は 草 の 受 更 ま た は ソ ア ー 中 上 とき せ て いた だ く 電 が あり ます し ヨコ ー ス 84 革 く BLA み で きま せん 。WEB で 計 旭 で 電 の うえ お A9 く だ GU パキッ グ 間 に つい CBP6 を くだ GU 


PASS | と 4 に | バス 1 台 3| | 間 
捉 | 19s 30 る 
思 以下 以下 


1 

※ 奇 数 人 数 

間 で の お 申し 込 
み は バ ス 相 

席 と な り ま す 


1 ト に 
回 放 還 Fi1216.c7o 出発 日 の 本 ご = 
お O と り 拓 信人 を 1-2 る 1 ま ) 135.()00 円 mmsgom 四 本 7 日 | 還 計 還 軒 F1217-C70 | [中 m 31 
国 1 名 圏 15 名 弄 一 部 同行 (1 日 目 : 宮 崎 か ら 3 日 目 : 鹿 児島 間 ) 困 な し 固 不 可 My< 美 登 観 光 バ ス 同 等 Ma の 000 是 5 国 1 名 圏 15 名 画 一 部 同行 (1 日 目 : 浜 松 か ら 3 日 目 : 豊 橋間 ) 
中 部 (8:209:50 発 ) 宮崎 王者 記 郡 城 (伊東 氏 の 居城 ノ 日 向 国 を 代表 する | リー ぞ 1 重 有人 
] 中 世 城 郭 ノ ハ イキ ング 初級 標高 差 約 1 10m、 歩 行 約 70 分 ) = 生 価 延 岡 城 ( 寺 人 | 。 名 古屋 (7:30~9 30 旬間 [こだま] 天明 三陸 
殺し と 呼ば れる 石垣 は 必見 ) = 宮崎 ・ ア リス トン ホテ ル 宮 崎 ( 泊 ) 円 還 区 | ] = 清 前 (徳川 信 康 則 所) … 昌 二俣 拓 ( 天 竜 川 と 二俣 川 に 挟ま れ た 中 世 城 部 )… 昌 
大全 氏 ゆか り の 山科 ノバ イキ ング 和 人 大 70m、 歩 | 、_ (人家 氷 本)= 導 ホテ ルコ ンコ ルド TB1 () 日 
2 行 約 50 分 )= 邊 人 @ 伯 肥 城 (伊東 氏 5 万 1 千石 の 城 ) = 重信 志布志 拒 (ハイ キン グ 入 | 浜松 … 共 人 泊 松 古城 (3 馬 城 / 浜 松 城 の 前 身 の 城 蹴 )… 浜松 城 大 
門 標 差 約 60m、 歩 行 約 60 分 ) 鹿児島 JR 九州 ホテ ル 鹿 児島 ( 泊 ) 三 | 2 城 (武田 車 と 総勢 5 万 人 を 超え る 総 田 * 徳 川 連合 車 と の 戦い ) 医 王寺 山 暫 = 
ケ 


| 貼 沸 較 重 


ョ 
中 
を 」m 


鹿児島 = 生 上 山城 (城山 公園 か ら 桜島 を 望む ) = 昌信 鹿 上 朗 別 名 : 槍 丸 城 ) 旨 に 導 休 新 四 0 に 3 ー ダ 省 し 20.BM 

@ 知 臣 城 知覧 武家 屋敷 (自由 散策 ) ニ 鹿児島 中 部 (17:30 一 20:00 着 ) 身上 司 日 新城 一 量 古 宮城 作手 衝 土 資料館 一 基 ⑲ 電 山城 一 生 @ 古 田城 (家康 の 娘 矯 、 池 
※ 関 西 出発 の お 客 様 と 共同 催行 と な り ま す ※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい 改 の 居城 豊橋 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 一 名 古屋 (16:0018:00 六 ) 遼 
※ 佐 士 原 城 は 2018 年 の 台風 ・ 大 裏 雨 の 影響 で 南 の 城 、 松 尾 和 丸 の 見 学 は で きま せん ※ 関 西 出発 の お 客 様 と 共同 催行 と な り ます 


回 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※「 日 本 100 名 城 ] [ 続 日 本 100 名 城 ] は 公益 財団 法人 日 本 城郭 協会 選定 。 
各 コ ー ス 記載 の 名 称 は 協会 の リス ト に 基づい た も の で す ※< 行 程 内 の 量 は 「 日 本 100 名 城 ]、 昌 は 「 続 日 本 100 名 城 ]、 基 は その 他 の 城 を 表し て いま す 


クラ ブツ ー リ ズム PASS AS ーー かい 本 の | 思 の 入会 の お 申し 込み は 上 i 回 
き 放 WiW20E 寺 | 吉 | ク ラフ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 1.( BI の 会 員 特 典 が ある コー ス 較 和 人 3t EN 


052(300)001 1 較 050(3537)5250 * こ = の ベー ジ の 人 画業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電 放 受付 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15 て 17:30 ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


PASS 2 ンー で で 外壁 装 後 の 岡 山城 
還 日 間 2 | の 見 どろ 年 
児 ノ 城 ・ 備 中 松山 城 品 ーー 
ノ ババ 乗り 換え ご 案内 
岡山 の 日 本 100 名 城 ・ le 
続 日 本 100 名 城 全 制 覇 、 品 誠 
上 -C70 | 還 1 名 画 0 現 同 行 胃 な し 回 不可 gs3 計 備北 バス 同等 石垣 な ど 非常 に 歴史 的 価値 が 高い 名 城 が 令 
本 上 和 の 大 改修 を 終え 、 リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 日 
(2 る ig) 09.600H 函 2($) 本 100 名 城 の ひと つ に 数 えら れる 名 城 へ この 
名 古屋 (7:00 一 8:00 発 ) 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 岡 ーー 機会 に 登城 し まし よう 。 
昌 - 〇 岡山 城 () 川 面 に 映え る 漆黒 の 城 ) 三 量 〇 備中 高 ) 
城 (所 柴 秀 十 の 水 攻め で 有名 ) 一 草津 山城 重 財 と 100 | も ーー て 津山 城 日 本 I 
な る 高石 垣 の 城 ) 三 高 染 * 高 染 国際 ホテ ル ( 泊 ) 日 恒 備中 松山 城 パ WW 乏 統 技術 の 見 事 さ を 語る 
高梁 = 量 〇 備中 松山 城 ( 現 地 ガ イド 同行 プア タフ シー また 0 岡山 県 「 一 二 三 段 」 の 石垣 と 縄 張 
マイ クロ パス 利用 プン ハイ キン グ 入 門 標高 差 約 40m、 歩 と 本 の 山城 吊 N り の 複雑 さ が 見 どこ ろ 
2 約 120 分 )= 基 〇 抄 ノ 城 ( 謎 の 多い 古代 山城 マイ フク ーーーー- - ーーー @ っ ou 人 且 欄 
ス ま た は タク シー 利用 歩行 時 間 約 90 分 ) = 岡山 一 新 幹 ど 、 町 Mi Nm 
株 [ひか り ] 号 一 名 古屋 (20:00 一 21:00 六 ) 番 必 備中 松山 城 鬼 ノ 城 順 人 4100 
※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい ※ 当 コー ス は 2 日 目 の 備中 松山 城 と 鬼 ノ 城 の 歩行 時 間 古代 、 大 和 朝 廷 に より 防衛 の た 毛利 氏 の 堅固 な 要塞 だ っ た が 、 羽 柴 秀 吉 の 参謀 ・ 黒 
の 合計 が 3 時 間 を 越え る の で ハイ キン グ 初 級 と な り ま す ※ 往 復 新 電線 は [の ぞ み ] 号 に 変更 こ な る 場合 が あ め に 築 か れ た 臣 策 こ 
り ま す ※ 備 中 松 、 ノ 城 の 8 凡 に 乗り 換え る タフ シー また は イク パス は 相 屋 と な り ま す Pe Pex の 和 の] oo ー ィ 
kk ESE: 間 国 徳川 家康 も 愛し た 静岡 へ も の yz 
7 フ の 玩 岡 の 日 本 100 アー 全 
月 / 験 滞 簿 9 プ 
続 日 本 100 名 4 に CO で こ 2 
浜名 半 デ 
交 ら 9:| RA プ 症 高 天 神城 7 


PASS |] | パス 1 台 
ai 以下 鳥 
F1232-C70 


泊 松 城 城 * 掛 川 城 * 
at 高大 神城 


視 | 19z 
19s【 後 第 
以下 


日 帰り 


お 【 
00 円 人 が 
人 日 | 革 柚 10 (土日 0 の 7 = 
国 1 名 圏 15 名 国 同 行 胃 な し ※ 代金 1, 800m ーー Pi4 (日 
本 eS ドリ ー ム 観光 パス 同等 見 られ な い 場 合 ン F 1233-C70 | 国名 画 15 名 皿 同 行 臣 な し Aze 帝 産 光 パ ス ま た は 名 鉄 観光 パパ ス 同 等 
名 古屋 (/:208: 10 所 記 凶 [ に だ ーー 〇 山中 城 ( 小 田原 城 名 古屋 駅 (7: 20 発 ) = 基 〇 高 天 神城 (現地 ガイ ド 同 行 / ノ ハイ キン グ 初 級 標高 差 約 
ロ を 守る 城 と し て 北条 氏 が 創 築 ) = 基 〇 興国 寺 城 (巨大 な 堀切 と 高い 土 旦 に 囲ま 多 100m、 歩 行 時 間 約 60 分 )= 量 〇 諏訪 原 城 (武田 信玄 遠江 攻略 の 出城 歩行 時 間 
帰 れ 北条 氏 が 旗揚げ し た 城 。 戦 国 時 代 幕 開け の 場所 ) = 基 〇 駿府 城 ( 大 御所 徳川 約 50 分 ) = 量 O 掛 川 城 ( 再 建 さ れ た 天守 は 日 本 初 の 木造 建築 に よる 復元 ) = 基 O 浜 
り 家康 の 権威 を 実感 させ る 石垣 ・ 堀 を 持つ ) = 静岡 一 新幹線 「 こ だ ま ]」 号 一 名 古屋 松 城 (天下 統一 へ の 足がかり と な っ た 出世 城 )= 名 古屋 駅 (19:20 予 定 ) 曰 尾 晶 
(18:30 一 19:40 着 ) 貴司 ※ ハ イキ ング 初級 は P.6 を ご 確認 くだ さい 
ガイ ディ ング レシ ーー 利用 広島 ・ 島 根 。 山 回 の I2um 
< 三 和 い み 主 や 
較 陣 4 香川 ・ 徳 島 ・ 高 知 ・ 愛 媛 3 続 日 本 100 名 城 め .⑯ り 
み 主 
FT 0 の 有人 SLOO 人 2 間 


回 放 還 F1278.c70 
出発 日 血 芋 12/( 金 ) 日 


因 ひと リ Me 


120, 000 


国 1 名 圏 15 名 画 同行 較 な し 


瀬戸 内 海 で 大 き な 勢 力 


回 1 名 回 1 名 還 和 還 な し 回 不可 [ 了 語 カー ブ 缶 


回 放 軒 Fi1269.c70 


大 不可 eS 訓 両 備 バス 同等 を 誇っ た 水車 、 能 島村 上 氏 の 居城 跡 同 
る 古屋 (208.00 科 新 「O か り ] 紀 さめ 手配 斉 計 う だ お ひとり 本 代 旧 | 包 語 29( 圭 日 
] ん. の 昼食 = 時 8 田城 =O 勝 商 城 = 徳島 ・ ホ テル サン ルー ト 徳 鳥 泊 ) 叫 全 日 | (2 名 1 室 ) OU,600 円 | 当 画 語 19() 晶 
部 旧 地 ガイ ド 同 行 ノ ハ イキ ング 初級 標高 差 約 120m、 歩 行 時 名 古屋 (7:008:00 発 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 福 山 = 尾 道 ( 郷 土 料理 者 穴子 の 昼食 ) 
2 間 約 60 分 )= か つ お 船 (高知 名 物 ! か つ お の タタ キ を 含 お 松花 堂 弁当 と 陶板 焼 ] = 呈 〇 三原 城 天 〇 新高 山城 (小早川 隆景 の 居城 / ハ イキ ング 初級 標高 差 約 180 
き の 昼 食 ) = 基 O 岡 豊 城 = 宇 和 島 ・JR ホ テル フレ メン ト 宇 和 島 ( 泊 ) 醒 全 因 m、 歩 行 時 間 約 100 分 )= 浜 田 リ ルー トイ ン 浜 田 駅 前 ( 泊 ) ※ 大 浴場 付き 口 司 了 あ 
3 宇和 島 = 和 〇 河 後 森 城 = 〇 村上 海賊 ミュ ー ジ アム ( 能 島 上 陸 る 潮流 クル ー ズ ) 浜田 = 基 〇 浜田 城 ( 中 国 地方 押さ え の 城 ) = 津和野 (郷土 料理 ・ う ず め 飯 の 昼 
こび 〇 能 島 城 = 岡 山 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:30 一 22:50 着 ) 剛 屋 日 2 食 ) = 時 〇 大 内 氏 館 量 〇 高嶺 城 ( 大 内 氏 館 の 詰 の 城 ノ 一 部 タフ シー 利用 )= 新 
※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい ※ 往 路 新 幹線 は [の ぞ み ] 号 に 変更 と な る 場合 が あり ます ロー 新幹線 「 の ぞ み 」 号 一 名 古屋 (21:30 一 22:50 着 ) 研 同 日 
※ 和 気象 条件 等 の 事情 に より 、 船 が 欠航 の 場合 、 能 島 城 は 村上 海賊 ミュ ー ジ アム の 屋上 か ら の 遠望 て なり ま す ※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい ※ 関 西 出発 の お 客 様 と 共同 催行 と か なり ます 
※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※[ 日 本 100 名 城 」 続 日 本 100 名 城 ] は 
公益 財団 法人 日 本 城郭 協会 選定 。 各 コー ス 記 載 の 名 称 は 協会 の リス ト に 基づい た も の で す ※ 行 程 内 の 墓 は [日 本 100 名 城 ]、 墓 は | 続 日 本 100 名 城 ]、 墓 は その 他 の 城 を 表し て いま す 
コー ス 内 | 見 ツア ー デ ィ レク ター[ み 正人) 画 人 仙人 ) 四 (1 名 加 の お 富屋) 還 パ スガ イト パス 人 還 1.1 内 還 
コー | 7 国際 開港 の 各 空港 を 利用 する ツア ー は 、 料 ( 道 あたり ):3 田 ノ 大 人 370R 仙 合 ノ 大 290 月 / 大 人 340H 関 和 了 大 人 440Fi 国際 大 人 
ー ク の | 440 由 大 人 100 円 補 同 国際 ン 大 人 110F. 半 / 大 人 240 円 が 別人 たり ま すこ ーーUR URI の 艇 名 ーー ト OZ こ ゆ ー ブ ルカ また は リフ ト ) 
(上 上 交 財 (6E あ また は 自動) 昌和 の |( う 加代 (お し) O( 場 4) 〇 (博多 へ (和え ) PON( お 人 本 
0 軸 入会 の お 申し 込み は 
い | 人 \ ーー 


山梨 県 の 日 本 100 名 城 ・。 


19 続 日 本 100 名 城 制覇 『 


For 1 1297- C70 
2 半 箇 62.800m 


中 発 日 | 証 語 10 ( 森 ) 日 
国 1 名 回 15 名 画 同 行 晃 な し 國 不 可 翌 


EE ジ 多 誠 誠 ティ ング レシ ー パ - 利 用 
天空 の 城 | 竹 田城] の 選 
紅 業 艶 や か な 5 名 城 を めぐ る 則 


パス 1 台 
以下 
加計 1223.c70 


47 き 60.800m 


骨 画 同 23( 水 - 祝 )・ 
26 日 


E の 出発 日 は 催行 決定 


国 1 名 圏 15 名 画 同行 藻 な し 固 不 可 全国 で も まれ な 石垣 が 完 存する 山城 遺 中 ※ 雲 泡 は 


zeS き 依 屋 観光 同等 了 ES n PTE = rear SS エム ケイ 観光 バス 同等 自然 現象 の た め 見 られ な い 場 合 が あり ます 
和 eee4JPMAKe4 名 古屋 (7:00 一 8:00 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 一 新 大 阪 = 草 〇 明石 城 ( 城 下町 で 
名 古屋 (8:20 一 9:50 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 一 新富 士 天武 田 氏 館 ( 武 田 氏 | 自由 昼食 含め 約 120 分 滞在 ) ニ 得 O 姫 路 城 ( 約 160 分 滞在 ) = 朝来 道 の 宿す 
1 三代 の 過渡 . 二 陸生 い 邊 内 (家康 が 重視 し た 城下. 退 の ホテ て 一 し ょ ん 但馬 ( 泊 ) 日 日 

付 (: ※ 年 6 月 に 2 城 郭 の 中 心 に 建つ ホテ ル 。 温 泉 ニー 吾 帆 ( 亜 活 ( に R 

本 に ] 還 朝来 (5:30 頃 予定 )= 立 雲 峡 ( 雲 海 に 浮か 点 竹 田城 跡 を 盟 お ンマ イク ロバ ス ま 
大 浴場 か ら は 甲府 城 似 を 見 下ろ せま す 日 た は タク シー 利用 ) ニ ホテル (朝食 ) 三 量 〇 竹田 城 ( 現 地 ガ イド 同行 ン ノ ハ イキ ング ブ 
甲府 ご 重要 守山 城 ( 計 本 ヶ 崎 館 の 詰め 城 と し て 築 か れる / ハ イキ ング 中 級 標 入門 禁 高 差 約 10m、 歩 行 時 間 約 90 分 ) 三 重 O 福 知 山城 (明智 光秀 が 乗 城 し 幕 
2 高 差 約 220m、 歩 行 約 90 分 現地 ガイ ド ま た は 弊社 ナビ ゲー ター 同行 ) = 重 〇 未 まで 存続 し た 城 跡 。 石 垣 に 残る 転用 石 に 注目 ) 三 重 〇 篠山 城 (徳川 家康 が 繁 城 
新 府 城 ( 起 田 勝頼 が 背水 の 陣 で 築い た 武田 氏 最 後 の 城 )= 新 富士 一 新幹線 「 こ し 、 筑 城 の 名 手 "藤堂 高虎 が 縄 張 を 担当 )= 新 大 阪 一 新幹線 [こだま ] 号 一 名 古屋 
ま ] 号 名古屋 (18.0019.30 基 ) 選 同 (20:00 一 21:30 着 机 必 日 


半 17 人 クッ ー 和 lc 上 
隔 日 本 山城 の 一 昔 攻 不 沙 の | 高取 城 ] 


※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 1 1 月 下旬 1 2 月 


回 良 避 軒 F1203.C70 | [| 画 27 (日 日 


お ひと り 様 り ] 800 国 1 名 圏 15 名 画 同行 茹 な し 固 不 可 


ze 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 
還 名 古屋 駅 (7:20 発 ) = 基 〇 高取 城跡 (タフ シー 利用 ノ 登 山口 … 本 丸 … 登 山 ロ ン 
圧倒 され る 高垣 は 必見 現地 ガイ ド 同 行 、 ハ イキ ング 人 門 林 差 約 90m、 

り 歩行 約 80 分 ) = 名 古屋 駅 (19:40 予 定 ) 日 還 日 


※ ハ イキ ング 入門 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい 


※ ハ イキ ング 入門 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さ 


PASS 


バ パス 1 台 


2022 年 10 月 オー プン | 一 乗 谷 朝 倉 氏 遺 跡 博物 館 」 


妨 間 城 プロ ジェ クシ ョ ンマ ッ ピン グ 特 別 上 映 
柱 井 県 の 2 日本 100 名 城 制 。 ? 


丸岡 城 X ネ イキ ッ ド ヒカリ 結び 
映像 作品 [伝説 診 」 を 一 般 の 方 と は 別 時 間 に 特別 上 


SDRGRs 242 証 加 93 間 を 
是非 お 楽し みく だ さ 


回 放 調 F1208c70 


お と り 人 | 示 了 定 トミ | 
旅行 代金 16, 800 暫 サイ ン 同和 る | 
| 御 城 印 
出発 日 | 下 思 26 (土日 1 の - 明 伯 
国 1 名 圏 15 名 同 行 葉 な し | 御 城 Eh | 
eg 帝 産 観光 パス また は | 授与 | 
名 鉄 観光 バス 同等 ーー 一 一 『 
名 古屋 駅 (8:00 発 )= 〇 一 乗 谷 朝倉 氏 遺 蹴 博物 館 ( 朝 倉 氏 の 歴史 を 学 応 ) 三 昌 〇 一 
上 乗 谷 朝 倉 氏 遺 跡 ( 戦 国 大 名 朝倉 氏 の 城下 町 の 跡 を 案内 付き で 見 学 ) ニ 甘 〇 丸岡 城 
(江戸 時 代 に 築城 の 北陸 唯一 の 現存 天守 は 必見 、 プ ロジ ェクション マッ ピン グ 特 別 
上 了 = 名 古屋 駅 (21:20 予 定 ) 日 同日 


草木 の 少な い 冬 だ か ら < る を 遺構 が 分 か る 山城 へ 


バス 1 台 ガイ ディ ング レシ ー バ ー 利 用 
19 を 個人 で は 行き づい! 山城 の 魅力 に 触れ る 
パス は と り 家康 人 色 の 先祖 が 築城 ! 松 平城 」 
あり ませ ん 犬 欠 松 2 大 給 城 

2 


EE 軒 Fi204.c70 1 


出発 日 | 冊 』28 ( 土 ) 日 
Ks を 18.900 


ガイ ディ ング レシ ー バ ー 利 用 


員 石田 三成 が 城主 を 務め た 「 佐 和 山 城 」 跡 e 
BT 三成 めか 5 の 合 』 2 


日 帰り 


に 
還 に 


ペ ツー メニ 


EE 1206-C70 


国 1 名 圏 15 名 画 同行 困 な し 
eS 主 帝 産 観光 バス また は 
名 鉄 観光 バス 同等 


名 古屋 駅 (8:40 発 )= 〇 松 : 
昌 行 プ ノ ハ イキ ング 入門 標高 差 約 65m、 歩 行 時 間 約 40 分 )= 〇 大 給 城 跡 (大 給 松 
Wi 平 氏 の 居城 、 全 国 的 に も 珍し い 水 の 手 郭 が 残る 現地 ガイ ド 同 行 ン ハイキング 

初級 標高 差 約 130m、 歩 行 時 間 約 80 分 )= 〇 岡崎 城 (外観 の み ノ 徳川 家康 が 生 
まれ た 城 )= 名 古屋 駅 (17:00 予 定 ) 日 同日 


※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい ※2022 年 9 月 1 日 時 点 で 、 岡 崎 城 天 守 
閣 の 修復 工事 終了 日 が 未定 の た め 、 天 守 へ は 入場 で きま せん 。 外 観 見 学 の ご 案内 と な り ま す 


っ 2 8 SS 
* 城 二 ( 家 康 公 の 先祖 ・ 松 親 氏 築城 現地 ガイ ド 同 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 
公益 財団 法人 日 本 城郭 協会 選定 。 各 コー ス 記載 の 名 称 は 協会 の リス ト に 基づい た も の で す ※ 行 程 内 の 


間 … の めく DO 


052(300)0011 050(3852)008 7 ※ こ の ベー ジ の 全 画 実施 営業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


電話 受付 (日 - 祝 は 休業 ) 月 て 土 9:15 て 17:30 プ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 


出発 日 | 本 1 1 (日 ) 日 

5 

旅行 代金 16, 900 8 

国 1 名 圏 15 名 画 同 行 囲 な し 人大 観光 パス また は 名 鉄 観 光 パス 同等 
名 古屋 駅 (8:20 発 )= 基 〇 佐和 山城 跡 ( 現 地 ガ イド 同行 プ ノ ハ イキ ング 初級 標高 差 


日 約 110m、 歩 行 時 間 約 90 分 )=sekigahara 花 伊吹 (昼食 )= 〇 岐阜 関ケ原 古戦場 
記 飼 館 (関ケ原 の 戦い の 全容 が わか る 最新 技術 を 結集 し た 体験 型 の 施設 を お 楽 
し み )… 〇 笹尾 山 石田 三成 陣 跡 決戦 地 ( 西 軍 の 陣 跡 を 中 心 に 現地 ガイ ド が 史跡 


を ご 案内 )= 名 古屋 駅 (17:40 予 定 ) 
※ ハ イキ ング 初級 に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい 


は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※「 日 本 100 名 城 ]「[ 続 日 本 100 名 城 ] は 
は 「 日 本 100 名 城 ]、 墓 は 「 続 日 本 100 名 城 ] 、 基 は その 他 の 城 を 表し て いま す 


クラ ブツ ー リ ズム 名 城 東海 | 検索 w 


日 属 日 


細 海 と 。| 


) 人 
ビビ 苗 評 三代 臣 画 は 誠 則 


州 ! 日 本 100 名 城 
続 日 本 100 名 城 藻 


最 続 日 本 
100 名 城 
NN 田 っ て 城 


対地 昌和 玉 朋 に 備え る た 
未 期 186 3 年 


8 成 。 日 本 で 最 目 
OWNeee 誠 5 し く は 
いま す ( 苑 島 編 ン 4 コ :<d| 


コー ス 番 号 F1283) 


加藤 清正 が 入居 近代 戦 で も 
落 を 実証 ※ コ ニス 番号 E1270-F1274 の み 


全 1 回 ・ 全 2 回 で めぐ る 2 プラ ン 個人 で は 行き に くい ! 全 3 回 で めぐ る 


九州 日 本 100 名 城 全 制 穫 ! 九州 続 日 本 100 名 城 全 制覇! 


※ 下 記 3 コー ス は 本 誌 で お 申し 込み で きま せん 。 WEB で 詳細 を ご 認 の うえ お 申し 込み くだ さい に CO を 
※ 人 天城 は 2020 年 7 月 衣 征 影響 に よる 修復 工事 の た め 、 一 部 ご 覧 いた だ け な い 個所 が あり ます ※ 下 記 3 コ ー ス は 本 誌 で お 申し 込み で きま せん 。WEB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 


九州 の 温泉 に も 宿泊 6 日 問 | 四 計 守 半 Fl281.c70 前 鍋 』 ?H 問 


九州 13 の 日 本 100 名 城 | 時 つこ CSC CS 


回 


= を 委 目 127()-C70 | [出発 日 央 還 12( 土 ) 日 > 
唐 当 Fl282-c70 四条 箱 | 4 昌 間 


E 明 116 ( 相 ) 日 


圧 
3 
思 


南 九 州 と 北九州 を 
に 分 け て めぐ る ! 人 )C 條 BC 暫 ) 


(、 角 牟礼 城 )( 中 津 城 ) [出発 日 諸 可 8( 木 ) 日 
回 誠 加 FE1273.c70 回 庁 軒 Fi1274.c70 。 
北九州 7 つの 日 本 100 名 城南 九州 6 つの 日 本 100 名 城 | 四 園 軒 Fi283.c?0| 座 島 鈴 | 3H 間 


3 日 間 3 日 間 (清水 山城 )(、 金 田城 )( 福江 城 ) 


由記 22 ( 火 ) ・29( 火 ) 日 


山 


出発 日 葉 語 』/( 火 ) 日 H 発 日 誠 』14( 淡 ) 日 出発 


49s 東京 ・ 埼 玉 ・ 3 
MT 群 還 栃木 編 間 


し い ナ ビ ゲ ー タ ー が 同行 
効率 長く めぐ る 議 還 講 
日 本 100 も 城 半生 位 還 
放 めぐ り jn 関 東 (G29) 本 還 Fizsecel ( 


お ひと り 様 旅行 代金 (2 名 1 ) 出発 日 | 本 14 ( 水 ) 日 


3 栃木 県 ① 110,.000 円 ] 1 室 5.000 由 六部 屋 数 限定 ) 
< だ 利 天 人 回 1 名 男 15 名 田部 同行 (1 日 目 新 模 浜 3 日 上 東京 間 ) 
ーm ッ プー 水戸 城 昭 な し 固 不 可 條 we 席 ドリーム 観光 バス 同等 
@ 埼玉 県 茨城 県 名 古屋 (8:00-9:30 発 )= 新 幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 新 
銭形 城 9 川越 城 横浜 = 量 ⑤ 八 王子 城 ( 弊 社 ナ ビ ゲ ー タ ー 同 行 関 東 
e 東京 都 。 の 1 屈指 の 名 城 御 主 殿 跡 … 本 丸 … ガ イダ ンス セン タ 
人 王子 城 江 声 城 "佐倉 城 ー グ ハイ キン グ 中 級 標高 差 約 240m、 歩 行 時 間 約 
江川 当 計 訂 180 分 )= 量 ⑥ 鉢 形 城 ( 荒 川 の 合流 点 に の ぞ む 要害 
小田 原 城 堅 古 の 城 ) 三 川越 ・ 川 越 東武 ホ テル ( 泊 ) 
回 還 前 紹 
本 後編 川越 基 ⑦ 川 越 城 三 基 高 崎 城 三 草 ⑧ 算 輪 城 (武田 ・ 北 
3 : 2 条 の 両雄 が 奪い 合っ た 名 城 ) = 高崎 高崎 ワシ ント 
バス 1 台 神奈 川 |・ 東 京 ・ 2 和民 606R IOi00 ー 芋 ひか り ] 号 一 小 ン ホ テル プラ ザ ( 泊 ) 槽 日 
名 寺 二 と 日 | 原 天 ① 小 田原 江戸 城 三佐 含 ・ ウ ィ シ ュ ト ン ホ 高崎 = 基 ⑨ 太 田 金山 城 (戦国 最 未 期 に 小田 原 北条 氏 
以下 二葉 ・ 茨 城 編 間 テル ・ ユ ー カ リ ( 泊 ) 司 講 。。 が 大 改修 し た 巨大 山城 / 歩 行 時 間 約 60 分 )= @ 足 
本 調 F1235.c70| 佐 含量 ③ 佐 倉 城 = 草 ④ 水 戸 城 ( 水 戸 御 三家 の 居城 ノ 利 氏 館 足利 学 校 (日 本 最 古 の 学校 )= 東 京 一 新幹線 
0 と り 人] 人 2 弘道 館 )= 〇 水戸 僧 楽 園 ( 本 三 名 園 ) ニ 東京 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (18:00 一 20:00 着 ) 國語 園 
(1 一 2 名 1 室 ) 60, 000 18 ( 水 ) 日 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (19:00 一 21:00 着 ) 科 日 日 ※ ハ イキ ング 中 級 に つい て は 下記 を ご 確認 くだ さい 
較 1 名 圏 15 名 国 一 部 同行 (1 日 目 : 小 田原 2 日 目 : 東 京 問 ) ※ 行 程 内 の ①ー④ は [日 本 100 名 城 ] を 表し て いま す ※ 行 程 内 の ⑤ー⑩ は [日 本 100 名 城 ] を 表し て いま す 
昭 な し 回 不可 Ages ドリ ー ム 観光 バス 同等 ※ 当 コー ス は 関西 出発 の お 客 様 と 共同 催行 と な る 場合 が あり ます ※ 当 コー ス は 関西 出発 の お 客 様 と 共同 催行 と な る 場合 が あり ます 
※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※「 日 本 100 名 城 ] [ 続 日 本 100 名 城 ] は 公益 財団 法人 日 本 城郭 協会 選定 。 
各 コ ー ス 記載 の 名 称 は 協会 の リス ト に 基づい た も の で す  ※ 行 程 内 の 時 は [日 本 100 名 城 ]、 草 は 「 続 日 本 100 名 城 ]、 昌 は その 他 の 城 を 表し て いま す 
歩行 時 間 :5 標高 差 :100m 未 標高 差 (1 日 ): 標高 差 (1 日 ): 標高 差 (1 日 ): 
ハイ キン グ の 時 間 以 内 、 満 、 歩 行 時 間 :2 100m 未 満 ( ほ 100m 以 上 、 200m 以 上 
レベ ル ほぼ 平坦 な 道 (お お むね 舗装 路 ) を | 時 間 以 内 、 歩 行 距 離 :5km 以 内 、 舗 装 路 を | ぽ 平 坦 )、 歩 行 時 間 :3 時 間 以 内 。 初 め て |200m 未 満 、 歩 行 時 間 :2--5 時 間 程度 。 |300m 未 溝 、 歩 行 時 間 :5 時 間 以 上 。 経 験 
歩き ます 歩き ます 。 の ハイ キン グ に 最適 な コー ス 。 登山 に 比べ 平坦 な コー ス 。 者 向け 。 
クラ ブツ ー リ ズム PASS 四 選 束 、 SI 入会 の お 申し 込み は 夫 BE 同 
| 6 8 人 \ = ーー 
会 員 特典 あり ます 割 | ヶ ラ フ ツー リズ ム PASS 会 ョ E が ある コー ス WEB 限 定 / 机 6 


人 き ^ ご 一 ※ 下 記 2 コ ー ス は 新型 コロ ナウ イル ス 
用 < 品 非 公 Nd の 古墳 に 起 と ー ) 旋 感染 状況 に より 、 公 開 が 急速 中 止 
m 王 品 つ と な る 場合 が あり ます 


記 計 Mi 虎 塚 古墳 特別 RI 。 EICOCRA 上 2 
十 業 次 城 : 析 本 順 0 ぐ る 因 較 3 昌 了 YAUC き 2 | 人 代 寺 | 特別 人 


横穴 式 石室 の 内 部 に 彩色 三 


4 世紀 後半 に 築 か れ 


画 が ある 珍し い 古墳 で す 。 た 県 下 最大 級 の 前 方 
半 | 後 円 墳 。 築 造 当 時 の 

王 ロク 員 肝 | 0 ド | 姿 に 復元 され 、 雄 大 甘 記 
特別 公開 (秋期 ) 証 IN N か つ 高度 な 古代 の 
2022 年 1 月 3~6 日 、| 議 議 請 ( 還 - 林 技 術 を 体感 する こ 


11 月 10~13 日 限定 2 ー ン | と が で きま す 。 


1 日 の み の 特 別 公開 


古墳 時 代 後 基 
か ら 終 末期 の 
中 叶 群 15 差 古墳 群 を 形成 する 大 代 古墳 は 、 全 長 
0 54m、 高 さき 6.7m の 前 方 後 円 墳 で す 。 
靖久 古墳 科 1 古墳 時 代 前 期 の 築造 技術 や 主体 部 分 
第 で ある 壁 穴 式 石 室内 の 便 抜 式 舟 形 石 


M 模 が 確認 で きま す 。 


回 放 宇 置 F1362.C70 | 和 四 画 語 11( 金 ) 日 
お ひと り 和 旅行 代 金 79.000 国 1 名 遼 15 名 画 同 行 囲 な し 男 不 可 本 証 105-C70 | 軸 発 日 王 記 22( 淡 ) 日 
ーー 1 Am | も 1 宮 )。 59, 800His 000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 
ビ 5 寺 (2 名 5 H 増 ( 肖 定 
1 (705-63050 WI を Be ES 1 1 和 性 画 同 行 困 な し 固 不 可 We 衣 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 バス 同等 
古墳 ・ は に わ 館 = 〇 芝山 古墳 群 = 水戸 ・ プ レジ デン ト ホ テ ル 水 戸 ( 泊 ) 量 還 軌 | 。  ] 名 古屋 駅 (8:30 発 )= 神 戸 ハ ー バ ー ニラ ンド 人 則 必 護 人 
水戸 =O 虎 塚 古墳 (秋季 特別 公開 )= 〇 し も つけ 風土 記 の 丘 … 〇 甲 塚 古墳 (6 世紀 後 の 神話 に も 残る 日 本 最 古 の 神社 )= 南 淡 温泉 ・ ホ テル &U リ ゾー ツ 南 淡路 【A】( 泊 ) 日 日 較 | 
2 半 の 帆立貝 形 前 方 後 円 墳 )= 〇 摩利 支 天 塚 ・ 琵 琶 塚 古墳 資料 館 … 〇 摩利 支 天 塚 : 琵 2 南 淡 温泉 = 〇 大 代 古 墳 王 鳴門 ( 負 会 席 の 昼食 )= 〇 五 斗 長 垣内 遺跡 (弥生 時 代 後期 


塚 古墳 = 東京 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 名 古屋 (21:30-22:50 着 ) 眠 司 日 」 に 鉄器 づく り を 行っ て いた ムラ の 跡 )= 人 30 予 定 ) 右 司 日 


ガイ ディ ング レシ ー パ ー 利 用 た @ 史 本 寺 時 語 
ーー] が 主唱 まま 中 つ ミル くう 、 り っ ーー ノ 人 雪 和 1 ) こ こ 上 
以下 3 3 い ( T 1 テア @ 牧 野 古墳 神 天皇 


ピ 本 早 二 の 墳 革 闘 城 」 か ら 「 飛 島 時 代 ] ま て / am mj eee oe 


wl 天神 山 古 墳 


香芝 市 

基 三吉 石塚 古墳 @ 箸 墓 古墳 
間 時 時 に オロ の 古寺 を 20 項 制 社 ! 豆 q mi 
フロ フル 條 | 戸 填 王国 ・ 奈良 県 の 古 填 の 中 で も 、 選 りす ぐり の 20 基 の 古墳 を 選び 、 民 講 飼 が 全 3 回 シリ ー ズ 人 
十 課程 修了 , 老 古 | で ご 案内 し ます 。 各 回 、 石 室 見 学 に 加え 、 有 名 な 古墳 や 、 知 る 人 ぞ 知 る 古墳 を めぐ り ます 。 日 本 最 (0 珠 院 本 古寺 コ ーー 
学 の 専門 性 を 生か | 古 の 「 箸 墓 古墳 ] か ら 終末 期 の 古墳 まで 、 余 すこ と な く ご 案内 し ます 。 古 墳 の 見 方 や 撮影 ポイ ン | @F1321 二天 二村 話し 玉 珠 院 東 古寺 
し 、 古 代 の 魅力 を | ト な ども 分 か りや すく お 伝え し ます ! F1322 \ っ 
0 N ぶ 選 の 同 は 2022 和 9 月 日 在 の 定 で す 。 者 、 そ の 他 の 理由 で 同行 で き な い 場 人 は 、 | @F1323 の 和子 三岳 
だら の また は 、 ツ アー を 中 止 さ せ て いた だ く 場 合 が あり ます 


中 ) 
震 屋 山 古 墳 ! 6 ォ ト ラ 填 


隊 | 訪ね る 過 は 訪 る 六 は ーー 
品 凡 政 品 妨 政 


Em 人 NE ニ ロ テ 校 im 犬 和 大 和 の 古墳 20 基 制 謀 前 編 大 本 需 20 和 制 媒 後編 


語 jg:r 馬 ii | 思 認 還 F1322.C70 | 同和 暑 言 4 (日) 日 スト 
に ー ーー ィ = ー お ひと り 様 旅行 代金 回 1 名 男 19 名 生還 な し 請う 92 う -C70 | [出発 日 箇 呈 29 (日 ) 日 
Peel FT32Lcz で 20l 豆 9( 叶 17.600 人 ス また は る 旬 【 ス 則 等 | お ひと り 科 旅 行 代金 2 還 19 名 還 同 行 本 な し 
人 各 1 名 男 19 名 否 行 量 な し 折 古 二 生坂 古寺 15,600 昌光! ス ま た は る 旬 パス 肝 
16.800 円 2 は た は 2 等 名 古屋 駅 (7:40 発 ) =@ 黒 塚 古墳 : 天 理 市 立 黒 古墳 
? em ca 示 館 …@ 崇 神 大 畠 陵 ( 行 鳩山 古墳 / 実 在 する 最初 の 大 名 古屋 駅 (7:40 発 ) = 斑鳩 文 化 財 セ ンタ ー… 信 藤 ノ 
名 古屋 駅 (7:30 発 ) = 明日 香 村 商工 会 館 (特別 プ ログ 月 王 草 …@ 天 神山 古寺 = 人 @ 竹 古寺 (日本 最初 の 古墳)… 日 木 丁 墳 = 介 ナ ガレ 古墳 介 元 され た 前 方 円 
用 ラム と 昼食 )= フ ィ ー ル ド ワ ー ク (舞台 古墳 、@ 部 り ) 0 小 ケ ノ 山 古 墳 = 人 文 珠 院 古 墳 … 人 @ 文 丈 院 東 古墳 ( 精 内 - 人 @ 三 吉 石 塚 古墳 @ 牧 野 古墳 ( 奈 
り 塚 古墳 、 倫 キト ラ 古 墳 ・ 四 神 の 館 、@ 率 牛 子 塚 古墳 、 美 な 切石 に よる 横穴 式 石 室 ) = 人 で 新沢 干 塚 古寺 群 ・ 歴 史 9 最大 級 の 横穴 式 石 室 )=@⑳ 屋 敷 山 古 墳 =@ 
@ 震 屋 山 古 墳 )= 名 古屋 駅 (19:40 予 定 ) 忠司 日 に 悪 う 柱 原 市 博物 館 = 名 古屋 駅 (19:20 予 定 ) 忠司 日 社寺 名 古屋 駅 (19:20 予 定 ) 曰 司 晶 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


詳し く は WEB で ! 隊 3839 少 Esa 還 わい クラ ブツ ー リ ズム 歴史 東海 。 | 検索 


052(300)0011 050(3852)0095 ※ こ の ベー ジ の 全 画 実施 営業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受 付 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 ご 土 9:15 て 17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


1 日 目 は 幕末 、 2・3 日 目 は 縄文 遺跡 や アイ ヌ 文 化 を 坦 能 
幕末 の 英雄 | 土方 歳三 」 の 歴史 と 3mm 
5 道 南 ・ 道 央 に 残る アイ ヌ 文化 ・ 旨 文中 


回 話 還 1371c70 
2 1 20,000 申 


1 名 1 室 5.000 円 増 國 鞭 司 1,150 円 


出発 日 中 16( が 日 ポ プ / 

較 1 名 加 15 名 男 同行 胃 な し 回 不 可 ジイ: 民 旗 胡 入 補間 フ ポ ポイ の 県 ( 刀 ) 

eS 千歳 相互 鈴 光 パス 同等 函館 市 縄文 文化 交流 セン ター (館内 イメ ー ジ ) 国立 アイ ヌ 民 族 博物 館 の 外観 写真 所 供 交 財団 法 人 アイ ヌ 民 族 文化 財団 
中 部 (10:30 一 12:30 発 ) 函 館 = 〇 現地 ガイ ド 同 行 で 幕末 史跡 街 歩 き 【 弁 天台 場 跡 ( 新 ウ ポ ポイ と は … 

1 撰 組 最後 の 戦場 跡 ) … 高 龍 寺 (I 旧 幕府 昌 の 病 舎 )… 称 名 寺 ( 士 方 歳三 の 供養 大 ) … 新 撲 豊か な 自然 に 抱か れ た ポロ ト 
組 屯 所 跡地 (函館 の 新撰 組 本 部 が 置か れ た ) … 沖 之 ロ 番 所 跡 (新撰 組 の 警備 拠点 )= 〇 湖畔 に ある 、 日 本 列島 北部 周 


土方 歳三 函館 記念 館 = 〇 五 徹 郭 函館 ノル ルート イン グラ ンティア 函館 駅 前 ( 泊 ) 日 日 
函 館 = 〇 函館 市 北方 民族 資料 館 = 〇 函館 市 縄文 文化 交流 セン ター (国宝 「 中 空 土偶 ] 
2 展示 ) … 〇 垣 ノ 島 遺跡 (世界 遺産 に 登録 され た 縄文 遺跡 )= 〇 八雲 町 郷土 資料 館 ・ 木 
り 熊 資料 館 ( 木 膨 り 熊 発祥 の 地 ) 洞 苑 ・ 湖 畔 亭 【B】 ( 泊 ) 旦 司 
3 洞爺 = di (⑩ ウ ポポ イ ・ 民 族 共生 象徴 空間 = 〇 キ ウ ス 周 堤 墓 群 ( 世 界 遺 産 に 登録 
れ た 縄文 遺跡)= 〇 千歳 市 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー= 新 千歳 中 部 (19:00-22:00 着 ) 還 日 


辺 の 先住 民族 「 ア イヌ 」 の 文 
化 や 歴史 を 学び 伝え る 施設 。 
愛称 の /「 ウ ポポ イ 」 と は 、 ア イヌ 
語 で 「( お お ぜ い で ) 歌う こ 
と 」。 ア イヌ を 主題 と し た 日 本 初 
の 国立 博物 館 を 見 学 し ます 。 


本 | 品 


較 玩 


ト 


古代 日 本 o 政 治 ・ 文 化 o 中 心地 g 
30 を [奈良 」 歴史 に 迫る M り 


以 


e 古代 出雲 の 土間 「 よ すみ 」 と 
19s 但 RE 和則 中 9 


以下 

回 誠 還 1378.c70 
お ひと り 様 旅行 代金 
(12 名 1 室 ) 
69,800 


出発 日 | 族 杏 6 (次) 日 


国 1 名 較 15 名 画 同行 困 な し 
較 不 可 Me 穫 表 呉 交 通 同等 


] 名 英 屋 (7.00~-8:40 発 ) 新幹線 [の ぞ み ] 号 一 広島 = 〇 三 ッ 城 古 墳 ( 広 島 県 最大 の 前 方 後 F 


古墳 ] や 日 本 最大 級 の 「 丸 募 山 古墳 な 3 基 の 前 方 後 F FTZT TFP 群 


ど 大 型 古 墳 9 基 で 構成 され て いま す 。 EMR 


加計 主計 F1382.C70 | [ 員 第 同 8( 淡 日 


お ひと り 様 旅行 代金 79. 800 国 1 名 圏 15 名 画 同 行 


国 1 名 繕 15 名 男 同 行 
困 な し 圧 不 可 
Me き 避 倉 成 観光 バス 同等 


( こ 庄 S 克 芋 ) 量 つ ー 后 


墳 )= 
〇 みよ し 周二 記 の 后 ミ ュー ジア ム = 〇 矢 人 古寺 = 出 墨 プ リー ン リ ッ チ ホテ ル 山 寺泊) 日 了 唐 古 ・ 負 遺 跡 
出雲 = 〇 出 異 大 社 …O 島 根 県 立 古代 出 民 歴史 博物 館 = 〇 今 市 大 寺 古 墳 = 〇 ー ・ 
ノ 出 枯 弥生 の 麻 持物 館 … 〇 本 人 填 史 中 公園 (巨大 な 名 間 突 出 填 丘 草 )=O | 四 革 時計 F1305.CZ20 PPE 0 
荒神 谷 り 朋 \ 出 記 岩倉 遺 胡 お ひと り 相 BG 
の WT 夫 0 泊 行 代 3 19,800 申 ps 導 観 バ ス ま た は 名 狼 観 光 パ ス 同 等 
| 出 圭 =O 島 根 県 立 八 寺 立 つ 風土 記 の 丘 ( 一 帯 は 古代 山 転化 発 祥 の 地 )=O 山 代 二 子 名 古屋 駅 (7:40 発 ) =O 古 . 鍵 考古 学 ミ ュー ジア ム = 〇 盾 古 . 鍵 遺跡 (日 本 を 代 人 か ご 
3 古墳 (この 地域 の 最高 首長 の 草 で ある と 推定 ) こ = 〇 要 林 上 道中 ( 日 本 最大 級 の 弥生 集 上 当 目 表す る 弥生 時 代 の 集落 也 )= 〇 大 神 神社 (日 本 最 古 の 神社 の ひと つ )=O 桜 井 本案 
沙 ) =O 上 淀 鳳 展示 錠 … 〇 上 演 廃 寺跡 … 〇 向山 古 寺 (古寺 時 代 後期 で は 伯 書 最 0 市 埋蔵 文人 財 セン ター ( 纏 向 遺跡 に 関す る 展示 な 見 学 )= 〇 笑 墓 古墳 = 〇 天理 恒 革 8 
| 新 幹 株 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:3022:20 着 ) 征 還 市 立 黒 塚 古墳 展示 館 … 〇 黒 塚 古墳 = 名 古屋 駅 (20:30 予 定 ) 日 旭日 商 時 
SS と : 万 21 
っ ーー 陸 
邪 馬 人 台 国 の 九州 説 を 象徴 する 吉野 ヶ 里 遺跡 に 2 時 間 滞在 ] 個性 豊か な 古墳 や は に わ を 問 近 で 見 学 た 人 
EN 宇 | ご 旗 
ー ) 蜂 弥 呼 の 謎 に 迫る 古代 歴史 の 探訪 へ 。| 【 軒 リカ タケ ル 大 王侯 る さき た ま 語 貴 了 。| js 
財 九州 に 残る 引 馬 台 国 吉野 ヶ 里 遺 踊 Ei0 選 個 OAD 
以下 大 人 
ae F1379-C70 に 9 提議 
お ひと り 様 旅行 代金 回 空 
ョ a (1 一 2 名 1 室 ) 2 ] 記 洪 
105,.000 ロ 還 0 国 | 衣 
出発 日 戸 13 ( 火 ) 日 宝 の 金 錯 銘 鉄 合 が 出土 し た 「 稲 荷 改 
る 
者 
上 
港 


名 古屋 (7:00 一 8:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 博多 =O 〇 宮 若 ・ 竹 原 古 墳 = 〇 宗 (1 一 2 名 1 室 ) 因 な し 細 不 可 As 語 帝 導 観 光 (東京) 同等 
] 像 大 社 辺 津 宮 = 〇 世界 遺産 新原 ・ 奴 山 古 墳 群 一 太宰 府 ノ ルー トイ ング ラン ティ 名 古屋 (7:00 一 8:30 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」 号 一 東京 = 〇 吉見 百 穴 = 〇 八幡 山 
ア 太 宰 府 ( 泊 ) 日 属 図 ] 古墳 = 〇 埼玉 県 立 さ きた ま 史 跡 の 博物 館 … 〇 さき た ま 古 墳 群 太田 - ホ テル ル 
2 太 補 府 = の 吉野 ヶ 里 遺跡 = 〇 岩戸 山 古 墳 = 〇 石 人 山 古 墳 ・ 弘 化 谷 古 墳 = 太 宰 府 - ー ト イン Grand 太 田 駅 前 ( 泊 ) ※ 大 浴場 付き 昨 還 日 8 
ーー ンティア 太宰 府 ( 連 泊 ) 研 属 較 太田 = 〇 天神 山 古 墳 ( 東 日 本 最大 級 の 前 方 後 円 寺 )= 〇 大 室 古墳 群 (複数 の 石室 人 
3 太宰 府 = 〇 板付 遺跡 =O 福 岡市 博物 館 = の 伊都 還 歴 史 博物 館 = 〇 平原 遺跡 = 博 2 を 見 学 )= 〇 群馬 県 立 歴 史 博 物 館 一 〇 観音 山 古 墳 = 〇 か みつ け の 里 博 物 館 … 〇 ァ 
あー 童 線 「 の ぞ み 」 号 一 名 古屋 (21: 30 一 22:50 着 ) 拐 合唱 保 渡 田 古墳 群 = 東京 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:30 一 22:30 着 ) 華 属 曲 0 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


詳し く は WEB で ! 詳 き 科 2 き お の クラ ブッ ツーリズム 歴史 東海 検索 W 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 自記 凍 還 加 、 還 雪 計 5 に 会 の お 申し 込み は 埋 紅 員 ロ 
会 員 特 典 あ り ます | 割 | ケラ フツー リ ズム PASS 会 員 な ら 1.000 円 人 3I の 会 員 特典 が ある コー ス WEB 限 定 / 志 8 


90 議 UMMHKA22 ア ン 
バス 相席 と 楽し く 学ぶ 


デー 


歴 
古 
代 
史 


ミ け 汽 洛 多 交 埋 加 
に “ 6 52 還 コー ス 間 呈 ーTarrieg C70 | [ 加 旨 | 馬 語 14 (土日 
ocaB am を 結ぶ ナ 任 攻 朋 1 RU 
ご と 葉 衣 。 ミ モ 般 告 同行 図 な トロ 
宿泊 ホテ ル で は 旅 ナカ 講座 を 開講 。 よき 1 名 1 室 4000F es3 放 記 パ ス 同 等 
上 ジェ ノ な く 前 父 名 古屋 (7 5ー プ 45 人 一 新 時 孤 [ の ぞ み 」 号 一 新 大阪 = 了 7 
泊 を じ 8 景 ぐ ゃ つ (淡路 ジェ ノ パラ イン ン ノ 明 生 海 峡 大 橋 の 真下 を 通り ます 。 ダ イ 
@ 現存 天守 " 丸 重 城 や 者 飼 本 島 を じっくり 見 学 加計 削 皮 石 1 ナミ ッ ク な 景色 を お 楽し みく だ さい ) 岩屋 港 = 松 帆 台場 中 = 淡 
ー 路 (解説 を 聞き な が ら 明 抹 海峡 を 上 む )= 宇 多 津 ゴー ルド タワ 
人 ほ 介 ょ り (丸亀 の 街並み や 瀬戸 内 の 絶景 )= 丸 重 ・- オ ー ク ラ ホ テル 丸 旬 


押 


[ (Q) 因 呈 軍 計 条 開通 


泊 ) ※ ホ テル に て ご 夕食 前 に 旅 ナカ 講座 を 開講 日 憶 了 
丸 重 一 丸 香 城 (現有 大 守 の 名 城 ) 二 丸 晶 港 (本島 汽 船 〉 へ 本 島 

2 港 … 本 島 散策 【 昼 食 … 塩 飽 勤番 所 跡 … 笠 島 散策 】 ・ 本 島 港 
(本島 汽 朋 〉ー 丸 亀 港 = 新 大 阪 駅 一 新幹線 [のぞみ] 号 一 名 古 
屋 (20:20 一 21:00 着 ) 典 司 日 
※ 弊 社 関西 出発 の ツア ー と の 共同 催行 と かり ます ※ 学 芸 員 が 女 な 体調 
不良 、 そ の 他 の 理由 で 同行 で き な く な っ た 場合 は 、 出 発 日 の 変更 また は ツ 
アー を 中 止 さ せ て いた だ く 場 合 が あり ます 


長 と 戦っ た 大 坂本 原 寺 救援 の た め 村 上 海賊 の 船 が 
通っ た 明石 海峡 を 実際 に 船 で 通過 し 、 大 阪 湾 進 入 の 橋 
旧 介 | 頭 俊 と な っ た 淡路 島 岩 屋 港 の 役割 を 学び ます 。 そ の 後 、』 
NM || 塩 他 諸 島 を 展望 タリ ー か ら 遠 望 。 二 日 目 は 現存 十 二 天 
財 | 守 の ひと つ 丸 亀城 を 散策 、 い よい よ 村上 海賊 の 東 の 拠 
国 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 | 占 塩 爺 本 島 へ 。 塩 飽 勤番 所 や 笠 島 の 町 並み な ど を 見 


仙 ば 掲 定 。 交 了 生 の 伝統 を 愛 | し 光 上 交通 の 要衝 本 島 の 歴史 を た どり ます 。 


PASS | ムシ 和 に ! まだ まだ ーー 
ル あり ます 一 日 学校 
時 以下 ※ 当 コー ス は 本 誌 で は お 申し 込み で きき 
mm HH し 
Ai 本] イー ッ yh 本 ME |」> 82 SM 
の 疹 ) 電 | レイ テ 沖 海戦 」 と 2 語 IF1364.C70 2 日 間 
下 _ 、 品 パ ヶ : 衣 (12 ニ ジ ン ) イ ディ ング 事 英 ー 
「 旧 鎮守 府 ・ 舞 傾 」 一 日 学校 2 の 靖 み 沈 ーー 7」) 
コー ス ぎ ヨ Mk っ R 
F1360.C70 (2 が 生  07.9UO 5 4 ント 旧 軍 港 具 の 歴史 と 
回 1 名 困 15 名 田部 同行 (1 日 上 京都 -2 晶 目 : 京 者 間 ) 孔 な し 回 不 可 な gg 産 観光 パス 同等 ” =O 明 誠 戦艦 大 和 一 日 学校 
名 古屋 (8:00-9:30 発 ) 岐 邊 羽 島 ・ 米 原 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 京都 = 舞鶴 (昼食 )= 石 老 ス カ 還 肖 「 委 お ひと り 様 
了 行 代 金 7 9,600 由 


] イタ ワー= 舞 示 レン ガ パ ー ク … 遊 監 記 の り ば 海軍 ゆか り の 港 めぐ り 導 臣 朋 作 覧 委 の り  。。 
ば - 押 本 赤レンガ パー ク 【 旅 ナカ 凍 有 和 「 財 と レイ テ 沖 泊 戦 ]- レ スト ラン 松 人 (海軍 = 導 め くり: 画 還 1(、) 日 
馬 1/( 金 ) 日 葉 胃 11/( 金 ) 日 


HL 


ゆか り の 洋食 コー ス 料 理 の 夕食 )= 鶴 ・ ホ テル アマ ー ビ レ 倫 泊 ) ※ 大 浴場 付き 日 司 図 さき 3 ち 舞 稚 旧 


舞鶴 ニ 【 特 別 公開 】 重 要 文化 財 ・ 旧 北 吸 浄水 場 第 1 配水 池 (舞鶴 旧 鎮 守 府 水道 施設 )= 海 
上 自 pa 魚 源 (海鮮 コー ス の 昼食 )= 舞 鶴 引 揚 記 念 館 (【 旅 ナ 
2 カカ 講座 : 旧 鎮守 府 舞鶴 と 太平 洋 戦争 最終 章 】 と 学芸 員 解説 付き 見 学 ) = 引揚 機 橋 ( 平 浅 
橋 )= 道 の 駅 舞鶴 港 と れ と れ セ ンタ ー (買い 物 )= 京 都 一 新幹線 「 こ だ ま ]」 号 一 米 原 ・ 岐 息 
羽島 一 名 古屋 (19:00 一 21:30 着 ) 描 司 日 
※ 遇 関西 発 と 共 同 催行 と な り 、 パ ス も 共同 と な り ま す ※ 新 幹線 は ひか り 号 利用 と な る 場合 が あめ り ます 
※ 岐 阜 羽島 米原 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


基 49g 1 日 目 は 現地 作 内 人 と ある < 
19* 隅田 川 七福神 めぐ り 


1 件 有 達 の 間 」 見 
か り の 洋食 メニ ュー」 の 夕食 
順 ] に て 海鮮 コー ス の 昼食 


コー ドド 1949.C70 の 
|F1349-C70| 引 交 本 物 に 会 える # ち ・ 合 東 区 
2。 / 財 東京 都 台東 区 は 、2021 年 に クラ ブツ ー リ ズ 
2 ム 社 と 観光 分 野 に お ける 連携 協定 を 結び ま 


峰 『、。- 舌 
] 人形 肝 近 で は 験 制 | し た 。 上 野 ・ 浅 草 ・ 谷 中 な どの 観光 地 を 有 し 、 


86, 800m (作品 一 例 ) | 江戸 の 面影 を 色濃く 残す 歴史 ・ 文 化 ・ 芸 能 ・ 
1 名 1 室 5.000 円 増 「 本条 Li SD 、 本 区 の 持つ 「 多 彩 な RA 
NM し ん で いた だ ける ツ ヾ 

出発 日 | 自記 6 ( 金 ) 日 | の お 土 上 付き | | アー を 企画 し まし た 。 ぜ ひ 「 江 戸 
国 1 名 固 12 名 画 同行 困 な し 固 不 可 た いと う 」 に お 越し くだ さい 。 婦 戸 ん いと う 
R き 計 帝 産 観光 パス (東京) 同等 0 
名 古屋 (8:30 一 10:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 東京 =< タ フシ ー) デ = 老舗 鯛 忠 ( 明 と や き 鳥 の ひ 

1 つま ぶし の 昼食 ) … 隅 田川 七福神 めぐ り 【 〇 三 囲 神社 … 〇 弘 福 寺 … 〇 長命 寺 … 〇 向島 百花 園 … 〇 
白 占 神 社 … 〇 多聞 寺 】= く タクシー)= 浅 草 ・ 浅 草 ビ ュー ホテ ル ( 泊 ) 回 に 2 
浅草 … 浅 草 寺 (浅草 寺 - 浅 草 神社 や 仲見世 を 散策 ) … 旅 館 加茂 川 ( 鶏 あみ 焼き 弁当 の 昼食 )=( タ ク 
2 シー〉=G ス 月 人 形 学院 (開運 千 支 の [ 四 」 の 木目 込 人 形 の 体験) 東京 車窓 観光 【 へ 読売 新聞 東京 
本 社 = へ 皇居 外苑 = へ 国会 議事 堂 - へ 東京 タダ ワー ニム 増上 寺 】= 東 京 一 新幹線 「 の ぞ み 」 号 一 名 古 
屋 (20:30 一 22:00 着 ) 抽 司 日 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


事前 確認 の クラ ブツ ー リ ズム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 者 全員 の お 名 前 
ご 協力 の お 願い @ お 電話 番号 ⑥ 郵 便 番 号 ・ ご 住所 性 別 生年 月 日 また は 年 齢 ※ お ひと り で の ご 参加 の 場合 は 、 緊 急 時 の ご 家族 等 の 連絡 先 
事前 に お 調べ の うえ お 電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ご 予約 いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 


052(300)0011 050(3537)5250 *※ こ の ベー ジ の 企画 実施 営業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 ご 土 9:15 >17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


コー ス 番 号 


1190-C70 宮崎 13 の 神社 へ 


天 岩 万 伝説 日向 神話 の 宮崎 ・ 西 都 原 js 
T・ 神 が 住ま う 町 間 丁稚 へ ー 


| 神々 な 住ま うと 言わ れる 高千穂 を 
1 日 か け て じっくり ょ めぐ 0 ます 
幻想 的 な 絶景 「 高 千穂 峡 ] や 天 岩 戸 伝 説 の 
舞台 「 天 安 河 原 」 な ど パ ワー ス ボ ッ ト へ ご 案内 
高生 神社 に て 高千穂 神楽 」 を 鈴 芝 し 、 
正式 参拝 を いた し ま 


RS 


証書 器 十 重 


四部 同和 (1 日 上 宮崎 3 日 目 熊 本 間 ) 国 1 名 還 25 名 茹 な し 固 不可 
gs あつ ま 交 通 租 子 島 大 和 所 パス 同等 還 880 円 ” = 人 2 ジ 


iaWote120.000n-125.000n 


RED120.000 円 、OEH125.000P 5.000P 
[出発 日 | 盲 9 証 (⑭ ( 金 ) 日 6 (いり 日 


ガイ ディ ング 
レシ ー バ ー 付 き 


中 部 (8:00 一 9:00 発 ) か 宮崎 弟 戸 神宮 (ウツ ガヤ フキ ア エ ズ ノミ コト 生誕 


き 


PT 社 本 盛 治 講師 2 日 間 
上 是 MWWUW97| (神社 史 研 究 会 所 属 ) 同 行 旧 計 


胃 笠 祭 の 神々 の 足跡 案内 人 由 行 で 巡る 
MT 邊 の 入信 2 出 琴 で ずぶ ふ ー 日 日 学校 


斉 末 内 人 同行 で 
三 日 学校 3 l 較 共振 の 作法 を 学ぶ 
い 時 間 目 
NN 時間割 参拝 の 手順 や 順序 を 
IN 学び まし ょ う 


巡 


島根 県 立 古 代 出雲 歴史 博物 館 の 入館 


要 
| 。 時間 日 復元 模型 を 使用 し た 施設 で 出雲 大 社 や 
2 だめ 
c 馬 | 神社 史 研 究 会 落合 副 会 長 の 特別 講演 
| | 時間 日 。 特別 講演 の 大 国電 
” 。 。 ※ 溢 合 副 会 長 は 2022 和 9 有人 の 予定 です 。 や 西東 京都 の PIN 
I む を 得 な い 理由 に より 講演 で き な い 場合 は 、 別 の | kmkmaxma さ ん の 作品 
講師 が ご 案内 し ます 
蘭 較 | 出雲 大 社 で の 御 神楽 奉納 と 正式 参拝 』 


時 間 目 』 出 雲 大 社 、 神 楽 眉 で の 御 祈 裕 ・ 
I 御 神楽 奉納 と 御 本 殿 で の 正式 参拝 


| ※ 時 間 和 の 順 生 は 信 れ 替え て こ 案内 で せ て 頂く 場合 が ご ざい ます | 


思 同 行 回 1 名 男 80 名 較 不 可 回 な し = 
お ひと り 様 旅行 代金 
(1 名 1 室 ) 65.900m 員 発 日 叉 柱 | 10( 土 ) 日 


稲佐 の 浜 
※ 夕 景 は 天候 に よ 
り 見 られ な い 場 合 


が あり ます 


1 堀切 峠 (車窓 )= 青 島 神社 (山幸 彦 と 海 幸彦 伝説 ) ニ 江田 神社 … み そぎ 池 ( 
ナギ ノミ コト が 誹 を 行っ た と いう ) 三 宮崎 ・ ア リス トン ホテ ル 宮 崎 ( 泊 ) 
宮崎 三宮 崎 神宮 (神武 天皇 を 祀る) 【『 記 紀 の 道 ] を 散策 本 者 都 萬 神社 … 

2 塚 … 八 尋 殿 … 石 買 神社 … 大 山 祇 塚 … 鬼 の 扇 古墳 … 男 狭 穂 塚 - 女 狭 穂 塚 ニ 丁 
考古 博物 館 = 大 御 神社 (日 向 の お 伊勢 さん )= 孝 農 神社 = 延岡 ・ エ ン シ テ ィ ホ 
延岡 また は 同等 フラ ス ( 泊 )  ※ 歩 行 距離 : 約 4km、 行 動 時 間 : 約 2 時 間 古 
延岡 高千穂 神社 (正式 参拝 神楽 鑑賞 ) ニ 国見 ヶ 丘 ( 高 干 穂 を 一 望 )= 荒 

3 社 (芸能 と 縁結び の 神 ) = 千穂 の 家 (郷土 料理 の 昼食 )… 高 生生 峡 (散策)= 
点 る 神社 (天孫 降臨 の 聖地 ) 東 天 岩 戸 神社 三 天 岩 戸 神社 大 安 河 原 (大 
伝説 ) ニ 熊本 中 部 (20:40 一 21:20 着 ) 

※ 関 西 発 と 共同 催行 と な り ま す 


導 上 全 に 3 


| 剛 


ハ 
還 て 谷 | 田 で 血 出 | 因 直 


由 E 


伊 有 藤 りか 講師 同行 


※ 講 師 の 同行 は 2022 年 9 月 1 日 現在 の 予定 で す 。 や む を 得 な い 事 情 に より 同行 で き な 
い 場 合 は 別 の 講師 また は 出発 日 の 変更 や ツア ー を 中 止 さ せ て いた だ く 場 合 が あり ます 


割 30= ※ 妊 で ご 参 コー ス 番 号 

罰 服 0 Fl172.C70 | 千 - 
日 本 三 大 曳山 祭 | 秩父 夜祭 ] と 
三 事 神 社 ・ 秩 父 神社 ・ 宝 登山 神社 三 社 芝 り 


ユネ スコ 無形 文化 遺産 登録 


ー 三 百年 の 伝 多 
日 本 三 大 長 山 祭 ー 


ア -w 

秩 ズ 夜 祭 ce 
300 余 年 前 、 江 戸 時 代 か ら 続く 
7 の の 6 
火 が 彩る 美しく 繊細 な 技術 の 粋 下 
を 集め た 由緒 ある お 祭り を 、 伊 
藤 り か 講師 の ご 案内 で お 楽し み 抽 
いた だ け ま す 。 (写真 は イメ ー ジ 
※ 秩 父 夜 祭 は 雨天 決行 で す 。 但 し 荒天 時 に は 中 止ま た は 祭り 内 容 が 一 部 変更 と な る 場合 が あ 
り ま す が 、 ツ アー は 催行 いた し ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 出 発 後 の 旅行 代金 の 返金 は あり ま 
せん ※ 国 お よび 自治 体 等 の 要請 に より 、 や お を 得 ず 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た は 内 容 
の 変更 が 生じ る 場合 が あり ます 
較 同 行 国 1 名 圏 12 名 田 不 可 四 な し eS 帝 産 観光 バス (東京) 同等 


MM 79, 900 出発 日 | 放 柱 3( 土 ) 日 


名 古屋 (7:20 一 8:00 発 ) 一 〈 新 幹線 ひか り 号 ) 一 岡山 = 佐 太 神社 (/\ 百 万 の 神 が 

う 神 在 の 社 )= 熊 野 大 社 三 稲佐 の 浜 ( 神 様 を お 迎え する 神 迎 神事 の 執り 行わ 
れる 浜 を 夕方 に ご 案内 )= 出 雲 ( グ リー ン リ ッ チ ホテ ル 出 雲 ( 日 日 日 
出雲 (早朝 6:30 発 )= ニ 出雲 大 社 (早朝 参拝 ) ニ 出雲 (ホテル に 戻っ て 朝食 )= ニ 島根 
2 県 立 古代 出雲 歴史 博物 館 … 出 雲 (自由 昼食 )… 出 雲 大 社 ( 神 楽典 で の 正式 参 
拝 )= 万 九 千 神 社 (/\ 百 万 の 神 が 最後 に 立 寄 る 社 ) ニ 岡山 一 新幹線 ひか り 号 〉= 
: 貞 日 日 


※ 弊 社 関西 出発 と 共同 催行 と な が り ま す ※ 社 本 盛 治 講師 は 2022 年 9 月 1 
す 。 や お を 得 な い 理 由 に より 同行 で き な い 場 合 は 、 別 の 講師 が ご 案内 し ます 


現在 の 予定 で 


』 = 5 の 予定 で す 。 や お を 得 な い 事 情 に より 同行 で き 
な い 場 合 は 別 の B5 が ご NU ま す ※ 宮 司 は 途中 合流 * 解 散 の 場合 が あり ます 


六 項 0 と コー ス 番 号 回 中 邊 16 填 @y4 


ガイ ディ ング レシ ー バ ー 利 用 


区 財 神 宿る 深山 の 杜 玉置 神社 と [ 昌 9 


三重 県 
奈良 県 


日 本 最 古 の 神社 CM 


本 回 1 名 15 名 下 な し 
ze 市 衣 パ ス また は る 狼 説 パス 同等 コーINai 人 に 


D タク シー 乗換 
29.900 ロ ー 
人 日 Im]27( 唱 男 届 18( 金 日 人 半 べ は 

草 9( 金 ) 日 玉置 神社 較 5 

本 (7:40 発 )= 共 の 鍋 神 社 ([ 国 うみ の 舞台 | と し て 登場 する 日 本 最 証 の 神社 )= 下 置 
9 神社 (ウフ シー 乗換 / 世 界 遺 産 熊 野 三山 の 奥 の 富 ) = 名 古屋 駅 (20.30 予 定 ) 申 屋 
※ 下 置 神社 は 、 急 な 階段 を の ぼっ た り 細 い 坂 道 を 片道 約 2 分 前 後 徒歩 移動 と か り ま す 。 歩 さや すい ・ 服 装 で ご 参加 くだ さい 


現地 信 合 解散 部 田 神宮 内 を じっくり ご 案内 


Eg 国 F1112-C70 


細 | 1900 年 以上 続く 名 古屋 の 名 社 
熱田 神宮 


日 
四 ) 委 田 神宮 一 日 学校 時 間 割 5 
困 還 入村 に て 生肉 馬 ( 
1 内 本 吉田 神宮 の 境内 案内 ど = 

cm 宝物 館 、 草 難 館 入館 
EK 長打 上 熱田 神宮 会 館 に て 講演 会 人 
EE 長 ( 皇 了 軸 館 大 学名 営 教授 )「 神 M 


= 上 の 成立 と 展開 」 社 本 盛 治 講師 (神社 史 研 究 1 
還 所 属 ) [尾張 の 式 内 社 に つい て ] H 
熱 神宮 に 2/ ド マエ ーー、 5 "1 2/ い ジー ニー、  G 還 生 5 1 レン 
男 同 行 国 1 名 障 50 名  ※ 白 山 芳 太郎 会 長 の 講演 と 社 本 森 治 講師 の 講演 ・ 同 行 は 2022 
代り, 800 年 9 月 1 日 現在 の 予定 で す 。 や む を 得 な い 事 情 に より 講演 ・ 同 行 
旅行 代金 円 で き な い 場 合 は 別 の 講師 また は 出発 日 の 変更 や ツア ー を 中 上 ご 


ーー 
政 許 


出発 日 引 還 5() 日 せ て いた だ く 場 合 が あり ます 


名 古屋 (8:30~9:30 発 ) 一 新幹線 の ぞ み 号 〉 一 東京 三 三 峯 神社 三 秩父 神社 ( 秩 
] 父 神 社 の 例 大 祭 [秩父 夜祭 ]) ニ 本庄 :- ホ テル ルー トイ ン 本 庄 駅 南 ( 泊 ) 

※ 大 浴場 完備 ※ 到 着 は 深夜 O:00 時 頃 に な り ま す 日 同日 

本 庄 = 宝 登山 プ ウ ェ イ 山麓 駅 ふ 山 頂 駅 … 視 登山 神社 奥宮 … 山 頂 駅 宝 
2 登山 ロー プ ウ ェ イ 山麓 駅 … 買 合 山 神社 = 東京 一 〈 新 幹線 の ぞ み 号 〉 一 名 古屋 

(18:40 一 19:30 発 ) 較 悦 ビ 


※ 三 守 神 社 奥 宮 へ は ご 案内 いた し ませ ん 


日 帰り 名 鉄 神宮 前 駅 (12:30 集 合 ) … 熱 田神 学校 企画 へ ご 案内 17:00 
解散 予定 ) 日 日 日 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


詳し く は WEB で ! 2 案内 人 同行 の 学び 旅 クラ ブッ ツー リズ ム 歴史 東海 | 検索 W 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 
低 具 特典 あり ます 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 1,0 0 0 円 割引 の 会 員 特 典 が ある コー ス 


入会 の お 申し 込み は 
WEB 限 定 / 


案 
内 
人 
同 
行 
の 
学 
び 
旅 


ガイ ディ ング レシ ー バ ー 利 用 


2 昌 田地 元 出身 の 叫 家 さ ん 同行 


ii 日 光二 人 ぎ め くり ( 5 隊 
9 上 野 ・ 徳 川 ゆ か り の 地 め ぐり 


2023 年 の ドラ マ と も 縁 が 深い 上 野 に は パワ ー ス ポッ 
ト が 盛り だ くさ ん 。 呆 家 の 楽し い 解 説 で 歴史 の 理 側 


日光 東照宮 ーー 上 馬 eu に も ご 案内 し ます 。 


還 着 庁 の 間 ] 寛永 通常 非 公 開 エリ ア 特 別 拝観 
3220 


コー ス 番 号 較 中 久 1 目 0y4() 2 日 目 
四 MM 
Cr75,000F 隊 陸 語 


こ ク 5 
| 馬 語 29 (日 ) 日 

店 8 () 昌 を ご 陣 因 
国 1 句 15 名 画 同行 困 な し 固 不 可 ra c お ) ロ 
5 絹 う つの みや 観光 同等 (1 日 目 の み ) | 笠 理 イズ rrCETPme ーー 
名 古屋 (8:009:00 発 ) 一 新 才 株 「 の ぞ み ] 号 東京 新幹線 [な す の ] 号 下部 | 7240MNNu 人 
1 宮 = 日 光二 社 一 寺 め ぐり 【O 日 光 東 昭 宮 (通常 非 公開 の 「 将 軍 着 座 の 間 」)=G 日 光 | 勅 額 門 葵 の 間 
山 輪 王寺 (大 汐 院 参拝 ) … 〇 一 荒 山神 社 参拝)】= 上 野 - ホ テル 丸谷 ( 泊 ) 晶 較 | 


上 野 … 地 元 出身 の 過 家 が 同行 (歩行 距離 約 5km、 歩 行 時 間 約 1 時 間 30 分 ) 【 〇 西 


上 た ちば な の えん まん 横 | 

郷 像 … 〇 清水 観音 合 ( 不 忍 池 草 天堂 も 眺望 ) … 〇 上 野 東明 宮 (重要 文化 財 の 社 地元 出身 の 過 家 ・ 橘 ノ 園 満 き ん 自 山上 
殿 )… 〇 谷中 霊園 (徳川 塵 喜 が 眠る ) … 〇 寛永 寺 (通常 非 公 開 の 「 葵 の 間 」 と 「 徳 奈良 時 代 に 創建 され た 都内 最 古 の 神 内 

2 将軍 御霊 ] へ )… 〇 五條 天神 社 (日 本 武 尊 が 創建 し た 1900 年 の 歴史 が ある 古 社 と 伝わる 容 席 発 祥 の 地 で 、 徳 川 家 に 作 

社 )… 黒 船 亭 ( 明 治 創業 の 老舗 で 洋食 ラン チ ) … 〇 下谷 神社 (正式 参拝 と 寄席 発祥 所 縁 あ る 落語 鑑賞 を お 楽 SS 天 昌 

の 地 で 落語 鑑賞 )】… 上 野 一 (JR 自由 席 〉 一 東京 一 新幹線 「 の ぞ み 」 号 一 名 古屋 ※ 橘 ノ 周 満 さん は 2022 年 9 月 1 日 現在 の 予定 ーー | 

9080 潮 / 可 画 で す 。 や む を 得 な い 事情 に より ご 案内 で き な ッ ト rrP | 

※ ウ ォ ー キ ング に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい ※ 関 西 出発 の お 客 様 と 共同 催行 と な り ま す い 場 合 は 別 の 方 が ご 案内 する 場合 が あり ます ト 谷 介 人 | 


※2 日 目 の JR( 上 野 か ら 東 京 間 ) は 自由 席 と な り 、 混 雑 状 況 に よっ て は 立ち 席 と な り ま す 」 


直 バス 1 台 I 
割 30g い (6 
1 以下 ワ ャ - | 
IL 選 画 で 
I y は 
信任 令 イ | 
eee 了 人 人 林 りつ つく し ! 日 本 弧 
に | 
! 和 車 4 | ニン IE | 
| 0 @ の | コー ス 赤 引 | 呈 請 日 6S343-C70 | 出発 日 玉 枯 1/( 土 ) 日 
MI 774 お ひと! NEM2 300, 000 = 固 8 名 画 同行 困 な し 固 不 可 2 l 
| ] (1 一 2 名 1 室 円 本 * 3 日 自 : あ さ ひ 自動 車 同等 、6 日 目 : 熊 本 観光 パス 同等 
名 古屋 0 00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (① 東 海道 新 幹線 ノ 「 の ぞ み ] 号 デビ ュー30 周 年 IN7005 
| ] 車両 に 乗車 ) 東 京 一 新幹線 「 は や 記さ] 号 (③ 東 北新 幹線 ③ 北 海道 新幹線 / 大 宮 一 盛岡 間 開業 40 周 
/ 年 盛岡 八戸 間 開 業 20 周 年 ) 新 函館 北斗 … 北 斗 ホ テル ラ ・ ジ ェ ント プ ラ ザ 函 館 北斗 ( 泊 ) 日 口 基 
| 0 北 0⑳ っ くり 00 出 玩 ・ 北新 線 [は や ささ] 一 革 の 問 に 名 物 わ | 
『 (東京 新 画 館 北斗 間 ) ん こそ ば の 昼食 )= [こま ち 」 号 ング 盛 岡 一 秋田 間 開 業 25 周 年 ) 秋 
| SS 計 夫 ( 新 画 公 北 半 畿 岡 ) | … 秋 田 - ホ テル メト ロ ポ リタ ン 秋 田 ( 泊 ) ※ ト レイ ン ビ ュー の お 部 屋 を 確約 開国 了 
※ 写 真 提供 審 リ R 東 り 。 。※ 写 真 提供 JR 東日本 2 秋田 = 新庄 一 新幹線 「 つ ば さ 」 号 (⑤ 山 形 新 幹線 福島 一 山形 間 開 業 30 周 年 ) 福島 (本 
東北 新幹線 換 の 間 に 福 島 郷 土 料 理 の 昼食 ) = 新潟 ・JR 東 日 本 ホテ ル メ ッ ツ 新潟 ( 泊 ) 屋 因 
(東京 っ 金沢 間 ) Ei 識 は や ぶさ | 号 新潟 (ゆっ くり 9:30 出 発 )… 新 潟 一 新幹線 [と き 」 号 (⑥ 上 越 新幹線 大 宮 一 新潟 間 開業 
直後 湯 沢 Pi 40 周 年) 一 越後 湯沢 一 新幹線 「[ た に が わ ] 号 一 ガー ラ 湯 沢 ( ス キー 場 営 業 期 間 の み 営業 す 邊 
に か 号 PP 3 陰 人 8 議 / る 輸 時 駅) 一 新幹線 [た に が わ ] 号 一 東京 …… 東 京 ステ ーション ホテ ル ( 国 指定 重要 文化 財 で 
に / 2 仙台 ※ 写 真 は いずれ も ある 東京 駅 丸の内 駅 舎 内 の 伝統 と 格式 ある ホテ ル で ラン チコ ー ス ノ 館内 見 学 も お 楽し 引 
Ne | 福島 み )… 東 京 一 新幹線 「 は く た か 」 号 (⑦ 北 陸 新 幹線 高崎 … 長 野間 開業 25 周 年 ) 一 金沢 … 
ぐい 金沢 ヴィ アイ ン 金 沢 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 金沢 駅 の 名 物 駅 弁 を ご 用 意 開 同 囲 
CS 金沢 ① っ くり 9:O0 出 発 ) … 金 沢 一 特 急 [サンダー バード ] 号 一 新 大 阪 ( 条 換 の 間 に 昼 食 ) 一 
ON 。 の 新 補 g 新幹線 「 さ くら] 号 (⑥ 山 陽 新 幹線 ⑨ 九 州 新幹線 山陽 新幹線 岡山 開業 50 周 年 ) 一 鹿児島 
ーー イク PIPE た 中 央 鹿児島 JR7L 州 ホ テル 鹿児島 ( 泊 ) ※ 黒 豚 な ど 鹿 児島 の 地元 食材 を 使っ た 特別 会 
4 | 折 大 阪 1 る 古屋 [の ぞ み 1 褒 を ご 用 意 。 ト レイ ン ビ ュー の お 部 屋 を 確約 描 同 較 
Su、。 = 鹿児島 … 鹿 児島 中 央 一 新幹線 「 さ くら 」 号 一 熊本 = 熊本 港 く 熊本 フェ リー) 島原 港 = 長 
526UHE3M / 内 (昼食 ) 一 新幹線 [か も め ] 号 (⑩ 西 九州 新幹線 /2022 年 9 月 23 日 に 開業 !) 武雄 温 泉 = 
2 | N7005 軸 に 台車 博多 南 (博多 南 線 [ に も 一 多 主人 (500 系 新 和 列車 ) 一 博多 一 新幹線 [の 
上 DS っ 東名 行程 内 の ① こ ⑩ は 10 の 新株 を 表し て いま す ※ 幣 社 他 支店 と 共同 催行 と な り ます 


n べ ぐぅ MEIEIIMGiiEEER 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


アー お 申し 込み 時 の お 願い ツア ー 出 発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 ( 土 ・ 日 ・ 祝 日 は 除く ) 
歩行 や 視 了 光 な ど が ご 不 目 由 な 方 、 動物 アレ ルギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お お客様 へ | を 過ぎ た 新規 お 申し 込み の お 支払 い 方 法 は 、 ク レジ ッ ト カ ー 


連れ の 方 、 その 他 特別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 ド 決済 の み 承り ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


W 052(300) 001 1 国 (050(3852)008 7 *= の ベー ジ の 人 邦人 所 は 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 - 祝 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15 <17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


ea 
SN 
レ 但 

PASS 

同 
バス 1 台 

0s 

以下 2 

日 間 
る 0 2 ( 

加計 宮 軒 1459.C70 | 山系 ] 味 列 31( 圭 ) 日 < 12 月 31H.2 除 
お ひと り 様 旅行 代金 ーー これ 
6 53.800 下 RYO こ て 。 

国 1 名 圏 15 名 同 行 困 な し 固 不可 2023 年 の 干支 に ゆか り の 通称 
ge 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 うさ ぎ 神 社 ] で 初 語 
名 思 (⑮ う 0 玩 ) こ い 槍 大 社 (まり 給 め )= 〇 世 四 理 ・ 花 ご ころ 
遺産 ・ 上 賀茂 大 表 式 )= 京 都 ( こ だ わり の 自家 製 白 味噌 を 使っ た お 

] 京 ゆ ば を 使用 し た 京 料理 の 夕食 ) ニ 京都. ホテ ル エ ル 
ジエン ト 京都 (8) ※ 大 場 付 ば ※ チ ェ ッ ク イン 後 ARG 
は 各自 ご 自由 に お 過ごし くだ さい 日 芝 白 才 に 守ら れ た 松尾 大 社 ( 左 ) と 回 神社 [2 ウサ ギ |( 右 間 
京都 = 〇 岡崎 神社 ( 初 語 )… 〇 平安 神宮 (厄除 開運 家 世界 遺産 上 賀茂 神社 [大政 式 」 ン け 大 社 、 正 月 三 が | 
2 内 安全 の ご 利益 )= 款 料理 花 ご こ ろ ( 昼 食 )= 〇 城南 罪 季 を 払い 来る 新しき 年 を 迎え る 神事 日 限定 で 行わ れる 
宮 (「 戚 神楽] 観賞)= 名 古屋 駅 (18:20 予 定 ) 剛司 日 防 束 。 無病 息災 を 祈る 「 刺 
出発 の お 客 と 同 催行 と な り ます ※ 各 行事 は 、 新 弄り 神楽 ] 
コロ ナウ ィ ルス 感染 状況 に より 、 見 学 で き な い 場合 が あり ます 守護 する 神社 で お 礼 参り 


高野 山 に た っ ぷり 約 20 時 間 潮 在 


"同人 且 1 了 で 奥の院 を 参り 納め 』 
紀夫 陸 | 必 高野 山 で 過ごす 年 末年 始 』 


ー ス 番号 出発 日 
ーー を 生 1465-C70 語 31 よ ) 日 


お ひと り 様 旅行 代金 (4 名 1 室 ) ] 
42 80()( 円 3 名 1 室 と り 3.000 由 増 高野 山 で 特別 な 年 末年 始 を 
D 2 名 1 室 ひ と り 6.000 円 増 、 こ 大 星 日 の 伝統 行事 を 見 学 
1 名 1 室 12.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 赤松 院 

国 1 名 珈 1 名 還 同 行 因 な し 回 不可 文殊 菩 
商 産 抽 光 パス また は 名 鉄 角 光 パス 同等 | 殊 昔 訂 人 

名 古屋 駅 (9:00 発 )= 〇 世界 遺産 ・ 高 野山 」 (奥の院 を 案内 人 同行 で 参り 納め ) … 
] 高野 山 ・ 赤 松 院 また は 同等 クラ ス ( 和 宿坊 泊 ) ※ 夕 食後 は 各 参拝 。 静 寂 

中 に 狼 く 「 除 夜 の 鐘 」 な ど 各 自 ご 自由 に お 過ごし くだ さい 日 日 

高野 (希望 者 新年 の お 勤め 参 釣 … 〇 赤松 院 ( 十 二 年 に 一 度 の 特別 開帳 、 
2 久 年 の 守り 本 尊 「 文 殊 菩薩 像 ])… 〇 金剛 峯 寺 ( 真 言 宗 総本山 で 初 参 り ) … 〇 載 

上 伽藍 (金堂 や 根本 大 塔 な ど 自 由 参 拝 )= 中 本 名 玉堂 昼食)= 〇 松尾 寺 ( ! 

最 古 と 伝わる 厄除 け 霊 場 で 初 語 )= 名 古屋 駅 (18:40 予 定 ) LE ーッ ey 1 
※ 除 夜 の 鐘 は 新型 コロ ナウ ィ ルス 感染 状況 に より 、 中 止 や ー 服 参拝 が で き な く な る 場合 が あり ます ※ 実 放さ れ な い 場 合 が あり ます 5 写真 提供 : 文 教 スタ チオ 


症 6 | - 名物 ・ 伊勢 うど ん や 手 こ ね 寿司 も お 楽し み 


計 い お 伊勢 さん 「 内 宮 」 期 日 参り と 


ST 代 山 か ら 人 望 用 む 、 初 日 の 出 高 。。 


回 連 還 証 1474.C70 | 店 到 | 革 樹 31( 土 ) 日 


お ひと り 様 旅行 代金 (2 名 1 室 ) 固 1 名 圏 15 名 


42. 000 申 画 一 部 同行 
(1 日 目 館 川 こ 2 日 目 五 稚 川 
1 名 1 室 3 000 円 増 部 屋 数 限定 ) 回 不可 困 な し 臣 肛 習 帝 産 観光 バス 同等 


近鉄 名 古屋 (12:00 一 13:30 発 )… く 近鉄 特 急 / 指 定席 〉… 五 隊 避 

鈴川 = 猿田 彦 神社 = 〇 伊勢 神宮 ・ 外 宮 ( 自 由 参 拝 ノ 御礼 参 縛 還 縛 朝熊 山 の 初日 の 出 イ メー ジ (※ 天 候 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます ) 
022 年 最後 の 夕 食 を お 楽し みく だ さい ) = 伊勢 ・ 語 は 
トイ ン 伊 勢 ( 日 日 議 
勢 (5:30 発 予定 )= 〇 朝熊 山 (山頂 展 望 台 より 初日 の 出 を 拝 蘭 
〇 二見 興 玉 神社 ( 浜 参宮 か ら 伊 勢 参り ) … 夫 婦 岩 ー 勢 乃 
(伊勢 宮前 伊勢 うど ん と 手 こ ね 寿司 の 朝食 )… 
勢 神宮 ・ 内 宮 ( 凌 日 参り 自由 参拝 五十鈴 川 …〈 近 鉄 
女 ノ 指 定席 〉… 近 鉄 名 古屋 (15:30-17:00 着 ) 葉 日 日 
B 出 発 と 共同 催行 と な かり ます 


N 
間 
` 則 
NE 
ト う 


ニ ! 

ー「 

に | 

ーー 

ご 

ご 
| 


NS) 
問 〇 園 は 再 


回 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


請 中 295we 引 と 人 人 住 仏 閣 の 旅 クラ ブツ ー リ ズム 神社 仏閣 東海 | 検索 W 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 


PASs as 会 の お 中 し 込み は 坦 思 
会 員 特 典 あ り ま す 禄 | ヶ ラ フ ツー リズ ム PASS 会 員 な ら ilE が ある コー ス WEB 限 定 / 12 


平 春 の 山 吉 え リツ じ 規 ス ※ 

ドコ ヽ ト 感 革 

古都 ・ 本 玉 問 ほ 穫 お 基 に の 
五 縮 拡 

当 | 7 見 明 が 大 

通 fA 開 填 折 提 * 信 滞 | 。 8 

UDBHHHEHEBR 時 

] 四 7Se 天 貞 但 二 * 国 玉 ] es = 財 イ まき 

" | 基 首 上 泊地 な どの 中 の 91 秋 よ す 

\ 5 店 魏 

る 年 K] 度 の 有 早 山 焼 き | 條 か り の 寺 。 客 殿 ( 本 堂 ) 原 在 中 筆 の 簡 絵 ま ッ ン 更 ハウ 

八方 膨 み の 虎 」 格 山水 庭園 「 昨 寺 放 と が 実 イ 

| コー ス 番 号 1463-C70 | 9 上 徳 SE 

お ひと り 様 旅行 代金 (2 名 1 室 ) 特別 1 徳 川 家康 と 側室 ・ 阿 茶 局 ゆ か り の 寺 。 家 康 ・ ズ 良 般 当 

79,800 皿 0 秀忠 と 阿 茶 局 の 肖像 画 、 地 蔵 菩薩 像 / 通 こ 話 ユビ 団 堤 提 
4 興福 称 「 世 弥 地 蔵 」、 貴 族 の 邸 か ら 移 築 の 客 | ジ 法 化 

名 1 室 4.000 幅 場 (部屋 銀 定 ) 中 但 暫 提 タ 人 中 

" 記帳 ※ 僧 但 の ご 案内 で 拝観 包 心 寺 毒 聖 院 計 招 提 寺 < の 恒 仙 の ご 素 内 で 党 を 拓 U | 奈 二 金 

出発 日 明 席 』28 ( 土 ) 日 石田 三成 一 族 の 若 提 寺 。 伝 時 永徳 設計 の | 

ES 還 還 成 - 放 折 、 還 ヒ 人 | 

PELUHLPRLM 生 2GHBOP 肖 LOKHHHUIRO 嘆 CE 有人 凍 件 人 人 科 只 貞 | 
る 9⑰ っ くり 11.00 和 = の 世間 介 の ご 素 内 で 人 を 特 = BT 人生 加 若草 本 | 2 日 間 


1 ・ ホ テル 日 航 ( 泊 ) ※ チ ェ ッ クイ ン 後 若 山 焼き を 各 昌 日 導 
示 ド 示 展 り ヽ 5 て 呈 | E 国 1 名 圏 15 名 男 同 行 
奈 遺産: 尋 福 寺 (一般 開館 前 の 国宝 館 早朝 特別 5 きり 1 404-C70| 出発 量 邊 28( 土 ) 日 時 な し 固 本 加 。 
と 称 さ れる 重文 ・ 伝 芸 天 像 )= 京 料理 いそ べ ( 


山 公園 内 の 料理 店 で 京 料 理 の 昼食 )…O 知 | お ひと り 様 行 代金 1 名 1 室 5.000 円 増 IA 帝 産 角 光 パス また は 

2 居 院 大 方 丈 ・ 小 方 丈 ・ 方 丈 庭 園 (徳川 家 康 の 永代 菩提 所 、 重 文 ・ 大 方 丈 や 「 航 の 間 」「 上 段 の | (2 名 1 室 ) 49.800 円 ( 編 送 刀 ) 名 鉄 抽 光 パス 同等 
間 ]「 称 の 間 ] の 金 碧 障壁 画 ) = 京都 ・ 1 の ジエン ト 京都 ( 泊 ) ※ 大 浴場 付き 所 上 屋 星 | 靖 名 古屋 駅 (ゆっ くり 10:30 発 ) ニ O 西 大 寺 (特別 拝 観 )= 春 日 野 (早め の 夕食 )…O 
中 家康 や 戦国 武将 ゆか り の 寺院 へ 【 〇 大 徳 若草 山 ( 山 焼き を 自由 観賞 ) ニ 奈良 ・ ダ イワ ロイ ネッ ト ホ テ ル 奈 良 ( 折 ) 日 日 図 


3 京都 = 第 57 回 「 京 の 冬 の 旅 ] 特 別 公開 ! 徳 
寺 三 玄 院 の 上 生 ミ O め 0 9 1 名 屋 駅 (800 予 下 馬 較 貴 | 2 余 良 =O 唐 招提 寺 ( 特 別 拝観)=O 東 大 寺 (| 干 手 党 特別 公開 )= 名 古屋 駅 (18:00 予 定 ) 開 司 日 


YS 4 ルプ 、 


_ ハジ ュー ント ピン 


花街 新春 お どり 特別 公演 天 本 


の 


1 月 7( 土 ) 日 上 七 軒 歌 舞 練 場 $1 月 8 (日 ) 先斗 町 歌舞 練 場 


rm 0 
の 科 39.800n 


Bi 8 噌 部屋 数 限定 
国 1 名 圏 15 名 同 和 固 不可 晃 な し 
を 穫 層 帝 産 観光 バス また は 名 鉄 観光 バス 同等 


名 古屋 駅 (8:30 発 )= 〇 先斗 町 歌舞 練 場 (フラ 

ブツ ー リ ズム 貸切 ! 花 街 新春 お どり 特別 公演 ン 

約 50 分 ) = 〇 東 本 願 寺 ( 非 公開 文化 財 特別 公 四 
] 開 ①「 重 文大 寝 殿 / 竹 内 栖 鳳 筆 の 障 大 画 ] と 庄 語 


半 藤 2 人 街 新 條 ぉ どり 特別 人 満 四 避 
回 正 


| コー ス 番 呈 | F1407-C70 


叶 23.000m 上 
出発 日 邊 國 ]/( 土 日 6 


小野 小町 ゆか り の 寺 
内 | ジ BA 画 絡 則 


「 白 書院 ノ 「 上 段 の 間 」 花 鳥 図 様 の 障壁 画 振 回 1 名 固 15 名 画 同 行 皿 な し - 
観 )= 京 都 / リ ー ガ グラ ン 京 都 ( 泊 ) 日 剛昌 』 | ss 帝 産 鉛 光 パ バス また は h 
京都 = 〇 東寺 ( 非 公開 文化 財 特別 公開 ② 国 宝 ・ 五 重 塔 初 層 内 部 公開 、 国 宝 ・ 金 堂 ノ 2 の ト - 


日 名 古屋 駅 (8:30 発 )= 京 ・ 欧 園 相撲 茶屋 いこ ろ ( 京 料理 と 和牛 し ゃ 記し ゃ ぶ の 特別 コー ス ) 
帰 =O 各 歌舞 練 場 ( フ ラブ ツー リズ ム 貸 切 ! 花 街 新春 お どり 特別 公演 / 約 50 分 )=O 随 心 院 
り (小野 小町 ゆか り の 寺 。 極 彩色 梅 外 町 絵図 拝観 )= 名 古屋 駅 (19:30 予 定 ) 曰 司 日 


重文 薬師 三 尊像 重文 、 講 連 /21 体 の 立体 明 革 維 ) ニ な ら 和 み 館 (大 和 鋼 昼食 ) 三 O 
2 春日 大 社 (舞楽 始 式 参 列 ・ 御 本 殿 参拝 ノ 平 安 期 に 宗教 儀礼 と し て 賞 揚 され た 雅楽 
の 奉納 参列 。 神 職 また は 御 巫 等 に よる ご 案内 ) ニ 名 古屋 駅 (18:00 予 定 ) 世 属 日 


%1 名 ・ 奇 数 グル ー ー プ 
0 お 席 は 


し コー ス 番 号 F1584. 7) 出発 比 利 24 (土日 


お ひと り 様 国 1 名 圏 15 名 男 同 行 国 な し 
旅行 代金 12,900(0 円 3 導 缶 バス また は 名 鉄 観光 パス 同等 


| 名 古屋 駅 (13:00 発 )O 〇 幸 田宮 (参拝 = つらら ぼ ー と 名 古屋 か な と アフ ルス 


で 帰 (買い 物 / 約 90 分 )=O 名 古屋 港 ガ ー デ ン 頭 (ISOGA 和 炎 劇場 ・ 名 古屋 港 の | 
病 粒 ) 和 守 に 大 輸 が 広がる 、 特 別 な フリ スマ ス |! 現地 散 19:20 予 定 ) 日 日 名 占 屋 港 ーー 
を ド 3 
※ バ な り ま す 。。 | ミ 各 ※ 観 邊 負 は 弊社 一 任 と な り ます 。 同 じ グ ループ 内 で も 削 後 や 、 お 席 が 離れ る 場合 が 層 花 \ 
CB 時 は 、 も CA は 上 と が り ま す 日 こ ッ アー を 和 し ます ご くだ さい 上 あり ます % 聞 ロロ ナウ イル 2 の 的 役 よ りお 放り 86 上 わり ます 較 ※ 天 決 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


ー を 運行 する バス 会 社 の 指定 が な い コ ー ス に つき まし て は 、 弊 社 ホー ムペ ー | お 客 様 に 安心 し て ご 旅行 に 参加 し て いた だ く た め に 、 「 ク ラブ ツー リズ ム 安 全 運行 ガイ ド 
ジ の 「 利 用 バス 会 社 一 覧 ] に 掲載 され て いる バス 会 社 を 利用 し ます 。 ライ ン 」 を 制定 し 、 同 基準 に 基づき 、 企 画 、 仕 入手 配 並び に ツア ー を 実施 し て お り ま す 。 
バス 会 社 の ご 確認 は WEB で | クラ ブッ ツーリズム バス 会 社 一 覧 し 検索 w | @ 安 全 運 行 ガイ ドラ イン の 詳細 は WEB で | クラ ブッ ツーリズム 安全 運行 し 検索 w 


5 E 当 052(300) 001 1 国 (050(3852)0095 *= の ベー ジ の な 画 客 所 は 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター で す 


13 回 還 22223 FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 祝 は 休業 ) 月 ご 土 9:15 <17:30 ン ご 来店 窓口 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


秘仏 ・ 国 宝 の 特別 公開 が 重なる 貴重 な 1 日 日 帰り 
割 パス 1 台 
= ーー タン 
六 計 谷間 大 直人 人 開 
昌江 0 な 
【」/ 
秘仏 国宝 ・ 俊 乗 上 人 像 、 羽 作 の 重文 
阿弥 陀 如 来 像 愛 委 明 王 像 
の 天平 財 刻 の 傑作 、 
国宝 ・ 不 空 絹 索 観音 、 
秘仏 国宝 ・ 執 金剛 神像 | 
* ゾ ィ @B 
国 室 ・ 良 草 増 正和 像 
東大 寺 ・ 千 堂 9 MM 
手 観音 像 ・ 四 天王 像 木製 の 鑑真 和 上 像 
ET 時 
旅行 代金 10,60000 円 [ 加 天 | 革 本 16 ( 金 ) 日 名鉄 観光 バス 同等 
名 古屋 (6:00 発 )=O 東 大 寺 【@ 人 年 に 2 日 間 だ け の 特有 公開 )…@ 法 | 
刀 華 堂 (1 日 だ け の 秘仏 国宝 ・ 幸 金剛 神像 特別 公開 ) … 人 開山 堂 ( 年 に 1 日 だ け の 
私 特別 開 記 …@ 二 堂 ( 和 2 年 7 月 4 日 より 約 3 年間 和 公開 ) ニ 名 古屋 
駅 (19:30 予 定 ) 日 還 日 
※ 新 型 コロ ナウ ィ ル ス 感染 状況 等 こよ り 、 拝観 条件 の 変 変更 や 急 下 公開 が 中 止 と と な る 場合 が ご ざい ます 


30= 「 点 の 冬 の 旅 」 特別 公 開 京都 の 世界 中 産 社寺 を 拝観 日 帰り 
3 年 に 2 回 の 御 開帳 
昌和 CE 


期間 :2 月 3 日 ・8 月 16 日 の 年 2 回 の み 


割 


年 に 2 度 の | 金曲 寺 秘 仏 石 不動 明王 街 開 眉 」 | 

金閣 寺 に ある 不動 章 に は 、 弘 法 大 師 作 と 伝え られ る 不 

動 明王 が 秘仏 と し て 祀 られ 、2 月 3 日 (節分 ) と 8 月 16 晶 

1 昌義 全 ら 要 が 行 われ 
2 堂 内 で 参拝 で きま す 。 


代目 小川 治 兵衛 作 の 「 北 庭 」 
中 敷き の 「 南 庭 」 か ら な る 庭園 (名 勝 ) を 特別 回 遊 


ルー ト で 拉 押 「 亡 殿 」 [白書 院 ] (いずれ も 国 登録 有形 
文化 財 ) な ど 御 殿 内 の 豪華 な 障壁 画 。 


「 京 の を の 誠 」5 年 ぶ 9 の 公開 


「 花 の 庭 」 再 興 記念 !| 雪月花 の 三 許 苑 ] の 一 つ に 数 え 
会 社 バ バ 
お ひと り 欄 | バス 会 社 届 だ 8 カ SH る 錠 2 同 


られ た 名 庭 「 月 の 庭 」 (名 勝 )。 
コー ス 番 号 
F1415.C70| 人 行人 19,600 円 [ 加 中 | 皿 司 3 ( 金 ) 晶 
⑥ 仁 和 寺 御殿 ・ 庭 園 ( 京 の 冬 の 旅 特別 拝観 ) ニ 京 料理 ・ 花 ご 


日 名 古屋 駅 (/:40 発 ) ニ 
ころ (昼食 )= 〇 金閣 寺 (年 に 2 回 の 御 開帳 ) ニ 〇 清水 寺 成就 院 ( 京 の を の 旅 特別 
曰 属 日 


り 拝観 )= 名 古屋 駅 (19:20 予 定 ) 
※ コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 の 状況 、 社 会 情勢 等 に より [ 京 の の 旅 ] が 中 止ま た は 内 容 変更 と な る 場合 が あり ます 


割 


還 1 ぞ 固 15 名 画 同行 


絹 


50g 11 月 15 日 御 命日 に し の ぶ 日 帰り 
名 表 維 新 英 雄 坂本 龍馬 ・ 新 選 組 
幕末 の 京 部 ゆか り の 地 


タグ ルー ル - 棚 


回 庁 軒 Fl1423.c70 
5 る 22,)00 


旅行 代金 
出発 日 | 由 旧 115 (次) 日 
国 1 名 圏 15 名 画 同行 較 な し 
でき 間 市 訂 拉 パス また は 名 多角 光 パ ス 同 等 
名 古屋 駅 (800 発 )=G 寺 田屋 ( 寺 
日 内 で 昼食 )=【 京 都 史跡 ガイ Ge 人 
帰 岡 慎太郎 の 墓石 ) … 〇 幕末 維新 ミュ ー ジ アム (見 学 ) = 池田 屋 騒 動 之 玉 碑 …O 酢 屋 ・ 坂 本 龍馬 
富 居 跡 ( 宮 保 6 年 創業 の 材木 商 。 海 援 隊 京 部 事務 所 ) … 坂 本 龍馬 お 龍 [結婚 式場 | 跡 … 岬 神社 
( 十 佐 稲荷 )… 坂 本 龍馬 ・ 中 岡 慎太郎 間 難 之 地 (近江 屋 蹴 )= 名 古屋 駅 (20:00 予 定 ) 属 日 


※ 歩 行 距 離 約 5km、 歩 行 時 間 約 100 分 ※ ウ ォ ー キ ング に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい 
※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 


の 蔵人 (酒蔵 を 改装 し た 店 
命日 に し の 応 坂 本 龍馬 と 中 


み p の 4 
会 員 特 9 


リズ ム PASS 


典 あ り ま す クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 


| 
| 
J 


| 
| 
『 


rrm と rm アーーーーー 一 


間もなく 見 納め ! 


PASS ] AA と 4 に 」 日 帰り 
思 以下 


世界 遺産 ・ 比 散 山 三 塔 め ぐり 


東 塔 』 西塔 横川 = 吉 御 
回 回 較 胃 開 kue す 5 
人 

エリ ア 信 特別 御 朱 Eh 授与 ゆ 
ご 本 尊 千 手 観音 菩薩 特別 公開 


期間 :2022 年 9 月 3 日 一 12 月 4 日 
聖徳 太子 が 比 芝 山 に 登ら れ た 際 に 使わ れ | 
g 症 た と いう 椿 の 杖 が この 地 に 残さ れ 、 や が て 芽 
暫 が 出 て 大 きく 育っ た こと か ら 「 椿 堂 」 と 名 付け 
られ た 聖徳 太子 ゆか り の お 堂 で す 。 


画 計 20( 日 )・26( 土 ) 日 革 村 3( 土 日 


お ひと り 様 国 1 名 圏 15 名 画 同 行 困 な し 
旅行 代金 19, 600 5 員 産 製 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 


西塔 エ 


回 誠 還 1404.C70 | 田 旨 


日 名 古屋 駅 (7:40 発 ) に 
上 比 油山 内 道 レス トラ ン (昼食 )=O 西 塔 エリ ア ([ 椿 堂 | 特別 参拝 、 特 別 御朱印 付き )=O ひ 東 塔 エ リア 


(中間 に て 不 源 の 法 困 や 、 大 講堂 何 痛 錠 堂 な ど 参拝 = 名 古屋 駅 (19:00 予 定 ) 曰 必 日 


30= 新年 は 奈良 ホテ ル で フレ ンチ に 舌鼓 
1 正月 三 が 日 と 期間 限定 公開 の 秘仏 ぷ そ ろ い 踏み 
剛 pya 寺 3 秘仏 同時 御 開 帳 


割 


聖 林寺 特別 開 扉 期間 :2022 年 1 月 1-3 日 


三が日 の み 秘仏 ・ 質 蔵 天 、 秘 仏 ・ 凝 財 天 


に ピー 
5 ( 


ツー へ ら 骨 穫 


画 お ひと り 様 旅行 代金 
回 F1421.C70 ) い 


21.800 中 
出発 日 四 度 13 ( 火 ) 日 


国 1 名 回 15 名 画 同 行 困 な し 
We 衣 帝 族 観光 バス また は 名 鉄 観光 バス 同等 


ミ 良 ホ テル ( 関 の 


日 帰り | 


| 


| 


用 名 古屋 駅 (7:40 発 ) = の 浄 璃 (特別 公開 )= の 吉 軸 上 で フレ ン | 
り チ の 昼食 )=O 聖 林寺 ( 特 別 開 記 = 名 古屋 駅 (19:20 予 定 ) 日 還 日 | 
30s 「 八 方 明 み の 虎 」[ 野 兎 図 」「 白 象 ] 日 帰り | 


上 京都 < 動 の 失 絵 養和 給 出合 う 旅 


uo MAW 人 侍 す ー タ 


[ 図 紛 中 ] 立 六 剛 異 - 


本 FIf12 て の 
交 人 te 10,8000 由 


出発 日 | 箇 訴 』2 2 (日 )・ 
25( 水 ) 日 
rcn 
バス 会 光 バ パス また an 
名 光 バス また は | 本 失 [ ハ 上 の のび 」 半 較 
名 古屋 駅 (/:45 出 発 )= び 養 源 院 (徳川 家 の 菩提 寺 。 血 天井 の 英 忠 を お 慰め する 
目 た め に 描か れ た 依 屋 宗達 の 白 象 の 杉戸 絵 ) ニ = ニレ スト ラン 出 山 ( 京 野菜 と すき 焼き 
帰 の 昼食 )= 〇 大 覚寺 (格式 高い 旧 財 峨 御所 の 門 蹴 寺院 で 通常 非 公開 の 「 野 宮 図 」 
り を 特別 拝観 )= O 〇 大徳 寺 三 玄 院 ( 京 の 冬 の 旅 初 公開 、 原 在 中 筆 の 宰 絵 「 八 方 賠 
み の 虎 ( 波 に 虎 図 」) 名 古屋 駅 (19:00 予 定 ) 日 還 日 


は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


まだ まだ あま す ! 伸 社 仏 開 の 旅 


クラ ブツ ー リ ズム 神社 仏閣 東海 検索 w 


N 会 の お 申し 込み は 国語 回 


玄 院 | 


5 モモ しく ゥ † シ トー 


| 
| 


| 
| 
| 
| 較 


リア ( 元 三 大 師 堂 横川 中 堂 な ど 参 振 ) | 


14 


[和音 基 立 ] 計 


神 臣 TP 
ョ グラ クッ 高 十 策 | 


上 1 482-C70 


お ひと り 様 旅行 代金 (1 一 2 名 1 室 ) 証 記 18( 金 ) 日 


99,800 円 層 呈 ssom 1 名 室 

同名 本 15 る 男 同 行 な し 固 不可 同 記 508 

zi 熊本 パス 同等 
中 部 (7:30 一 8:30 発 ) 熊本 = 〇 高千穂 
峡 ・ 真 名 井 の 滝 (紅葉 の 名 所 を 散策 ) … 千 
穂 の 家 ( 郷 土 の 昼食 )= 〇 高千穂 神社 
(フラ ブツ ー リ ズム 貸切 神楽 ) 三 別府 温泉 ・ 
量 の 井 ホ テル ( 泊 ) 日 賠 図 
別府 温泉 = 〇 富貴 寺 ( 国 宝 阿弥 陀 堂 拝観 、 『 
阿弥 陀 三 尊像 御 開帳 ※ 雨 天 時 拝観 不可 ) | ET 


= 〇 宇佐 神宮 (全国 に 4 万 社 あ まり ある 八幡 本 回 紋 凶 三 尊 
宮 の 総 本 社 ) … 〇 極楽 寺 (宇佐 神宮 の 第 弐 = _ 御 開 帳 
堂 に あっ た 阿弥 陀 如 来 像 )=O 杵 石仏 四 r 

(1952 年 に 国 の 特別 史跡 磨崖仏 の 見 学 ) = ーー ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 
= 熊本 中 部 (20:30 一 21:30) 剛 悦 日 宇佐 神宮 呈 写 呈 較 | | 1 月 中 名 12 月 上 旬 


AA | 隙 
以下 徳 縮 内 1 不 必  」 1 
止 丸 措 と | ム 画 

| | 峰 環 


認 還 1476.C70 | 四 正 同 23( 水 日 HU 
! 1 名 1 室 5.000 円 増 回 1 名 還 20 名 和 明 な し 較 不 可 

セー る 1 60。 680 0 聞 ) が eS 入 動車 同等 K 軸 了 。 
名 古屋 (7:30 一 8:15 発 )= 新 幹線 「 の ぞ み ]」 号 博多 = 〇 旧 伊 藤 伝 右 衛門 邸 (筑豊 の 炭鉱 王 の 贅 を 4 

] 尽く し た 邸宅 )=O 九 年 誠 ( 秋 の 特別 公開 庭園 を 敷き 詰め る 青々 と し た 若 と 紅葉 の 対比 が 秀逸) 

佐賀 . ホ テル ニ ao タニ 佐賀 (8) ※17:00 到 着 予 定 日 日 日 

= 祐徳 稲荷 神社 (日 本 三 大 稲荷 の 1 つ 。 本 殿 正式 参 是 

二 ( 人 の 特別 公 \ 開 。30 年 近い 年 月 を か け て 築き あげ た 紅葉 目 議 
多 一 新幹線 「 の ぞ み 」 号 一 名 古屋 (20:45 一 21:30 着 ) 届 必 口 四 


紅葉 形 る 神社 八 問 の 


※ 下 記 コ ー ス は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。 WEB で 詳細 を ご 確認 の 


うえ お 申し 込み くだ さい バス 1 台 ] % 山 電鉄 / | 車 か ら 見 2 間 ラ イト ア | 
詳 記 1439.C70 | [| 皿 語 16 (日 ) 日 3 30 g 導 院 | 生 時 洲 信 高 1002 
旦 件 所 駐 ゴ ド 所 加 1 
上 賀茂 神社 「 笠 懸 神事 (か ぁ が けし ん じ )」 ーー よこ WT 衣 ーー スト っ 
評 す る 馬上 か ら 水 平 に 的 を 時 る 地面 に ある 6 を 抽 る 小 人 本 な ど が 行わ れ 「 六 和 馬 ] よ 議 3 ) 12 月 4 日 () 
を 人 By て A ら る 回 1 宮 門 跡 と し て 明治 ま 
人 拓 目 1402.C70 | | 出発 日 | 人 語 14 ( 金 )・16 (日) 日 ee ^ で 代々 皇族 や 摂 
通常 55 年 に 1 度 百済 寺 の 秘仏 御 本 尊 特別 参拝 と トド の 時 の 大 件 
43 年 ぶり の 御 開 帳 Pa EMEALLI 7 了 本 と な っ た 格式 高い 寺 
観山 電 車 展望 列車 院 。 狩 野 7 派 に よる 吾 
村 の 人 々 が 守っ て きた N た 夜間 ライ ト ア ッ プ 華 絢 粒 な 応 殿 障壁 
個性 的 な 観音 様 に 出逢え る 旅 奥 び わ 湖 観音 ※ 穫 葉 の 見 どろ は 11 有 中旬 下 提 画 100 人 画 を 和 
びわ 清 の 北 を 中 心 に 村 の 人 々 が 守っ て きた 観音 HDSWOEoee り ます 


前 コー ス 番 号 [出発 日 | 後 出発 お ひ TE 

同 下 1437.C70| 四 局 16( 晶 日 還 F1438-C7 6(B) 間 ats 22,000 円 5 帝 産 航 光 パス また は 名 狼 観 

奥 び わ 湖 観音 前 編 奥 び わ 湖 観音 後編 駅 (145 天 百人 訂 有 | 玉 ミ の 永観堂 ] と 詠 われ る 
ほど の 紅葉 の 美 し さ 。 秋 の 寺宝 展 )= 宝 ヶ 池 ゆば 家 (ゆば の グラ タン や 和牛 フィ レ 肉 な ど 


EZ 下 ] 170.C70 | 出 吉 | 面 還 7( 月 ) 日 計 10 品 の コー ス を どう ぞ )= 宝 ヶ 池 肛 … 才 電車 展望 列車 [きら ら 」 夜 間 ラ イト アッ プ 
2 7 本 ( 約 16 分 。 車 窓 か ら 「 も み じ の トン ネル | 約 280 本 の イロ ハモ ミ ジ 、 オ オモ ミ ジ を 見 学 ) 


テー マ の ある 旅 謝恩 ツア ー 輪島 温泉 の 旅 | ー ニ ノ 瀬 駅 = 名 古屋 駅 (2 1:15 予 定 ) 日 日 因 
貸切 ・ 大 本 山 和 持 寺 の プロ ジェ クシ ョ ンマ ッ ピン グ や フグ 料理 を お 楽し みく だ さい 。 ※ 昼 食 を お すま せ の 上 、 ご 参加 くだ さい "oo 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ます 
ツア ー に 参加 され る | @ 出 発 日 前 日 か ら 起算 し て 10 日 以内 に 、 発 熱 や 呼吸 困難 、 味 覚 - 眼 覚 異常 等 の 症状 が ある 場合 や 、 海 外 旅行 歴 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 の 診断 を 受け た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が あ 
Sg る 場合 は 、 欠 社 に ど 連結 くだ さい 。 な お 、 出 発 部 の コロ ナウ イル ス . 保 人 所 に よる 渡 抽 指名 を 理由 に お 取り 前 し され る 場合 は 、 特 例 と し て 取消 料 を いた だ きま せん 


ai ⑯ ツ アー 当 日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 康 チ ェ ッ クシ ー ト に 記入 し 必ず 提出 くだ さい 。 発熱 や 咳 、 忠 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は ご 参加 いた だ け ま せん 
⑯ ツ アー 中 に 発熱 や 風邪 症状 、 味 覚 ・ 叫 覚 障害 等 が あらわれ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 ま た 、 特 例 と し て 離 団 期間 の 旅行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し いい た し ます 


EZm77 本 当 052(300)00 1 1 医 050(3537)5250 * こ の バー ジ の 人 画 実 放 和 所 は 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター で す 


4 FA ハ X: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 祝 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15 こ 17:30 ノ ご 来店 窟 口 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


AN 


っ 


時 
本 
を 
具 
ウ 
に 
深 
め 
る 


前 6 5306 クラ ブツ ュ = リズ ム 貸 切 上 
以下 2 放 選 旧 桂 春 院 ] 計 り 


桂 春 院 哲 功 な 5 で は の 絶 カ 
1 寺谷 き の 


特別 公開 
の ゆっ た り 
を | | 


お イメ ー 2 
3 副 住職 に よる 庭園 案内 


ms 請 目 1405-C70 
国 1 名 固 80 名 画 同 行 男 な し 


お と 7 欄 の Q()() 円 中 es" 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 


四 


出発 日 | 由貴 2 3 ( 水 ・ 祝 ) 日 昼 が) 
ー の の 
名 古屋 駅 (8:40 発 )=G 妙 心 寺 ・ 桂 春 院 イ ”ー。 ーー 
メ 


E 春 院 


記 補 ウー 

骨 (貸切 拝観) … 京 料理 - 花 ご ころ ( 硫 食 ) マメ 還 議 際 計 と 玩 の % 
キ 人 | = 東福寺 ・ 大 書院 (貸切 拝観 )= 名 古 ) 半 の A57 プ 
月 ド 条 「 2 朋 名 屋 駅 (19:20 予 定 ) 日 還 昌 SS 学 / 


405・H8478] 


oe 耳 世界 坦 導 | た 生還 証 較 
m 夜間 貸切 特別 提 和 


久 隈 平家 物語 登場 す る 昔 の 美 W い 「 舐 王 ぎ 」 と 2 員 
計り 早朝 拝観 [世界 道産 : 大 前 議 上 瞳 


通常 非 公開 の 特別 提 観 美しき 生業 X ナ イ トニ ー ジ アム 


[仁和 寺 」 を クラ ブ ツー リズ ム で 貸切 ! 
秦 離 誠 期間 :11 月 1 日 12 月 7 日 に 
紅葉 期 の み 特 別 公開 、 藤 原 定 家 の 小 倉山 蘭 跡 ゆっ くり ライ ト ア ッ プ され た 紅葉 を 観 党 


888 年 創建 の 歴史 深い 寺院 だ か ら と そ 美しき 彫刻 も ! 
加計 加 F1477.C70 | 中 PS 
に 5 | 期間 限定 の 紅葉 の 切り 絵 御朱印 も 
お ひと り 様 穫 金 (2 る 1 室 ) 還 語 17( 林 日 世界 人 遺産: 天龍 寺 ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 
53,600 幅 ia: 2.000 円 増 1 本 2 3 
国名 固 15 名 同行 皿 な し 男 不 可 AgES 計 エム ケイ 観光 パス (京都 ) 同 等 っ 

PASS パス 1 台 へき 

る (3 っ く リ 1 130-12.0 和 | に だ は] ヨ ーーO 癌 に | EE 創 填 玉 初 公開 還 中 
登場 する 草木 の 紅葉 を 電 能 で きる | 神苑 ] 拝観 )=G 建 仁 寺 (京都 最 古 と 伝わる 禅 寺 、[ 潮 音 


ァ クラブ ぃ 三 ]] 7 た モロ 
フ ブ ソ ツー リ ズ スズメ /、/ 


入 1 時 | 比 癌 山 延 暦 ぎ 棒 堂 」 り 
] 庭 |[O へ 口 乃 庭 | 拓 観 )=O 実 相 院 門 貴 ( 漆 県 の 床 に 紅葉 の 映る 「 床 も み じ ] 拝観 )= ゆ ば 泉 
宝 ヶ 池 ( 京 ゆば を 使用 し た 京 料理 の 夕食 )=O ひ 世界 遺産 ・ 仁 和 寺 (夜間 貸切 拝観 )= 京 都 - ホ 敵 論 斉 主 F1424.C70 | [B 
テル エル シェ エ ント 京都 ( 泊 ) ※20:30 頃 到着 予定 ※ 大 浴場 付き 日 日 図 2 800 国 1 名 回 15 名 画 同行 
京都 (早朝 7:00 発 ) = 〇 世界 中 産 : 天 龍 寺 (早朝 拝観 、 放 園 [ 曹 源 池 ・ 百 花 杏 殆 ] を ゆっ た り 拝観 ) … | 旅行 代金 円 較 な し 還 計 エム ケイ 観光 パス (京都) 同等 
2 レス トラ ン 山 ( 朝 が ゆ 定 食 )=O 馬 誠 紅葉 期 の み 特 別に 公開 、 藤 原 定 家 が 百人 一 首 を 撰 し | 名 古屋 (ゆっ くり 11:30 一 12:30 発 ) 一 新幹線 [こだま ] 号 一 京都 = 〇 世界 遺産 - 比 
た 地 ) …O 欧 王寺 (平家 物語 に 登場 する 苔 と 紅葉 の 美しい 尼寺 ) = 京 料理 いそ べ ( 円 山 公 園内 の 痢 山 (「 椿 堂 」 特 別 拝観 ) 三 京 料理 ・ 花 ご ころ (夕食 )= 〇 世界 遺産 ・ 仁 和 寺 (夜間 特 
京 料理 店 で 昼食 ) = 京都 一 新 幹線 [こだま ] 号 一 名 古屋 (16:0017:30 意 ) 図 還 還 り 別 拝 観 )= 京 都 一 新幹線 「 こ だ ま ]」 号 一 名 古屋 (21:00 一 21:50 予 定 ) 日 曰 因 


ef が 軸 志和 値 太 到 ゆか り の 「 椿 堂 : 本 尊 」 初 公開 中 | 305 銀 秋 の 京都 . 東 福 寺 .[ 法 堂 』| 特 別 公開 年 | 
割 必 夜間 特別 貸切 [三井 寺 * 移 堂 ] 内 陣 拝 観 り 当 | | 以下 世界 中 産 「 半 等 院 」 夜間 特別 拝観 晴 


さ ウン ーー トス 
ニル ト 
百 体 観 
Or- | 1 
2 月 2 日 (日 ) | ピ 作 隊 り 決 語 を 拓 隊 | 
ご 住職 様 の ) | 
日 本 百 観音 、3 霊 坦 い 3 
の 百 観音 と 国宝 ・ 金 平等 院 学 革 員 に よる | 
堂 内 陣 に て 法 緑 を 結 織 織 | の RA 「 平 等 院 の ヒミツ の | 
ん で いた だ け ま す 。 ご ろ は 例年 1 月 | お 話 」 講 座 | 
回 話 財 1409-c70 |W 思 Fl417.c70 ホ p | 
ぎ 「 法 堂 」 特 別 公開 條 
お ひと り 欄 Pe こ 本 タ お ひと り 
人 金 19,600 あ Ks 代金 10.800 由 田 還 25($ 0 
上 | 還 同 21 (月 ) 日 AN 回 1 名 田 15 名 画 同 生還 な し ー ニ 。 7H し て きそう な 
国 1 名 固 20 名 還 同 行 囲 な し > マン っ だ で 3 メ we 穫 習 帝 彦 観光 パス また は 名 鉄 観光 バス 同等 に 」 追 力 の 天井 画 「 音 
Is 帝 産 角 光 バス また は “を ン ジ 名 古屋 駅 (9:20 発 )= 京 湯元 ハト ヤ 瑞 局 ン | 龍 図 」。 京 都市 生ま 
7 レー 閣 ( 旬 の 食材 を 使用 し た 京 料理 の 昼食 ) 半 れ の 日 本 画家 ・ 党 本 
ロ 名 古屋 駅 (ゆっ くり 1 1:00 発 )=O 比 前 延暦寺 (「 棒 堂 | 特別 参拝 )= び わ 湖 大 津 館 (国内 帰 = 東福寺 (「 法 堂 」 特 別 公開 )=O 世 9 印象 が わずか 17 
帰 外 の 要 人 を 魅了 し た [琵琶 湖 ホ テル 」 で フレ ンチ ディ ナー) = 三井 寺 ( 夜 間 貸切 拝観 。 9 遺産 ・ 平 等 院 (夜間 特別 拝観 ) ニ 名古屋 駅 計 語 記 由 5 日 間 で 仕上 げた と 
7 一 切 経 蔵 や 弁 鹿 の 引き 摺り 鐘 、 三 重 塔 [外観 ] も 拝観) = 名 古屋 駅 (22:20 予 定 ) 日 日 了 (22:20 予 定 ) 国 計 旧法 堂 堂本 印象 筆 。。 い われ て いま す 。 
※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


パス 席 前 方 座席 (1 列 目 一 3 列 目 ) | 料 釜 /1.500 ( 1 席 1 日 あたり ) 


※ 申 し 込み は 先着 順に て 承り ます 。 お 座席 数 に 限り が あり ます の で 、 ご 希望 に 添え な い 場 合 が あり ます 
オプ ショ ン の ご 案内 ※ 1 一 3 列 目 の 中 で の 希望 は 承れ ませ ん 。 座 席 は 弊社 に ご 一 任 く だ さい 。2 名 以上 で ご 参加 の 場合 は 、 縦 普 び に な る 可能 性 も ご ざい ます 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 四 記 3 1 8 入会 の お 申し 込み は 輸 E8 
会 員 特 典 あ り ま す 割 | クラ ブッ ー リ ズム PASS 全 員 4 が ある コー ス WEB 限 定 / 表 泊 16 


[フォ ト 旅 | パン フレット 
を ご 用 意 し て いま す 甘 
EMFO379.co0| 放 


ー 親 牛 . キ さい 


と Ei の WE GS ま 和 の 


> 


hcis* な 指導 で カメ ラ 初心 者 で 攻 心 


史 1 時 間 の ツア ー 団 体 算 切 で 撮影! 


ーー 


日 帰り 


コー ス 番 号 較 -C70 年 紅 六 ー ス 番号 皿 1 名 四 80 名 
TO307r0. 1 5.000 | 還 He7ocol 生 本 二 議 

旅行 代金 1 〇 ァ 円 見 | 議 生 人 金 20.900 日 還 ス また は で 

出発 日 証 記 5 ( 土 ) ・8 ( 火 ) 日 ? ろ | 軸 玩 画 司 23( 水 ・ 祝 ) 日 名 鉄 観光 パス 同等 A 

国 1 名 較 10 名 男 同 行 皿 な し 中 11 は | 日 名 古屋 駅 (7:30 発 = 〇 京都 (見 ご ろ の 紅葉 スポ ッ ト で 撮影 ) = 京都 (せい ろ 蒸 し の 和食 膳 の 昼食 ) | 
、 kz 産 御 パ パス また は 名 鉄 光 パス 同等 下 月 例 信 =O 妙 寺 杜 春 院 (ツア ー 団 体 の み の 貸切 で 約 1 時 間 撮 影 )= 名 古屋 駅 (18:30 予 定量 琴 日 | 
| 日 帰り 名 古屋 駅 (7:30 発 ) こつ お に う 人 の 紅葉 ッ ト ) こ 名 古屋 駅 (17:00 予 定 ) 日 日 日 ※ ツ アー に 同行 する 講師 は 2022 年 9 月 1 日 現在 の 予定 で す 。 や お を 得 な い 事 情 に より 同行 で き な い 上 


場合 は 別 の 講師 が ご 案内 し ます ※ 妙 心 寺 柱 春 院 まで は 片道 約 10 分 の 徒歩 移動 と かり ます 
カメ ラ 、20mm 前 後 ズ ー ム ・24 て 150mm ズ ー ム レン ズ 、 パ ッ テ リ ー、 雨 除け カバ パー な ど 


カメ ラ 、 標 準 レン ズ 、 三 脚 、 パ バッ テリ ー、 雨 除け カバ ー な ど 


割 パス 1 台 割 バス 1 台 コ 上 
割 19 る 割 19 る と の 一 瞳 を 求め て … 
以下 (小牧 ・ 県 営 名 古屋 青森 間 ) 以下 ちち 応 が は ま 


日 本 最大 級 の 大 イチ ョ ウ 「 ビ ッ グ イエ ロー] 2 | 奇跡 が 生む 息 を の 絶景 天空 の 鏡 「 父 母 ヶ 浜 」。 
奇跡 の りん ご の フル コー ス の 昼食 昌 紅 工 に 委 ま る 寒 寺 決 ロー プ ワ ウェ イ EL 昌 


深浦 町 北部 ・ 北 金 ヶ 沢 地区 
に ある 樹齢 1000 年 以上 、 高 さ 議 
約 31m、 幹 周り 約 22m を 誇る 日 
本 最大 級 の イチ ョ ウ の 巨木 。 
秋 に は 黄金 色 に 色づき ます 。 

※ 黄 葉 の 見 ご ろ は 例年 1 1 月 
中 旬 -ー 下 旬 


3 空 光 上 を 用 に 所 6 


1 
※ 父 母 ヶ 浜 の マジ ッ ク ア ワー( タ 日 の 観賞 ) は 、 自 然 現 天 』 / 
旬 の た 大全 の 影響 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます ※ 紅 葉 の ご ろ [ は 例年 11 ト 箇 ー ト 旬 


ii TO0140.C70 | コー ス W= RS770 Esll11 月 P0【(=)】=| 
お ひと り 様 旅行 代金 (1 一 2 名 1 室 ) 2 5O と り 村 2 
FN 85 000 円 国 1 名 圏 12 名 画 同行 昭 な し 
さと こっ で 誠 = トー ES の 4 トロ 会 民 回 
75.000m 2 人 2『 ey 刀 還 四 9 KCaiiiee 
出発 日 | 証 記 18 ( 金 ) 日 ン 山崎 」 に て 、 不 可能 と 言わ れ た 完 名 古屋 (Z: 20-6 00 発 ) 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 岡山 = 〇 荻 羽 山 展望 台 (瀬戸 内 
全 無 農薬 の 自然 農法 で 木村 秋 則 さき い 海 を 一 望 )= 下 津 井 ( 秋 か ら 冬 に か け て 旬 を 迎え る 下津 井 沖 で 水揚げ され る タ 
ん が 育て た 「 奇跡 の りん ご SS 1 コ 料 理 の 昼食 )= 〇 栗林 公 (特別 名 勝 に 指定 され る 大 名 庭園 を 色 鮮 や か に 染 
加計 フラ ンス 料理 を お 楽し みく だ さい 。 り め る 紅葉 )= 〇 父母 ヶ 浜 (まる で あの ウ ユ ニ 者 湖 の よう な 色 ン お す すめ の マ 
よ ト の)> 倒 抽 ロバ 装 和 四 お ジ い アワ ー に 三 つ ョ AN 
eS 十和田 観光 電 卵 同等 ん ご の 冷 製 スー プ は 絶品 で す 。 料理 の イメ ー ジ Bo 義和 うど ん 本 陣 山田 家 ( 讃 岐 う どん の 夕食 )= に 
小牧 ・ 県 営 名 古屋 (8:30 一 12:00 発 ) み 青森 レス トラ ン 山 崎 (絶品 ! 奇 蹴 の りん 内 = 高松 港 へ (小豆 て ズ ピ 
] ご の 准 抽 スー プ を 含む フレ ンチ の コー ス 料 理 を お 楽し みく だ さい ) =O 北 例 ヶ 凍り 
沢 の 大 イチ ョ ウ ( 日 本 最大 級 の 大 イチ ョ ウ と いわ れる ビッ グイ エロ ー を 観賞 )= ミー 講座 を 開 了 の 
2 イル の ミニ 講座 を 開催 ! 自 分 だ け の [マイ オリ ー ブ オ イル 」 を ブレ ンド 体験 プ オ リ 
弘前 アー ト ホ テ ル 色 前 シテ ィ CB) 選 司 狗 ブ オ イル を 用 いた 洋食 ラン チ と 自家 製 パン も お 楽し み ) = 福田 港 ( 小 豆 島 フ ェ 
2 弘前 (⑪ っ くり 3200 出発)=O 広 前 れん が 庫 美術 館 (近代 ) E 業 遺 E) 作 ホテ ル ( 伝 リー)〉 > 姫路 港 = 姫路 一 新幹線 「 ひ か り ] 号 一 名 古屋 (20:00 一 21:00 着 剛司 日 
統 の ビー フカ レー の 昼食 )= 青 森 小 牧 ・ 県 営 名 古屋 (早め の 15:00~17:00 着 ) 剛司 日 ※ 復 路 の 新幹線 は [のぞみ] 号 に な る 場合 が あり ます 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


WEB で seenonl 較 | 営 士 山区 フ ォ ト スポ ボッ ト 巡 り ! El iaEY6O】=l 人 
検索 | etdicn 計上 半 神 池 に 映り 込む W ダ イヤ モン ド 管 士 12 の 詩人 
| E 語 還 052(300)001 1 050(3852)0087 *= の ベー ジ の 人 画 和楽 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セ ンタ ー で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受 付 (日 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15 17:30 ン ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 
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約 4000 本 の だ 。EFW 
紅葉 が 赤 や 黄色 に で 2Ny 
染まる 光景 は 圧巻 ! PWM 
ッ テー と わせ 人 | 葉 
ご 希望 の 方 に お すす め ! 


の に 2 
EPS5KSIEES DESCfE- kaz 名 古屋 プリ ンス ホテ ル スカ イタ ワー 


プ 


され た 香 嵐 決 
バス 1 お の: の K ト バス 1 5 の 62 本 re 和 x 
半 半 D 計 般 め 0028L 36 旨 0MLy IAiDe4 


ライ ト ア ッ 
Cm 
制 | 
| 下 | 


計 夜 の ライ ト アッ プ 刺 し も | 理 履 渓 」" [p 東海 随 一 の 紅葉 名 所 | 香 属 渓 ] 


お ひと り 欄 お ひと り 欄 

ロコ BOT95G C70 | 放 金 19.900 由 語 主 還 H8197.c70| 放 es 13.900 ロ ンス le た 貞 ョ 

出発 日 | 証 眠 121( 月 ) ・24 ( 木 ) ・29( 火 ) 日 上 出発 日 証 略 4 ( 金 )・8 ( 火 )・15 ( 火 )・18 ( 金 ) 日 ・ ぶ 

還 1 名 圏 25 名 画 同 行 明 な し 、 素材 へ の 目利き 、 割 還 1 名 較 25 名 画 同 行 明 な し が 

古 紀 調 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観 光 バス 同等 き の 技 術 、 焼 き の 勘 、 | 中 遇 産 観光 パス また は 名 鉄 観光 パス 同等 と 昼 
旧名 古屋 駅 (ゆっ くり 1 2:45 発 )= う な ぎ - 和 食し ら 河 (ひつ まぶし の 名 職人 気質 の 情熱 が 生 記名 古屋 駅 (ゆっ くり 10:40 発 )= あ つた 夢 菜 軒 (明治 6 議 議 % 半 

店 で ひつ ま 記 し の 昼食 )= id ッ プ を み 出 すこ だ わり の 逸 帰 年 旧 業 の 老舗 で ひつ まし の 昼食 )= 〇 香 嵐 渓 (東海 議 メ 
り 観 / た っ ぱり 約 3 時 間 滞在 )= 名 古屋 駅 (21:30 予 定 ) 属 日 品 を ご 堪能 くだ さい 。 り 晴一 の 紅葉 名 所 )= 名 古屋 駅 (18:00 予 定 ) 日 司 昌 ッ 


コ 着 
較 所 等 院 夜間 特別 拝観 ど 2 内 
隔 語 計 休 が 


人 呈 1 15 ーー ィ 
誠 計 H8259.C70| ョ 答 二 し 星 還 京都 吉兆 


^ 
0 と り 栓 行 代金 固 不 可 ペ 
Se " り 9,.600 日 貢 松花 堂 店 で 講 
※ 写 真 の 鳳 出 堂 内 に は 入れ ませ ん 写真 提供 平等 院 時 [松花 党 弁 当 | 
Ph 000 円 増 ( 部 屋 数 限定 ) また は 名 鉄 観光 語 
出発 日 ] 証 同 | 25 ( 金 ) 日 バス 同等 の 昼食 


名 古屋 上 (8:30 発 )= 上 仙 大 交 了 店 (精進 和 理 の 昼食 )…O 大 敏 寺 黄 和 院 ( 下 利休 作 許 | 下 中 
大 徳 寺 PT 大 | な ど 必 公開 )= の 国立 博物 館 (* 共 の 湯 " を テー マ に し た 特別 展 氷 に 生き る 文化 茶 の 


の 同上 の 湯 」 鑑 賞 )= 京 都市 内 (早め の 夕食 )… 〇 世界 遺産 平等 院 (グラ ブツ ー リ ズム 夜間 特別 拝観 )= 南 
- PP 5 ジン 了 | 城村 ・ フ ェ ア フ ィ ー ル ド ・ バ イ ・ マ リオ ッ ト 京 都 み な みや まし ろ ( 泊 ) 曰 司 較 

還 Ui 誠 と 生葉 南山 城村 (ゆっ くり 9:30 出 発 ノ 隣接 し た 「 道 の 駅 お 茶 の 京都 みな みや まし ろ 村 」 で 買い 物 な ど 

美和 生出 「 直 中 | 賠 作 自 お 楽し み ) = 京都 吉 松花 人 店 ( 吉 洲 人 始 者 考案 の 「 松 花 堂 当 が 味わえ る 日 本 料理 店 で 

MM 寿 の 1 四 早め の 昼食 )= 〇 大 山崎 町 歴史 資料 館 (国宝 ・ 待 庵 の 模型 見 学 )= 〇 宇治 茶道 場 匠 の 館 ( 日 本 茶 

※ 華 の 見 ご ろ は 例年 11 月 下 名 12 月 上 寿 ] な ど を ご 覧 いた だ け ます 。 イン スト ラク ター か ら 、 お いし い お 茶 の 漁 れ 方 を 学 避 ) ニ 名 古屋 駅 (18:00 予 定 ) 久 還 


aa 合 に ツア ー が 中 止 と な る 場合 が ざいます 


較 和 まき ルー 中津 肖 争 と 


mt 定 当 ()| 14.C70 | [出発 日 | 由記 27 (日 )・28( 月 ) 日 


お ひと り 本 作例 国名 回 15 名 画 同 行 國 同乗 
(1-2 名 1 室 ) 99, 900 斬 回 不可 Me と さ で ん 交通 か cr が KOp PTY 
小牧 "県 営 名 古屋 (7:201 1:55 発 ) 高知 =O 高 知 県 立 牧野 植物 園 (広大 な 敷地 に 約 3000 種 類 陽二 フラ ンス : ジ ツェル cm 
[ の 野生 植物 が 四季 を 彩る 植物 園 )= ヴ ィ ラ サン トリ ー ニ (エー グ 海 に 浮か 宮 サ ント リー ニ 島 を 思わ せ 1 co 
る ロケ ーション で 昼食 )= 〇 楠原 町 (ガイ ド 同行 で 建築 家 隈 研吾 氏 が 設計 し た 雲の上 の 図書 館 を 含 に の 
お 建築 散 策 へ ご 案内 ) ニ 高知 (土佐 料理 の 夕食 ) ニ 高知 ・ ホ テル 日 航 高知 旭 ロ イヤ ル ( 泊 ) 日 尾 錠 諸 : の 
高知 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 〇 佐川 町 (ガイ ド 同 行 で 江戸 時 代 に 商人 が 店 舗 ・ 居 宅 を 構え て いた 歴史 
ちる 町 並み 散 和 大 正 軒 (老舗 の 名 店 で な 重 の 硫 食 )=O 中 沼 ( 人 淀川 の [仁淀 ブル ー] へ 
ガイ ド 同 行 で ミニ ハイ キン グ / 標 高 差 約 50m、 歩 行 時 間 約 80 分 ) = 高知 ・ ホ テル 日 航 高知 旭 ロ イヤ . 
ル ( 泊 ) ※ タ 夕食 は 各自 ホテ ル 周 辺 で お 召し 上 が りく だ さい 本 周 
高知 = 〇 北川 村 「 モ ネ の 庭 ] マ ル モ ッ タン (色づく 水 の 庭 の 池 周辺 や メタ セコ イア の 並木 を 朝一 識 詩 
3 番 で 観賞 )= か つ お 船 (自分 で 焼け る 慕 焼 き 体験 と 龍馬 膳 の 昼食 )= 〇 桂浜 (高知 県 を 代表 する 麟 
景勝 地 ) ニ 高知 小牧 ・ 県 営 名 古屋 (17:05 一 20:55 着 ) 劇 同 日 3 
※ ミ ニハ イキ ング に つい て は P.6 を ご 確認 くだ さい F 


観光 lp 人 人 の 予算 が 消 人 され 和 人 終了 と な り ます 
回 由 ※ 拓 型 コロ ナウ イル ス の 感状 況 等 な 暑 ま え 小牧 ・ 県 営 名 古屋 
4 事業 の 人 中 で あっ て も 骨 が 上 と 判 し た に -JMMe TH 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


人 H8199.C70 1 名 様 か ら 催 行 決定 EE3 mm 本 20( 林 ) 27( 日 

キャ ) 【 画 7( 月 )・8 ( 火 )・9 ( 水 ) ・10 ( 木 )・11( 金 )・ 
WED< 人 義和 惑 ある 。 名 古屋 プリ ンス ホテ ル 12( 土 ) ・14( 月 ・15( 炎 )・16 ()・17( 林 ・ 
検索 Ss トレ イン ピュ ー は 圧着 スカ イタ ワー 日 間 20 (日 ) ・21( 月 )・22(X) ・23( 水 * 祝 )・24( 木 )・ 


> 28 (月 )・29 ( 火 )・30 (日 18 
※ 当 ツア ー は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。VVEB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 


葉 


還 賠 乱 人 人 美人 僕 コレ クシ ョ ン 2022 mm 
本 画 と 下 綴 か ら 放 6 上 相 板 園 松 重層 2 展 


808 ン 流 ガイ ディ ング レシ ー バ ー 利 用 
rk 系 名 ・ 記 氏 計 秋 の 一 般 公開 。 ピ 
2 つの 参 周 科 旦 から 時 ぶ こ だ わり の 昼食 り 


YE 還 H8042.C70 

3) 上 SI コー ス NM 
了 行 代金 10,60() 円 共 人 美術館 コ レク ショ ン 2022 Porn 
人 日 昌 語 17( 木 )・ 本 高 と 下絵 か ら 知 る 旅行 代金 19.900F 

ky 出発 
18( 金 ) 日 上 村松 園 ・ 松 堂 ・ 淳 芝 展 4 是 語 25 ( 金 ) 日 

国 1 名 圏 15 名 面 同行 較 な し 会 期 :2022 年 9 月 6 日 一 1 1 月 27 国 1 名 圏 1 名 画 同 行 な し 
また は お 因 E 析 (1915) 人 半 四国 光 バス また は 

名 古屋 駅 (8:30 発 ) ニ 百楽 理 ( 約 1 万 坪 の 広大 な 庭 に 囲ま れ た 料亭 で 昼食 )=O 松 | 、 間 る 古屋 駅 ⑪ っ くり 9:00 発 = 人 6( 条 内 人 同行 で 洋 和 ・ 和 の 建築 美 や 国 指定 名 騰 の 旗 還 を 観 
則 伯 美 条 館 (美術 人 所 蔵 の 珠玉 の 作品 を 一 堂 に 展示 鑑賞 後 は 紅葉 色づく 許 還 観 | 放 )= 要 牛 また は 和 人 ( 負 料 理 に て 選べ る こだわ り 0 所 人 )-0 諸 氏 上 寄 内 人 
0 買 も お 楽し み )… 〇 旧 佐 伯 友 (< 履 - 佐 伯 勇 近鉄 名 営 会 長 の 通常 非 公開 の 邸宅 を 見 学 ) 9 行 で 年 に 2 回 の み 公開 され る 国 指定 名 勝 の 旗 還 を 抽 ) = 名 古屋 駅 早め の 16:00 予 定 ) 円 

名 古屋 駅 (19:30 巴 定 ) 日 人 日 


※ 昼 食 は 会 場 が 異な る た め 、 グ ルー プ 内 統一 で お 願い し ます 


往復 新幹線 「 の ぞ み 」 号 利 用 (名 古屋 怠 姫 路 間 ) 
前 まる で 一 枚 の 絵画 の よう … ヨ 
sm | 但馬 安国 寺 . ド ウ ダ ン ツツジ ] 
5 介 人 CNHaESU) 皮 だ 人 章 生 


※ 木 コー ス は 安国 寺 の 公開 期間 が 決ま る まで は 予約 希望 受 付 
と な り ま す 。 書 類 の 発送 を も っ て 正式 予約 と か り ま す 。 出 発 前 に 
見 学 で き な い こと が 決定 し た 場合 は 、 ツ アー 中 止 と な り ます 


PASS 


上 上 [ 共 仙 lyS 年 やぶり に 時 放り 
[大 徳 寺 衆 光 院 」 特 別 公 開 『 
| コー ス 番 号 | H68147.-C70 


お ひと り 様 旅行 代金 の 0,6()() 円 
出発 日 証 同 118( 金 )・23( 水 ・ 祝 )・ 


上 辻 玉 H8280.c70 

お ひと り 様 フー 

代金 つり ,900 幅 本 し 3 

出発 日 | 証 放 1 1 ( 金 ) 日 みらい 観光 同等 
名 古屋 (ゆっ くり 9:00 一 10:10 発 ) 一 新幹線 [の ぞ み ] 号 一 姫路 西村 屋 白鷺 館 ( 

用 食 / 受 け 継が れ て きた [ 城 誠 温 泉 ・ 西 村 屋 伝統 の 味 ] を お 楽し み ) ニ O 達 身 寺 ( 凡 波 

病 正信 院 と 呼ば れる 謎 を 秘め た 寺 ノ ドウ ダン ツツジ )=O 伯 馬 安 国 寺 ( 真 紅 に 染まる 


8 隊 || csvAuzS4 隊 科 


26( 土 ) 日 
国 1 名 圏 20 名 画 同 行 な し 
帝 産 観光 バス (京都 ) 同 等 
日 (7:30 一 8:30 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま ] 号 一 京都 = 〇 大 徳 寺 光 院 ( 国 
里帰り 特別 公開 )= し ょ う ざ ん リゾ ー ト 京都 (昼食 )=(〈 タ クシ 相乗 り ) ニ GO 常 照寺 
帰 と 朱 塗り の 吉野 門 [山門 ] が 美しい ) ニ (タク シー 相乗 り 〉=G 源 光 誠 (「 悟 り の 窓 迷 い の 
り 窓 ] で 知ら れる )=( タ クシ ー 相 乗り )= 〇 し ょ う ざ ん リゾ ー ト 京都 (鮮やか な 紅葉 に 包ま 
れる 日 本 庭園 ) ニ 京都 一 新幹線 [ひかり ] 号 一 名 古屋 (17:2018:20 着 ) 日 司 曰 


ウ ダ ン ツツジ )= 姫 路 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (20:30 一 21:30 着 ) 曰 還 


図 
男 


※ 往 路 の 新幹線 は 「 ひ か り ] 号 に な る 場合 が あり ます 


西 九 州 新幹線 「 か の もめ] 号 に 乗車 (諫早 武雄 温泉 間 ) 


九 年 虐 寿福 寺 ・ 三 十 路 苑 


19z 
19。 人 用 の ナ L 州 紅葉 めぐ リ 3H 間 
和 ※ 九 
計 
旬 遇 施 
生 ほ ※ 
例 
和寿 
革 福 
中 の 
1 居 ま 二 M の 最 寺 
環境 芸術 の 森 en) 名 は 
※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 11 月 上 旬 一 下旬 例 


写真 提供 (※1) (一 社 ) 佐賀 県 観光 連盟 、(※2) (一 社 ) 長崎 県 観光 連盟 


mt 委 昌 S2064.C70 丁 九州 新 幣 線 


60 本 代 金 ] 4 (),()()(0 円 1 | かもめ] 乗車 
発 日 | 是 語 22 ( 火 ) 日 = 」 (語っ 武雄 温 泉 間 ) 
1 名 1 室 10.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) Fe cp 車体 の イメ ー ジ 


国 1 名 較 10 名 画 同行 困 な し 
囲 不可 ge 祐徳 自動 車 同等 
名 古屋 (7:30 一 8:00 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 博多 = 稚 加 栄 福岡 店 (老舗 
] 亭 に て 昼食 )=G 寿 福 寺 (切り 取ら れ た 絵 の よ うな 美 し さ の 「 逆 さ 紅葉 」)= 唐 当 
ホテ ル & リ ゾー ツ 佐 賀 唐津 【B】 ( 泊 ) 日 周 
津 = ひ 九 年 庵 (9 日 間 の み 公開 ! 秋 の 一 般 公開 の 紅葉 庭園 )/= ス テー キ ・ レ スト 
2 ン 勝 (名 物 ・ 伊 万 里 邊 を 使っ た 昼食 )= 御 船山 楽園 ( 旧 鍋 島 別荘 跡 に ある 庭 
池 の 周り の 紅葉 や 樹齢 150 年 の 大 モミ ジ が 見 事 )= 〇 三十路 苑 ( 通 常 非 公開 
紅葉 ) 雲 仙 温泉 ・ 青 雲 荘 ( 泊 ) ※ と ろり と し た 乳白 色 の 温泉 が 自慢 鉛 
雲仙 温泉 = 諫早 一 西 九州 新幹線 「 か も め 」 号 一 武雄 温泉 ニモ ギャ ラリ ー 有 田 ( 有 
3 焼 の 器 で 提供 する 有田 名 物 の ご どう 必 の 昼食 )= 〇 環境 芸術 の 森 ( 知 る 人 ぞ 
る 紅葉 の 名 所 。 約 1 万 本 の 紅葉 ) ニ 博多 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (20:30 


バス 1 人 梨 0 味 半 て 條 | 多 土 滑 時 うと う 多 や 四 州 ぶどう 釣り 人 べ 放 呈 9302 章 ) 


紀和 贅 り 汗 寺山 汐 昌光 光 回 議 ライ トッ プ 


自 元 ゆっ た り 


バス 利用 代 


前 A 紅葉 に 染まる 箱根 山梨 2 日 間 


oo: 


ほう と う 綱 の イミ ニス 


河 ロ : 
Pf ご ろ は 例年 11 月 上 旬 一 下旬 
富士 山 は 天候 等 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 


HS263-C70 
2O5ygwpte 59, 000 円 


1 名 1 室 10.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 
中 発 日 同 4 ( 金 )・5( 土 )・ 


コー ス 番 


12( 土 ) 14( 月 ) 日 5 
国 1 名 回 20 名 箱根 登山 鉄 
画 同 行 還 な し 囲 不可 ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 
IS 名 阪 近鉄 パス 同等 11 月 上 旬 一 下旬 


名 古屋 駅 (7:30 発 )=O 彫 刻 の 森 美術 館 (昼食 と 世界 有数 の コレ フシ ョ ン を 300 点 余り 展示 す 
] る [ピカ ソ 館 ])… 彫 刻 の 森 駅 +(⑩ 箱 根 登山 鉄道 ) * 箱 根 湯本 駅 = 〇 河 日 湖 も み じ 回 太 (絶景 
の 紅葉 の トン ネル ノラ イト アッ プ 観 賞 ) ニ 甲府 湯村 温泉 甲府 記念 日 ホテ ル [【A】( 泊 ) 中 司 因 


湯村 温泉 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 笛 吹 (甲州 ぶどう 狩り 食べ 放題 [ 約 30 分 OQ ハ ー ブ 
庭園 旅 日 記 勝沼 庭園 (ガイ ド 同 行 で 庭園 の 見 学 ン ハー ブ 庭 園 け リ ジ ナ ルプ レミ アム 
2 ハー ブ テ ィ ー を ご 用 意 )= 笛 吹 (山梨 の ご 当地 ブラ ンド 肉 「 皿 州 地 鶏 ]「 甲 州 ワイ ン ビ ー 
フ | 、「 富 士 桜 ポー ク | の 3 種類 と 衝 二 料理 ほう と う 銅 」 の 昼食 )= 〇 昇 仙 貼 影 絵 の 森 美術 
館 ( 膝 城 清治 氏 を は じ め 山下 清 氏 な どの 影絵 を 観賞 ) ニ 名 古屋 駅 (20:00 予 定 ) 剛司 日 


21:30 着 ) 


※ ラ イト アッ プ 観 賞 後 の た め 、19:00 頃 の 宿 入 り と な り ま す 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 


人 仙人 W 和 9 | 軍 | クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 


2 人 入会 の お 申し 込み は 


| 052(300)0011 050(3852)0095 ※ こ の ベー ジ の 全 画 実施 党 業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


1 FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15 こ 17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


判 タイ ル 名 称 統一 100 周 年 記念 

語 爺 INAX ライ ブ ミ ュー ジア と 

多 治 見 市 モザ イク タイ ル 
ミュ ー ジ アム 


0 提 二 岸 節 子 記 偽 美 術 館 
以下 特別 展 | 河 錯 眺 浴 展 ] 

名 都 美 術 館 特別 展 
「 横 山大 観 - 心 に より て 健生 ず -」 朱 


門外 人 上 の ( つの マリ リン ) など 
100 点 以上 の 作品 が 日本 初 公開 
抽 和 アン デイ ウォ ー ホ ルキ ョ ッ ト | 


一 宮 市 三 岸 節 コー ス 番 号 
志和 0 都市 京セラ 美術 人 
特別 展 河 負 暁 浴 展 1 。 新館 東 山 キ ュー プ 」 
会 期 : 年 ン | アン ディ * ウ ォ ー ホ ル ・ 
会 期 :2022 年 10 月 22 日 ご 12 月 4 日 13. 800 較 還 和 ウォ ー ボ ル キョ ッ ト ] 


1916 年 河 鋼 暁 竜 記念 美和 


Ez 語 上 (012.C70 
お ひと り 様 旅行 代金 [出発 日 
6,800 円 皿 言 28 ( 金 ) 晶 
国 1 名 圏 15 名 画 同 行 困 な し 
eS 帝 産 観光 パス また は 名 鉄 観 光 パ バス 同等 
名 古屋 駅 (ゆっ くり 9:30 発 )=O 〇 一 宮 市 三 岸 節子 記念 
美術館 ( 暁 豆 の 画業 の 全貌 を 紹介 する 初 の 展覧 会 を 
帰 鑑賞 ) ニ 料亭 菊 水 ( 一 宮 市 唯一 の 料亭 で 和 会 席 )= ひ 
り 名 都 美 術 館 (見 どこ ろ 解 説 付き ノ 解 説 終了 後 、 
鑑賞 )= 名 古屋 駅 (早め の 16:30 予 定 ) 


ー2023 年 2 月 12 晶 
京都 市 京セラ 美術 館 撮影 玉 


誠 主 0005-C70 | [ 旨 ] 玉 語 15( 林 ) 日 
お ひと り 欄 旅行 代金 国 1 名 男 15 名 画 同行 明 な し 
18.90() 0 ロ 市 旨 光 パ ス ま た は 
円 名 鉄 観光 バス 同等 
名 古屋 駅 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= フ ォ ー チ ュ ン ガ 
デン 京都 (日 本 近代 建築 の 巨匠 ・ 武 田 五 一 が 
日 設計 し た 建物 で ラン チ )= 〇 京都 市 京セラ 美術 
上 館 (ポッ プ ・ ア ー ト の 第 一 人 者 で ある アン ディ ・ ウ 
ォ ー ホ ル の 大 回 顧 展 を 自由 鑑賞 ノ 約 3 時 間 清 
在 )= 名 古屋 駅 (19:00 予 定 ) 日 還 日 


河 鍋 暁 翠 《 寛 永 時 代 美人 図 》 NN 
了 5 RE の の リア 
29 ( 火 ) 日 SHAYAsHI Masashi 
国 1 名 四 15 る 了 同 行 還 な し 
避 帝 族 観 光 バ ス ま た は 名 鉄 観光 バス 同等 
名 古屋 駅 (ゆっ くり 9:00 発 )= 〇 INAX ラ イブ 
ミュ ー ジ アム ( 2 
焼き も の の 歴史 や 文化 、 美 し さ を 体 感 ) 
日 bl の 3 ラウ 0 ウリ デン ラン ジー 
多治見 市 モザ イフ タイ ルミ ュー ジア ム ( タ イル 
名 称 統一 100 周 年 記念 「 日 本 の タイ ル 100 年 一 
美 と 用 の あゆ み 」 各 自 鑑賞 )= 〇 多治見 市 美濃 焼 
ミュ ー ジ アム = 名 古屋 駅 (18:30 予 定 ) 日 属 日 


田 | 党 化粧 台 ト イレ 付 足元 ゆっ た り バ ス (9 列 ) 諸語 


回 記 井沢 "星野 エリ ア : ハ ルニア 


30z 


この 時 期 な ら で は の 絶景 ! 
Fs 神秘 と 幻想 の 光 | 安曇 野 神 竹 和 弄 
2 じ ハ 女 法 = 

EE 二 加計 H8284.C70 | [中 嘱 村 10 (土日 正 1 名 回 20a 加 同 和 ッッ ラー クン mee 2 So か ジン し Z 
お ひと り 様 旅行 代金 BOO ウン アー 2、 
代金 5 () 0 0 円 合計 gg 名 了 近 鉄 パス 同和 グ バ ( 1 @ 

名 古屋 駅 (7:30 発 ) = くら すわ ( 状 命 洒 製 造 が プロ デュ ー ス する 地産 地 消 ラン チ ) ak の 

ーOSUWA ガ ラス の 里 (神秘 的 な ガラ ス アー ト ) ニ 大 山 美術 館 ( 重 話 か ら 抜け 出 DE きっ た の が は 還 和 0 りす 間 


1 し た よう な つた の 絡ま る 教会 風 の 美術 館 )= 〇 穂高 神社 ( 約 一 万 本 の 竹 灯籠 が f 
秘 的 な 「 神 竹 灯 」 プ 通常 は 地元 の 人 し か で き な い 人 竹 灯 籠 の 点火 体験 も = 穂高 温 
泉郷 穂高 ビュ ー ホ テル 【A】 ( 泊 ) ※ 自 然 に 包ま れる 露天 風呂 や 地元 食材 の フレ 
ンチ の 夕食 ※ 星 空 レ フチ ャ ー ガ イド 付 き の 星 空 ウ ォ ッ チン グ を 開催 日 悦 切 ハ 


和 高 温泉 郷 =O 軽 井沢 "星野 エリ アハ ル ニ レ テラ ス (も み の 木 広場 の ツリ ー な ど ク 2 リ ご : 
スマ スム ー ド の 旦 野 エリ ア を 散策 ※ 星 野 エ リア で 利用 で きる お ひと り 様 1.000 レ 沢 
の 利用 券 付き )= 軽 井沢 ロン ギン グハウス 野生 ソム リエ が 叫ん だ こだわ り の 人 テ 里 
を 使っ た 昼食 )=O 軽 井沢 千住 博美 術 館 (軽井沢 の 自然 ・ ア ー ト * 建 築 が 融合 し た 有 力 野 
ある 補間 ) = 軽井沢 発 地 市 旗 ( 新 解 な 地元 野菜 な ど を 取り 揃え た 直 碗 施設 ) ニ 名 古屋 エ 
駅 (20:30 予 定 ) 格 ツ 
※ 神 竹 灯 と 星空 レクチャー は 雨天 ・ 降 雪 の 場合 、 中 止 と な り ま す 。 そ の 際 の 返金 は あり ませ ん 


- 割 バス 1 台 SR 
か 前 8 2 日 間 CN 
Pe 以下 [ NRN 


た 


な 草 HKOKKO28 ミ ュー ツァ 292222= り 89 が 


」 見 命 ] を 祭神 と する 穂高 神社 の 境内 を 中 心 に 、 約 1 万 本 も の 
] 人 科 9 され ます 。 


CDZ5 テ 2 ク 2 3 an 


開催 C を 


1 へ 
※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 ト 旬 一 11 月 上 旬 | 


橋 左 太 「 ひ か り の 実 in SIKI ガ の ED 回 誠 回 題 F 0042-C70 | 軸 到 ] 画 語 1 ( 火 ) 日 
引 人 202(MOKNKO 邊 ミキ スグ お ひと り 様 旅行 代金 (1 一 3 名 1 室 ) 回 1 名 15 名 弄 同行 明 な し 較 不 可 
人 時 ze 帝 産 観光 パス また は 
> ふ 申 ミー ツ ・ ア ー ト 芸術 散歩 2022 [人 :2022 征 月 2 日 ご 1 1 月 23 日 69,800 由 名 鉄 観光 バス 同等 
2010 年 に 始ま り 今 を / / 名 古屋 駅 (8:30 発 )/= 〇 ヨド コウ 迎 連 館 (貸切 見 学 )=TOOTH TOOTH | 
回 で 13 回 目 を 迎え る 、 maison15th (洋館 し スト ラン で 遅 め の ラン チ )=O 〇 風 の 教会 (世界 的 建築 家 で | 
六甲 山 の 自然 の 中 で 楽 ] ちる 安藤 宮 雄 氏 が 設計 作品 穫 ⑥ 六 甲 ガー デン テラ ス ( 作 品 鑑賞 )…O | 
然 体感 展望 台 六甲 枝 垂 れ ( 作 品 鑑賞 )=OROKKO 森 の 音 ミ ュ ユージ アム ( ク | 


NN 


人 です, 六甲山 の す ば ら の se ラブ ツー リズ ム 貸 切 ! ラ イト アッ プ さ れ た 夜 の 作品 を お 楽し み )= 神 戸 ・ANA 

欠 入 % 衣 ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 神戸 ( 泊 )  ※ 日 本 料理 神戸 な だ 万 で 食 日 恒 
神戸 (ゆっ くり 9:30 出 発 )=O 六 甲 高 山 植物 園 ( 約 250 本 の 紅葉 木 が 美しい 
こ 沙 まる 補 折 園 スタ ッ フ に よる ガイ ド 付き ) こ 〇 神戸 ゴル フ 倶楽部 (外観 
み ) … 〇 ヴォ ー リ ズ 六 甲山 荘 ・ 室 谷 邸 記念 館 = 名 古屋 駅 (19:00 予 定 ) 菩 


(3 よって 化 する 購 太 を 三 = 6 
お 楽し みく だ さい 。 還 、 = 1 上 記 3 点 と も 昨年 の イメ ー ジ 


| 四 き 唱 較 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


還 放 還 F0064-C70 | 2022 年 10 月 移転 オー プン 静 党 文庫 美術 館 に も ご 案内 [ 可 罰 中 局 27( ホ 日 
邊 上 30 30g 特別 展 [国宝 東京 国立 博物 館 の すべ て 紅白 菩 ( 穫 ) 六 es 
b。 租 根 ・ 鎌 倉 ・ 東 京 日 本 美術 を 極め る 3 日 間 .3 和 (119 の 


※ 当 ツア ー は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。VVEB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さ 10 月 18 日 一 11 月 13 っ 夫 = 20 


圧 
圧 
Ri 


昌 
Im 


21 


498 トイ レ 付 足元 ゆっ た り パ ス 


= 
加 


時 洛 南 随 一 の 名 園 | 松花 堂 庭園 」 | 
紅葉 の |「 ア サ ヒ ビー ル 大 山崎 山 蘭 美術館] と 滞 | 


と 


。 き て 計時 補注 革 訓 「 薄 S 哉 薄 
如き 下北 。 鞭 べき は る まで 


り し 食 
集合 料 
プ だ つ 間 
kt 選 
に A テ と ふき 2 素 5 
松花 : ミ 5922BIDEN 誤 レ 兆 の 昼食 昌 才 還 ここ は 
国 灯 言 H8031cz| 訂 居 っ 多 也 先生 
代金 2D7900 軽 補 け 4 4 フト ミ 
! な い 継 ちょ ゃ |< 
出 帆 還 18 ( 金 )・ お 京 が フ ーー ーー | 隊 
AE 4 介 サレ ビー ル 大 山 軸 山 攻 美 食間 れ で ゼノ / 4 
玉 鹿 /() 日 松韻 当 イ メー ジ 入館 ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 人 2 S の VA 
昌和 固 1 5 名 画 同 行 量 な し は Pe 名 孤 近 鉄 パス 同等 。 年 11 月 中 旬 一 12 月 上 旬 人 な 老 き の プ ) 
名 古屋 駅 (8:00 発 )= 山 崎 駅 … 〇 アサ ヒビ ー ル 大 山崎 山 太 美術 館 (燃え る よう な カエ デ a 軸 人 ェ ツノ 名 
誠 の 赤色 と イチ ョ ウ の 黄色 の ハー モニ ー)… 山 崎 駅 = 京都 吉 浪 松花 堂 店 (発祥 地 で 味 わ 人 ょ 地 ャ ル 謀 
り う 松花 堂 弁当 )…O 松 花堂 庭園 美術 館 (自由 鑑 賞 )= 名 古屋 駅 (19:00 予 定 ) 司 日 P.22 で は 新 和 線 を 利用 し 京都 の 料 宮 で 太 食 を 楽し む 日 帰り 旅 、P.26 | 革 め お 和 カ 代 名 
で は 計 才 の 才 を X% る ワン ラン ク 上 の 旅 を ご 紹介 し て いま す | 合 へ 近 の ツル サー て ヘ 


当 NF 26 を 和 | 下 5 トイ レ 付 足元 ゆっ た り パ ス 
当 。 | 

BDDK ブ リ 1 用 (63BC 旨 同 柚子 屋 旅館 名 物 [柚子 雑炊 膳 」 と 
中 月 ※ 7 02 台 人 旅人 炭 屋 旅館 上 健康 と 無病 息災 祈願 京 の の 三 社 参り _ 
y 補 四 季 折 々 の 尿 野 涼 の 素材 を 生か し た 束 の 怪 石 り お O と り 様 の の Q()() 由 


ご 和 避 山 


柚 

二 sy 子 

上 対 茶 の 湯 の 宿 と し て 知ら れ 、 由 あ る 複数 の 茶室 を 持 昌 演 所 の 貞昌 ※ 本 
思っ 伝統 と 格式 の 高い 老 結 旅館 に て 京野 菜 の 素材 を 生 が 埋 石 H68028-C70 | 著 則 23( 金 ) 日 和 
か し た 京 懐石 を お 楽し みく だ さい 。 企画 担当 者 今村 亮太 内 比 語 22( 木 ) 日 の 

り 登 時 | ||H8030c70| 環 

軒 H8057.C7o| 上 中 すま 変 の 冬至 の 日 人 和信 
お ひと り 様 旅行 代金 比 記 16( 金 日 志和 国名 回 14 名 還 同 行 軸 な し 印 の 出発 日 | 
55,()00 貴 過半 同 和 攻 な し 人 っ な 」 IPe 衣 名 阪 近鉄 バス 同等 。 催行 決定 イ 
2 由 和 =: 2 剛 2 | 名 古屋 駅 (8:30 発 ) =OO① 因 由 革 師 ( が ん 詩 ) = 柚子 屋 旅 ( 筒 子 雑 狗 脱 場 

| 名 古屋 (ゆっ くり 10:00-1100 発 = 人 人 ID か | (グリーン 車 ) 京都 = 炭 屋 旅館 ( 6 能 )= 〇 ② 西 院 春日 神社 ( 病 傷 平癒 . 旅 行 安全 の 守り 神 )= 〇 ③ 護 王 神社 (足腰 の 
季 折 々 の 京野 菜 の 素材 を 生か し た 京 懐石 )=O 舞 導 革 ( 山 有 朋 の 別 色 庭園 や 歴史 的 な 7 守護 神 )= 名 古屋 駅 (18:30 予 定 ) 昌司 日 


り 洋館 見 学 ) = 京都 新幹線 「 ひ か り ] 号 (ブリー りこ 名 古屋 (18:30~19:30 着 ) 日 属 日 ※ 行 程 内 の ①-③ は 京 の 三 社 を 表し て いま す 


往復 新幹線 利用 (名 古屋 京都 則 |- 
は じ め て の 京 都 老 舗 料 告 芝 り 本 記 の 京 料理 を 味わう 


9)2// を 衣 特 や い ゆ っ た りお 涼 じみ た だ ける よ 195K 約 2 時 間 以上 滞在 じ ま 湖 


テ 


まれ た 名 店 
= ョ 京 民 石 
※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 11 月 上 旬 一 下 名” ※ 紅 葉 の 見 ご 上 旬 一 下旬 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 
[TS(067-C70 | sa| 国語 27( 木 ) 日 画 誠 ⑱( 金 ) 日 1716 年 か ら 続 く 老 舗 料亭 。 受 け 継 ーー 
お ひと り 様 旅 f 5 葉 独 ②( 金 ) 日 が れ て きた 川 魚 料理 を 含む 京 料理 を 料理 の イメ ー ジ 」 
代金 (1 2 名 1 室 ) 了 
無 EH100.000P お 楽し みく だ さい 。 で っ 、 
100.000 本 -110.000 折 76666 ーー > 下鴨 茶寮 
国 1 名 圏 10 名 画 同行 國 な し 固 不 可 Me 衣 帝 産 観光 パス 同等 ーー 0 9 
名 古屋 (ゆっ くり 9:30 一 11:00 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま 」 号 一 京都 = 京 懐石 美濃 吉 、 計 1856 年 、 歴 史 と 伝統 
本 店 竹 茂 楼 ( 魚 料理 を 含め た 京 料理 を お 楽し み )= 〇 大 原 三 千 院 (美しい 許 本 5 」 - に 彩 ら れ た 老舗 。 料 理 
] 園 が 有名 な 最 溢 人 ゆか り の 寺 ) ニ 下鴨 茶寮 (京野 菜 や 旬 の 食材 を 使用 し た 夕食 ) ーー ーー プ こ 。 て な し の 心 に 京 
京都 . ホ テル エル シ エ ン ト 京都 ( 泊 ) ※ 大 浴場 付 さ の ホテ ル に 宿泊 1 , に 6 都 の 独自 の 文化 や 美 
※ 夕 食後 の 宿 入り と な る た め 、20:00 頃 と な り ま す 日 悦 図 | 還 呈 ーッ し さき を 感じ られ ます 。 
京都 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 〇 嵐山 (自由 散策 )= 船 の 宿 つた や (10・1 1 月 出発 は 松 8 ン 


2 茸 を 使っ た 懐石 料理 / 12 月 出発 は ふぐ を 使っ た 懐石 料理 ) ニ 京都 一 新 幹 % 
ま ] 号 一 名 古屋 (16:00 一 17:10 着 ) 


※ 往 復 の 新幹線 は 「 ひ か り ] 号 に な る 場合 が あり ます 


測 
上 


解 の 宿 つ た や 


忠 峨 野 で 江戸 時 8 
代 か ら 続く 歴史 ある 、 に 
老舗 料亭 。 厳 選 し た ド 
新鮮 で 上 質 な 食材 に ー 

こだわ っ た 料理 を ご 10.11 月 昌 発 や ジ 12 月 出発 詳 


くだ さい 。 ム 茸 を 使っ た 慎 石 料理 較 席 ふぐ を 使っ た 例 石 料理 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 割 | Pr ee 入会 の お 申し 込み は 回 滞 回 
員 特 典 あ り ま す 割 | クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 1.0W 引 の 会 員 特 典 が ある コー ス WEB 限 定 / NN 


052(300) 00 1 1 了 還 (050(3537)5250 *= の ベー ジ の 人 邦楽 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セ ンタ ー で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 1 祝 は 休業 ) / 月 て 土 9:15 て 17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


現地 集合 ・ 解 散 左記 詞 旋 婦 2) ラブ 


Pass ) 計 | 笠原 シェ フ 考 案 ! 

下 クラ ブツ ー リ ズム 限定 の 
時 オリ ジ ナ ル メ ニュ ー を と 用 意 
的 償 両 葵 名 古屋 店 を 貸切 


「 和 食 を も っ と 身近 に 感じ 次 守 % 

て ほし い 」 を 信念 に 、 味 わい = w 

は も ちろ ん 彩り に いた る まで 

最高 の 一 皿 を 提供 する 貸 否 
論 。 食 材 を 特に 重視 し 、 こ 

の お 食事 会 の た め だ け に 笠 4 

原 将弘 氏 が 考案 し た | 賛否 

両論 特別 コー ス 」 を 貸切 に 

て お 楽し みい た だ きま す 。 

※ 当 日 笠原 シェ フ は 同席 いた し ませ ん 


回 誠 罰 H8015.c70 
国 1 名 圏 30 名 


90 人員 
2( 金 ) 日 
11:30 現 地 集合 (1 1:15 一 受付 開始 ) 

14:00 現 地 解 散 


世 昼 置 る 古屋 市 営 地下 鉄 東山 線 「 池 下 駅 ] よ り 
徒歩 約 10 分 


着 様 限定 
2022 年 3 月 オー プン 


完全 予約 抽 
Restaurant IKERT RIE 


ソム リエ が 選ぶ ワイ ン と 厳選 
し た チー ズ 、 自 家 製 天然 酵母 
パン の マリ アー ジュ を 楽し め る 
フレ ンチ レス トラ ン 。 昭和 元 年 
に 建て られ た 和洋 建築 の 邸宅 | 
で 楽し いひ と と き を お 過ごし くだ | 


ーー 
さい 。 時 
6 < 
ーー 


E 還 HH8017.c70 
os ゅ 16.900 幅 


國 里 』 比 本 8( 木 ) 日 団 1 名 圏 10 名 男 な し 現地 係員 

11:30 現 地 集合 (1 1:15 一 受付 開始 ) 
13:30 現 地 解散 

名 古屋 市 池 下 鉄 名 城 線 ・ 鈴 舞 線 「/ 事 駅 」 


料理 の イメ ー ジ 


2 番 出 口 より 徒歩 約 10 分 


洋 cb 


フレ ンチ レス トラ ン 
Reconna1issanCce (ルコ ネッ サン ス ) 


夏 の スペ シャ リ テ 「 桃 
の 冷 製 スー プ 」 で お な じ 
み の ル コネ ッ サ ンス で 、 今 
年 は 秋 に 「 り ん ご の スー 
プ 」 を 楽し お お 食事 会 を 
開催 。 素 材 本 来 の 味 を 
楽し むこ と の で きる ナチ ュ 
ラル フレ ンチ レス トラ ン で 
「 旬 」 を 味わい ませ ん か ? 


2 盾 日 S(019-C70 
参 軒 10 
@oe の 15,900 円 時 電 人 員 
峰 同 1/ ( 木 ) 日 
11:30 現 地 集合 (1 1:15 一 受付 開始 ) 
13:30 現 地 解 散 


配置 名 古屋 市 営 地下 鉄 名 城 線 [東別院 駅 
ー 4 番 出口 より 徒歩 約 1 分 


割 名 n 乏 欄 限 定 
割 還 、 各 日 10 名 様 及 


[京都 つる 家 上 カク ーR 


名 古屋 マリ オッ ト ア ソ 
シア ホテ ル 18 階 「 京 都 
つる 家 」 に 12 席 し か な い 
寿司 カウ ンタ ー の 貸切 を 
実現 。 料 理 人 が 厳選 し た 
新鮮 な ネタ と 熟練 の 技 で 
仕上 げ る お 食事 と と も に 開 還 
目 の 前 に 広がる 名 古屋 和 
市 内 の 絶景 も お 楽し みく 軒 証 還 隊 
だ さい 。 寿司 カウ ンタ ー の イメ ー 


| コー ス 番 号 | HS8000-C70 

(830 とり 25,000 円 還 お し 地 全 

隊 旦 』 斑 誠 10 ( 土 ) 日 馬 23 (月 日 

11:30 現 地 集合 (1 1:15 一 受付 開始 ) 
13:00 現 地 解 散 


馬 張 軒 名 古屋 駅 直結 
名 古屋 マリ オッ ト ア ソ シ ア ホ テル 18 階 


店 内 の イメ ー ジ 


クウ ブ メニ ー リ ズム オリ ジ ナ ル の 


間 症 6020228 


名 古屋 初 の ょ く 枯 間 計 可 ん 買 」 


昭和 9 年 に 名 古屋 初 の 


ふく 料理 店 と し て 開店 し 、 ャ アサ ジー 
、 和 生ま っ て 味 が の 
し っ か り し て いる 冬 の 王者 半 、 0 
[と ら ふ く ] を 創意 と 工夫 を 証 
泌 ら し 提供 する 「 可 ん 四 」。 
クラ ブツ ー リ ズム オリ ジ ナ 
ル の 「 三 河 産 ふ く 尽く し 会 
席 」 を ご 用 意 し ます 。 


か ぐ 刺 の イメ ー ジ ( 王 真 は 3 人 前 ) 

加計 紀 H8010.c70 
参加 費 国 1 名 固 15 名 

ぁ o と り 27,900 円 吉 / 更 人員 

馬 計 13 ( 金 ) 日 

11:30 現 地 集合 (1 1:15 一 受付 開始 ) 


13:30 現 地 解散 
区 直言 も 古屋 市 営 地下 鉄 東山 線 ・ 名 城 線 「 栄 駅 ]8 番 出 
より 徒歩 約 3 分 


劉 上 
ラブ ブッ デリ ズ ム 


オリ ジ ナ ル 民 石 を ご 用 意 
っ 日 本 料理 小西 


「 日 本 料理 を 身近 に 感じ 、 
し ん で ほし い 」 と いう 思い 
ら 、 一 忠一 忠 丁 寧 に 季節 馬 。 
食材 に こだわ っ た 憎 石 。 
今回 は クラ ブツ ー リ ズム オリ 還 
ジ ナ ル 懐 石 で ご 用 意 。 京 者 
[吉光 」、 名 古屋 「 河 文 で 『 
腕 を 磨い た 店 主 の こだわ り 2 
を お 楽し みく だ さい 。 入 状況 に 


回 家財 H8021.c7o 


1 時 員 
時 馬 19( ホ 日 四 司 24( 多 日 


11:30 現 地 集合 (1 1:15 一 受付 開始 ) 
13:30 現 地 解 散 


ゆき 溢 


配 層 軒 地下 鉄 東山 線 [新栄 町 駅 1 番 出口 より 徒歩 約 5 分 | 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


還 。 コー ス 番 号 バス 1 台 
WE で s065 20g 
検索 | -C70 以下 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 


9 


※ お 約束 は P ラ 6 参照 


会 員 特 典 あ り ま す 割 | クラ ブッ ー リ ズム PASS 全 員 4 000 由 割 


往復 新幹線 [の ぞ み ] 号 グ リー ン 車 利用 (名 古屋 東京 問 ) 
ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 東 京 に 答 泊 旬間 
和食 の 名 店 「 分 と く 山 」E「 て ん ぶら 近藤 」 美 食 旅 WE 詳細 を ご 層 認 の うえ お 申し 込み くだ さい 


が ある コー ス 


クラ ブツ ー リ ズム オリ ジ ナル 会 放 を 用 中 


日 本 料理 小 や 町 
DURGR 
移築 し た 風情 ある 建物 
と 丁寧 に 手入れ され た に 半 Ng 


日 本 庭園 持つ 名 店 。 
オー ナー 料理 長 ・ 今 建 
二 さ ん が 本 お 食事 会 の 
た め に 考案 し た オリ ジ ナ 
ル 会 席 を お 召し 上 が りく 


だ さい 。 飛騨 牛 ア ミ 焼 き の イ メー ジ 
=mE を 5()24.C70 還 加 25( る 日 
5 代位 14,800 由 


国 1 名 圏 1 名 画 な し 現地 係員 


名 鉄 有松 駅 (11:15 発 )=〈 小 や 町 無料 送迎 バス 〉 
日 本 料理 小 や 町 (自慢 の 逸品 ・ 朝 練り 胡麻 豆腐 
や 天然 ふぐ 、 飛 騨 牛 料 理 を 含む フラ ブツ ー リ ズム 
り オリ ジ ナ ル 会 席 を ご 用 意 )=〈 小 や 町 無料 送迎 バ 
ス ) = 名 鉄 有 松 駅 (1 3:45 予 定 ) 日 属 日 


六 旧 HI RG 


か に と 肉 の 鉄板 焼 | 蟹 遊 屯 

蟹 専 門 店 な ら で は の 新鮮 な か 半 Cp 
に や 魚介 、 肉 、 野 菜 等 を 鉄板 で 埋 が 、 
快 に 焼き 上 げ る ダイ ナミ ッ ク か つ 講じ | 


破 細 な 料理 の 数 々 を 、 お 食事 会 3 
限定 特別 メニ ュー で ご 実 内 。 東 身 も 
か ら 、 目 の 前 の 鉄板 で 豪快 に 焼き | 信 

1 て 
ラバ か に ステ ー キ (お ひと り 1 料理 の イメ ー ジ 
本 ) や 特選 飛騨 牛 ロー スズ 薄焼き も 。 ( 豆 真 は 4 人 剖 


お 楽し みい た だ きま す 。 


| コー ス 番 号 HS8013-C70 
参加 費 国 1 名 固 10 名 

oe り 25,000 円 還 な し 兵員 

14 ( 水 ) 日 

11:00 現 地 集合 (10:45 一 受付 開始 ) 


13:00 現 地 解散 


JR 名 古屋 駅 より 徒歩 約 5 分 地下 鉄 東山 線 [名 古屋 駅 | 
より 徒歩 約 3 分 / 名 鉄 名古屋 駅 より 徒歩 3 分 


本 ※ 誠 数 人 数 で の お 
し 込み は バス 相 | 

W 0 席 と な り ま す ・. 選 | 

| 

| 


往復 新幹線 応 グ リー ン 車 利用 ロ 
(名 古屋 ら 京 都 間 ) 帰 


誠に れ る ポ の リ 


「 策 乃井 本 店 味わう 愉 古 槍 


お ひと り 様 旅行 代金 


45. 000 


日 上 芋 11( 水 日 | 
の 固 20 名 画 同行 団 な し 
穫 引 帝 産 観光 バス 同等 
名 古屋 (ゆっ くり 10:00 一 10:40 発 ) ニ 新幹線 「 ひ か 
り ] 号 (ブリ ー ン 車 ) 一 京都 = 菊乃 井本 店 ([ そ の た め 
に 旅行 する 価値 の ある 卓越 し た 料理 ] と いわ れる 
京 の 名 料亭 )= 〇 岡崎 神社 (2023 年 は 路 年 !「 う さ 
ぎ を 坊 る 神社 京都 ー 新 幹線 「 ひ か り ] 号 (ブリー | 
ン 車 ) 一 名 古屋 (17:40 一 18:30 着 ) 日 悦 日 | 
※ 弊 社 他 支 店 と 共同 催行 と な り ま す 

※ 往 路 は 新幹線 「 の ぞ み | 号 に な る 場合 が あり ます 


トー だ :nfmm6 


上 


員 発 日 | 理 14 ( 水 ) 日 
※ 当 ツア ー は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。 


入会 の お 申し 込み は 近 
WEB 上 限定 / 回 等 呈 22 


ーー PASS 足元 ゆっ た り バ パス 
フ 制 | 
| 下 | 


笑 富士 スピ ー he の 
人 約 19 時 間 滞 在 


が 議 芝 言 十 の 茶畑 に 囲ま れ た 自然 の 中 で 
陣 治 か ら 鐵 く 全 士 の 施 の 茶 良 園 で 
貸切 ティ ー タ イム 7 貸切 ティ ー タ イム の ひと と き … 


ra 一 杯 の お 茶 最 に * 放 WD ー 
JH た め に 折る 拉 け 、 多 杯 か っ 人 | 本 o あ 2 計時 日 5252-C70 | [出発 日 証 還 22( 火 ) 日 


| 性 的 な お 茶 を 生産 する 秋山 園 。 茶 畑 の お ひと り 様 旅行 代金 (2 名 1 室 ) 国 1 名 圏 10 名 画 同行 


還 と 6 1 8 
に ス で ティ ー タ イム を お 楽し みく だ さい 。 い 1 名 1 室 35.000 円 増 困 な し 較 不 可 
| ン て ー ン ps: に ーー ドン スン 生 H 120, 000( (部 屋 数 限定 ) 3 き 名 阪 近鉄 パス 同等 


ロ 三 3 名 古屋 駅 (8: 00 B) 三 富士 山 三 島 東急 ホテ ル (昼食 ) 三 富士 
人 大 御 神 温泉 軍 二 ス ピー ド ウェ イ ホ テル 大 御 神 温泉 ・ 富 士 ス ピー ドウ ェ イ ホテ ル ( 泊 ) 


ョ る 8 宅 に 3 影 3y 記 まき に の 】 加 衝 語 軍 史 42Ny た 之 略 合 中 短 | ※|4:00 頃 到着 予定 ※2022 年 10 月 7 日 開業 の ホテ ル に 宿泊 
接し 、「 モ ー タ ー ス ポー ツ と ホス ピタ リティ の 融合 」 を コ ※ チ ェ ッ クイ ン 前 に モー ター スポ ー ツ ミュ ー ジ アム に 入館 
ン セ プ ト に し た ホテ ル で す 。 ※ 館 内 見 学 ツ アー を 実施 し ます 日 同 因 
上 富士 大 御 神 温 泉 ( ゆ っ くり 10:00 出 発 ) ニ 富士 市 (ちら し 寿 
司 な ど ミ ニ 懐 石 の 昼食 )= 〇 本 宮 浅 間 大 社 ( 紅 葉 す 
る 駿河 国 一 之 宮 に 参拝 ) ニ 秋山 園 (茶畑 ティ ー タ イム 開催 ! 
明治 か ら 続く 歴史 ある 茶 農園 に て 、 茶 畑 を 眺め な が ら こ 
だ わり の お 茶 と お 茶 に 合う スイ ー ツ の ペア リン グ を お 楽し 
み )= 名 古屋 駅 (20:00 予 定 國 固 還 
※ 茶 畑 テ ィ ー タ イム は 雨天 時 の 場合 は 室内 で 開催 し 茶畑 や 富 

せん 。 た その 場合 の 返金 な は あ 


ラル の 2 


に ゞ ※ ーー ニ さ 
※ 写 真 は いずれ も イメ ー ジ  ※ 軍 士 山 は 天候 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 2 せん の で あら が からめ ご 了承 く だ さい 


o 


PT 日 帰り 計る ホテ ルイ ン デ ィ ゴ 晶 
PASS re 室 に 申し込み は バス 相 > SE 
午 | | 約 3 年 ぶり の 公開 ! 国 室 E 碑 室 「 加 座 」 の 迷人 前 回 衣 な り ま す 犬山 有楽 苑 で ラン チ と 


ンティー 犬山 有楽 苑 で ラン チ HOWay 袖 僅 N で 8 で 6 ビア ノニ 重奏 の クリ スマ スコ ン サ ー ト 


国 宇 茶室 | 如 慮 」 


「 如 庵 ] は 大 茶 匠 で あっ た 信長 の 実弟 ・ 有 
楽 斎 が 建て た 茶室 。 京 都 山崎 妙 喜 庵 内 の 言 Mini 


[ 待 應 、 大 徳 寺 龍 光 院内 の 「 密 庵 」 と 並び 、 還 上 
4 es 


12 月 出 ーー 
秒 生 の 上 正伝 陸 際 給 も 公開 上 ーー 生計 和 誠 


加計 中 語 HH8269.C70| 回 1 名 固 5 名 画 同 生 回 由記 4 ( 金 )・25( 金 ) 日 聖 ヨハ ネ 教 会 の 外観 池 さ れ 最少 催行 人 員 に し た 場合 は ツア は 作 行 いま す 
【 e ル / 

6,800 下 -19,800m 是 時 (月 )・⑯CO 日 加計 H8207.C70| 加 中 | 革 周 24 (土日 

印 16.800 円 、O 印 19.800F の 出発 日 催行 決定 80 と りり 0 8() 0 時 名 25 る 本 し 
名 鉄 犬 山 遊園 択 (1 2:45 集 合 )… ホ テル イン ディ ゴ 犬 山 有 楽 苑 (地元 の 食材 に こ | 旅行 代金 | p 人 誰 パス また は 名 鉄 光 パス 同和 

だ わっ た ラン チ を お 楽し み )… 〇 有楽 区 ( ガ イド 付き で ご 案内 喝 存する 国宝 | 名 古屋 駅 (ゆっ くり 10:30 発 )/= ホ テル イン ディ ゴ 犬 山 有 楽 苑 (地元 の 食材 に こ だ 
三 名 席 の ひと つ 「 如 庵 」 の 特別 見 学会 12 月 出発 は 秘蔵 の | 旧 正 伝 院 書院 補 絵 も 6 わっ た ラン チ を お 楽し み )= 〇 博物 館 明治 村 ( 聖 ヨハ ネ 教 会 堂 内 で クリ スマ スコ ン 
一 学 公開 )… 名 鉄 大 山 遊園 駅 (17:15 予 定 ) 日 司 日 りり サー トノ 約 60 分 間 ) ニ 名 古屋 駅 (17:30 予 定 ) 日 晶 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


国内 募集 型 企画 旅行 ご 旅行 条件 (要約 ) 取消 料 (お ひと り ) の 14 昌 (日 灯り は 日 前 ) まで に 拓 行 の 更 放 を 取 上り 止める 軒 を ご 

お 申し 込み いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 と つ で 泊 信 行 : い こ お いい た だ いて いる 旅行 代 い 戻 
ご 旅行 条件 に つき まし て は 、 下 記 条 件 の ほか 、 コ ー ス ご と に 記載 さ に Jo 0 日 昌 り て 、 旅 行 契約 を 解除 し ます 。 
れ て いる 条件 、 ご 旅行 案内 (パン フレ ッ ト )、 確 定 書面 ( 旅 の し お り ) (7 旅行 夫 | バス 旅行 | 放 行 〇 お 客 様 の 責任 
お よび 当社 旅行 業 約款 (募集 型 企画 旅行 契約 の 部 ) に より ます 。 5 20 日 目 へ 15 日 目 | 20% 詞 お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書 面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つ 
〇 旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 其 全日 目 1 日 目 | 209 2006 ー いて 記載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 速やか に 
(1) 当社 は 電話 、 郵 便 ( フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手 人 し と か の ーー っ っ 当社 また は 旅行 サー ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ま 

自 に よる 旅行 契 約 の 予約 の 申し 込み を 承り ます 。 て せん 。 
(2) 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 7 日 目 ご 2 日 目 0 〇 特別 補償 

BB し か の に ず お そ し 肝 く だ きい 。 旅行 前 日 0 当社 の 責任 が 生じ る か 杏 か を 問わ ず 、 注 旅 各 の 特 人 m 

申し 込 b。 申し 出 内 居間 、 が 中 に 偶然 か 

前 3 “に 全額 を ご こ し 1 た 一 定 計 に つい て あら か じ め 定 め る 操り 2 人 第 
(人 当 社 が 外 約 の 析 を 大 脱し 、 四 和 金 また は 旅行 代 人 の 100% か た の 損 トト 、 あ 定め る 額 の 死亡 補 1 

額 を 記 理 し た と き に 成立 する も の と し ます .「 ク レジ ッ ト カ ー ド | の また は 無 連絡 不参加 了 吾 補 全 多 、 入 且 見 舞 多 、 人 院 見 押 多 お よび 失策 本 人 人 を 支 

場合 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が 到達 し た 時 点 で 成 0 EN 

立 し ます 。 8 定休 
〇 旅行 代金 に 含ま れる も の ※ 1 生日 放 り 旅行 は [日 帰り 旅行 」 と し て 扱い ます 当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代金 
旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 、 宿 泊 料 金 、 食 事 代 、 観 光 入 "※「 バ ス 旅 行 ] と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利用 と な る 旅行 に な り ます に 「 規 定 の 率 ] を 乗じ た 額 の 変更 補償 金 を 旅行 終了 日 か ら 30 日 以内 
場 料 金 、 添 乗員 同行 コー ス の 必要 経費 等 。 上 記 諸費 用 は お 客 様 の ご 都 靖 ま PE 生生 に 支払 いま す 。 
合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は いた し ませ ん 。 する 、 ま た は 貸 急 衣 舶 を 利用 する 国内 募集 型 企画 旅行 は 、 取 消 〇 お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つい て 
〇 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 ・ 払 い 戻し 和む る 場 さ か ご ざい ます 。 詳し く は お 申し 込み 後に 送付 いた し ます お客様 か らい た だ く 個 人 情報 の 取扱 に つい て は 、 旅 行 お よび 当 
旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の ご 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の パン フレ ッ ト を ご 確認 くだ さい 社 の 各種 サー ビス に 利用 させ て いた だ きま す 。 詳 細 は クラ ブ 
金額 の 取消 料 を 申し 受け ます 。 〇 旅行 開始 前 の 当社 に よる 旅行 契約 の 解除 及び 払い 戻し ツー リズ ム の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


お 客 様 の 人 数 が 、 最 少 催行 人 員 に 達し な か っ た と き は 、 旅 行 開始 日 https://Www.club-tcom/ct/information/function/covenant/privacy/ 


E 還 052(300) 001 1 回 050(3852)0087 :※ こ の ベー ジ の 人 画業 所 は 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受付 (日 - 祝 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15 こ 17:30 ン ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 
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50 と トイ レ 付 大 3 
ー 0 (2 。 
0 ノ アン 


ュー リス 


Ha くい きめ CU 上 ョ ョ 、 


還 語 27( 久 日 yes 能 傘 の 日 ト 


ms 丘 昌 日 054-C70 | [ 出 史 
ー 締 お 0 どり 枯 和 代金 国 1 名 圏 20 名 還 同 行 胃 な し 2 に 
3 # ま G① っ 2 名 麗 ”O9.900 中 四 可 mg 名 近鉄 パス 同等 生 い そっ お レポ 、 折 の ば だ 拓 り 
Ns ょ を ey 氷見 ( 水 見 の 褒 ぷり の し ゃ 記し ゃ の 昼食 )= な まこ や (日 本 三 大 珍味 「 こ の わ 杜氏 に 数 えら れる 能登 杜氏 に よる 「 濃 厚 で 華 
3 と た I や [ く < ちこ ] な ど 能 登 の 地酒 に よく 合う 能 全 珍 味 の 買 い 物 )= 〇 任 馬 酒食 業 明治 2 年 の 老舗 や か 」 と 評 され る 日 本 酒 を お 楽し みく だ さい 。 
ーー < り 味 1 油 司 に て 敵 物 / 能 登 の 地価) 人 ( 一 昌 ホ テル に チェ ッ フイ ン ) … 割 直 訪 (を が 世間 札 ) 還 本 
人 と 島 港 で 水揚げ され た 天然 「 輪 島 ぐ ] フ ルコ ー ス の 夕食 。 ぬ ぐ の ヒレ 酒 付き ) … 輪 島 - ホ テル ルー ト 四 チー 
登 葉 科 之 。 イン 輪島 【B】 ( 泊 )  ※ 輪 島 朝 市 まで 徒歩 園内 の 、 温 泉 大 浴 場 完備 の ホテ ル に 宿泊 量 必 急 銘酒 [大 江山 」 
に N、 放 ) 。 輸 島 (9:30 の 出発 まで 、 道 の 駅 すず や 輸 島 朝市 散策 な ど 各自 ご 自由 に お 過ごし くだ さ / 松 渡 注 人 
有 有 た 倒し に 革 。 い )= 〇 塩田 村 (日 本 唯一 の 製 電 方 法 を 見 学 )= 〇 松波 酒造 依 業 140 年 の 酒 を 見 学 ノ 日本酒 の イメ ー ジ (*) 台 
ラーン ーー 3 入 。 2 能登 社 氏 に よる 極 守 人 込み を 続け る 銘酒 [大 江山 」) = 能登 風土 ( 役 付き 焼き 特 英 牡 凡 フ 2 日 目 尽 食 時 に は 、 
0 間 齋 ライ を きむ 能登 か さ 御 騰 の 昼食 。 牡 斑 を 味わう た め に 造ら れ た 数 馬 酒 造 [ 竹 葉 ・ | 人 穫 。Chikuha Oysterl 1 本 付き 
0 Chikuha Oysterl 1 杯 付き ) = 名 古屋 駅 (20:00 予 定 ) 司 中 雪 馬 酒 人工 *Chikuha Oysterl1 杯 付き 


PASS 


名 湯 道 後 温泉 に 宿泊 2 人 し 2 トッ He 導 2> 境 


ひめ 


回 伯 。。 csxsegA 愛 / 既 の 媛 スマ | 伊予 の 媛 資 海 」 2H 天 


アン 00Ne 


アア 


Em 生日 S()O1.C70 | [出発 日 | 天 19 (月 ) 日 


お ひと り 様 旅行 代金 (2 一 4 名 1 室 ) 騙 12 ( 木 ) 日 


89, 900 申 1 名 1 室 国 1 名 圏 10 名 画 同行 な し 
5.000 円 増 較 不 可 Me 叶 呉 交 通 バ ス 同 等 


名 古屋 (8:30-9:50 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 福山 = 〇 癌 の | 
浦 (ノスタルジック な 港町 の 風景 ) ニ 福山 (瀬戸 内 の 魚介 を 
いた 和食 膳 )= 〇 大 山 入 神 社 (愛媛 県 内 最 古 の 神社 ) ニ 松山 ・ 
] 日 本 料理 すし 丸 ( 全 生生 | 
ーー 愛媛 の ブラ ンド 人 「 媛 スマ ]」 の 中 で も 最上 級 と 言わ れる 「 伊 予 | 

0 Pt の 媛 四海 ] を 使用 し た 会 席料 理 ) = 道後 温泉 - ホ テル ルナ パー | 
3 | ク 【B】 ( 泊 ) ※ 名 湯 ・ 道 後 温泉 の ホテ ル に 宿泊 日 司 基 

道後 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 )= 〇 松山 城 (「 現 存 12 天 守 」 | 
に も 数 えら れる 名 城 を 見 学 プ 往復 ロー プ ウ ェ イ の 乗車 付き ) | 
2 ニレ スト ラン 門田 (瀬戸 内 風 フ ラン ス 料 理 の 昼食 )= 大 陽 市 
(愛媛 県 だ け で 穀 培 さ れる ブラ ンド みか ん 「 紅 ま ど ん な 」 1 価 
ご 賞味 )= 松 山 一 特急 「 し お か ぜ ] 号 一 岡 山 一 新 幹線 「 の ぞ | 
み ]」 号 一 名 古屋 (19:30 一 20:30 着 ) 負 司 昨 


6 現存 12 天 守 の 
7) ひと つ 


【 沈 の 召 下 
の イメ ニ ジ : 


a/ か し 寺 
5 の ED220 


市 場 に な か な か 流通 し な い 幻 の 魚 「 ス マ 」 。 愛 媛 県 * 愛 
南町 で 養殖 され た メス マ は 「 媛 スマ 」 と 呼ば れ 、「 全 身 ト ー 
ロ 」 と 言わ れる 高級 魚 で す 。 臭 み の な いき め 細 や か な 脂 ホテ ル 
が 乗り 、 な め ら か で 柔らか い 食 感 が 特徴 。 そ の 中 で も 最上 ルナ *ー ク 
級 の 伊予 の 媛 貴 海 ] を ご 牛 味 くだ さい 。 ノ 天 


間 往 和 と り | ・ レ ギュ ラー シー ト 利 用 ( ーー 
人 | グラ ンド * コー 流 史 jc 愉し む を の 人 トラ フグ 


馬 康 還 軒 F0051.C70 


お ひと り 欄 旅行 代金 (2 一 3 名 1 室 ) 出発 日 ] 
69,800 由 素 司 19 (月 )・23 ( 金 ) 日 年 の 歳 月 を か け て じっくり 大 切 大 


1 名 1 室 10.000 円 増 部 屋 数 限定 ) 四 還 19( 木 )・20( 金 ) 日 

国 1 名 圏 15 名 画 同行 困 な し 固 不 可 隊員 近鉄 バス 同等 
近鉄 名 古屋 (ゆっ くり 9:00 一 10:00 発 ) 近鉄 特急 [ ひ の と り 」・ レ ギュ 
ラー シー ト … 津 … 大 阪上 本 町 = 農家 レス トラ ン 陽 褒 料 ( 畑 の 中 の レ 
スト ラン で 季節 の 野菜 を 使っ た ラン チ )= 〇 あわ じ 花 さじ き ( 菜 の 花 や 

1 スト ッ ク な ど 季 節 の 花々 観賞 ) ニ 淡路島: グラ ンド ニッ コー 淡路 【A】 


こ 育 て られ 、 質 ・ 量 と も に 極め た 淡路 *” う 

島 の ブラ ンド ふぐ を ご 賞味 くだ さい 。 

※ 仕 入れ 状況 に より 淡路 島 三 年 と ら 
点 ぐ が 用意 で き な い 場合 は 、 他 県 


産 の ご 提供 と な る 場合 が あり ます 


宿泊 - 淡路 島 


泊 ) ※ 早 め の 15:30 頃 の 到着 ※ 夕 食 は [淡路 島 三 年 と ら ふ ぐ 会 隊 A 
席 」 に 舌鼓 日 略図 レル ルス 
淡路 島 = 〇 大 塚 国際 美術 館 (世界 の 名 画 が 陶板 で 原寸 大 に 再現 され た ニッ コー 

2 美術 館 に 約 5 時 間 滞 在 ノ 自由 昼食 )= 大 阪上 本 町 … 近 鉄 特急 「 ひ の と シス ティ ー ナ ・ ホ ー ル  ※ 写 真 は 大 塚 国際 美術 館 の 1 
り ]・ レ ギュ ラー シー ト * 津 ゞ 近鉄 名 古屋 (19:00 一 20:10 着 剛 昨 曰 展示 作品 を 撮影 し た も の で す 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


コー ス 内 | 男 ( ツ アー ディ レク ター[ 深 乗員 ]) 国 ( 受 付 人 員 ) 圏 (最少 傘 行人 員 ) 囲 (1 名 参 2 ze 計 避 (利用 バス 会 社 ) 困 直 (羽田 新 に 国際 ・ 中 部 国際 ・ 北 
マー ク の | 福岡 国 際 . 民 空 洪 の 名 空港 を 利用 する ツア ー は 、 空 港 料 (片道 あたり ) 肖 田 ノブ 、 新 千歳 大 人 370 円 仙台 ン 大 人 290 由 伊丹 ノ フ A340 内 / 大 440、 中 大 人 
見 方 | 40 円 北 州 / 大 人 100 円 福岡 国際 / 大 人 110 円 . 那 本 ノ 大 人 240 円 が 別途 必 た がり まり =( バ パス )= OR) … JR 以外 の 私 鉄 ) (トロッコ ) ヴー- アル また は リフ ト ) 
(水上 交通 ) か (航空機) …( 徒 歩 また は 自由 行動 ) 古 ( 朝 食 ) 届 (昼食) 因 ( 食 ) 囲 (弁当 ) 國 (夜食 ) 弄 (部 屋 食 ) 層 ( 葉 食 ) 日 (な し ) OO 坦 間 め O(F 0 ES 
クラ ブツ ー リ ズム PASS 自販 応 6 と 人 会 の お 申し 込み は 
会 員 特典 あり ます 割 | クラ ブッ ー リ ズム PASS 全 員 4 WU 円 割引 の 会 中 が ある コー ス WEB 限 定 / 2 


ンス 福井 県 で 水揚げ され た 雄 の ズワイ 還 NW [ml 哲 か ら 「」 を まで 県 内! 
、 いし の / ニ で 、 脚 に つい た 章 色 の タグ が その | 譜 s 浪 師 の 想い が ひと つ に な っ て 


日本 海 の 和 の 味覚 の 王様 


ンド 04 


証 。 水 深 約 300m の 深い 海 の 中 に 生 | 放 軸 還 敵 全 誕生 し た ブラ ンド 蟹 。9cm 以 上 の 

記 雪 し て いま す が 、 越 前 海岸 漁場 が | 還 請 計 人 詳 の ズワイ ガニ で 青色 の タグ が 

肝 三 謗 江 く 新鮮 な 状態 で 運ば れ て きま す 。 還 2 目印 。 太 い 脚 に ぎっ し り と 詰まっ 

ぷり ぷり の 食 感 と と ろ け る よう な 甘 さ 、 叶 貞 提供 / 凍 た 甘く 級 細 な 旨み の 身 と 濃厚 な 
コク の ある カニ 味噌 が 特徴 で す 。 遇 INDaE 噌 が 自慢 で す 。 


っ た リス AO ト 同 窟 化 計 お トイレ だ 元 ゆっ た リバ ス 〇 3) 
人 間 自民 が 浴 へ ー /> ウー トッ " 
時 | と の 宿 こ ば せ 」a 対 四 六 riyauvri い 人 品 屋 伝 銃 の | 大白 お あげ し ぁ 


(| 箇 ま | WI 8 較 ん の 味 唱 約 800 グ ラム 以上 2 グ 付 3 越前 ず わい 明 1 反 を 提 

陣 3 軸 剣 業 大 正 14 年 
で 陣 記 EL 
明治 3 年 開業 の 「 ふ る さと の 


宿 こ ば せ ] は 、 食 道楽 と し て も | - 天然 の 越前 に が り 、 国 産 大 豆 、 国 
知ら れる 作家 ・ 開 高 健 が 愛し た 上 ー 国産 業種 油 を 使い 、100 年 近く 受け 
老舗 で す 。 ほ ぐし た 蟹 の 身 と 甘 織 根 5 か 3 還 浴 が れる 油揚 げ を ご 賞味 くだ さい 。 
み の あ る ミソ を ご 飯 の 上 に 載せ ot p ま 
た 贅沢 な 「 開 高井 な ど 、 越 前 
ガニ 料理 を お 楽し みく だ さい 。 


ツー へ ら 烏 較 


wa * 
ご OS 3 提 生 - 


且 語 寺 の イッ メニ ジ 4 ンー 


2 
S 


の 
ンプ 


| 丁 茹 証 8053.C70 


章 を 9 $ $@ る @ る  $ $@ ぐる る お 
| お O と り 様 行人 金 (1 21 室 ) | 技 介 本 直近 党 間 堂 拉 エ 多 独 革 本 0 
| 79.900m まし で まく まう 
| 出発 日 由記 25( 金 ) 日 ちり し ま 全 さ の 9 上 り 上 き 
馬 引 13 ( 金 ) 晶 ま 息 る 革 は を 天 。 信 ね 03 わぁ うり 
※ 内 容 は 変更 と な る 場合 が あり ま Pr 記 バス 同和 ” "ーー ピー 人 
| EE 6 出発 日 | 玉 作 | 』 名 古屋 駅 (ゆっ くり 9:00 発 ) = 谷口 屋 ( 卓 業 大 正 14 年 、 伝 統 の 「 太 白 お あげ ] を 作り 続け る 谷口 屋 の 油揚 
gm 98040LC20 国 1 名 1 | 1 げ 御膳 の 昼食 )= 〇 永平寺 ( 約 770 年 の 歴史 を 誇る 曹洞宗 大 本 山 / ガ イド 同行 )= 福 井 . ホ テル フジ タ 福 
代金 DO,000 円 5 三重 交通 同等 | 』 井 【B】( 泊 ) ※ 夕 食 は 1 杯 約 800 ブ ラム 以上 の タグ 付き 越前 ず わ い 組 と 旬 の 福 の 井 全席 還 
名 古屋 駅 (8:30 発 )= ぬ る さと の 宿 こ ば せ (開高 丼 と 越前 ガニ フ | 福井 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 〇 越前 岬 ( 冬 に 咲く 可憐 な 水仙 の 花 を 観賞 ※1 1 H25 日 出発 の 越前 
ルコ ー ス を ご 賞味 )= タ ケ フ ナ イフ ビレ ッ ジ (伝統 工芸 品 [ 越 前 打 較 講 2 幅 の 水仙 は 屋内 で の 観賞 上 な り ま す )= ニ ビス トロ UN (予約 必至 の 古 民 家 レ スト ラン ノ 地 元 福井 
物 ] の 工場 見 学 や 話題 の フォ オト スポ ッ ト は 必見 ) = 越前 そば の | の 食材 を 使用 し た コー ス 料 理 の 昼食 )= 越 前 そば の 里 ( 冬 銘菓 水 羊 美 の 試食 )= 日 本 海 さ か な 街 
里 ( 越 前 そば の 試食 と 買い 物 )= 名 古屋 駅 (18:00 予 定 ) 日 属 日 | (日 本 海 側 最大 級 の 人 市 場 で 買い 物 ) ニ 名 古屋 駅 (早め の 17:00 予 定 ) 古 略 昌 


| 者 全 江 代 を する 名 結 村 キ | 材 ま 全 城 楼 | 
<2 請 > の 。 タ グ 付き 能 骨 と 山中 温泉 吉祥 や まな か 上 


お 品書き ( う 衝 中 用 2 画 語 馬 軒 料 考 全 城 様 で ミニ 会 
條 痢 活 天狗 弁 析 洒 料 計 全 城 本 
くめ プ た 明治 23 年 創業 の 金沢 を 代表 する 老舗 料亭 。 地 元 の 厳選 食材 に よる 伝統 的 な 
多 造 時 プ れ 能 胡 ( 豆 2 本 、 爪 1 本 ) と 加賀 料理 と 、 代 々 継承 し て きた 貴重 な 器 や 美術 品 な ど 、 五 感 で お 愉し みく だ さい 。 
日 本 海 の 幸盛 り 合 わせ 1 
寺社 名 物 プ 加 能 般 塩 釜 叩 布 焼き 土佐 酢 
祭 し 物 プ カ 能 左 燕 乱 蒸 し 
( 員 2 個 、 足 2 本 、 小 1 本 ) 酢 林 
把 物 ご カ 能 左 ( 史 2 本 ) と 海 考 と 
加賀野 菜 の 天 婦 如 
食 事 プ カカ 能 胡 下 名 飯 (中 小 1 個 、 肌 2 個 ) 
赤 出 汁 香の物 
人 デ ザー ト / 木 基 ' の ババ ロア 
mo PtSrES 林檎 の タル ト 果実 1 竹 
※ 悪 大 候 等 に より 、 ま MEANDC よ リー 夫 が ES る 基 が あり ます 


6 中 下 温 22 


ーーー ーー テー 


emm 


5 回 1 名 遼 10 名 還 同 行 四 な し 較 不 可 
Es 半 HOO050.C70 | ン 計 阪 時 バス 同和 
お ひと り 様 旅行 代金 (24 名 1 室 ) 


71 1 150, 000 金沢 を 代表 する 老舗 料亭 [料亭 
加賀 の 拘 を 尽く し た * お も て な し "が 自慢 の お 宿 。 開 湯 円 金城 機 | と 、 お も て な し か 自慢 の 吉祥 
1300 年 を 誇る 名 湯 と 、 加 賀 の 山海 の 幸 を 五感 で 味わう 1 名 1 に 増 (部 屋 数 限定 ) や まな か で の タグ 付き 加 能 蟹 会 席 を 


も 。 > 。。 。 "な 井 と eo:。 


料理 を お 楽し みく だ さい 。 人 出発 比 同 9( 金 ) 日 よ AA ーー 
伝 銃 芸能 「 山 中 節 の タ ベ べ 」 も お 楽し み 蘭 語 25 (Ch 日 企画 担当 者 今村 亮 大 


sm ナチ テ ryr で 、 


名 古屋 駅 (8:00 発 )= 料 亭 金城 本 (古都 金沢 を 代表 する 老舗 料亭 に 
金 昌 漆 北 て ミニ 会 席 の 昼食 )= 兼 六 園 (四季 折々 美しい 日 本 名 園 を 自由 前 
濯 を gg 別 ] 策 )= 山 中 温泉 ・ 吉 祥 や まな か 【A】 ( 泊 ) ※ 早 め の 16:00 頂 到着 予定 
汰 = ゴゴ 誰 。 ※ タ 食 は タグ 付き 加 能 角 会 席 を ご 用 意 
3 還 ニ 衣 _ ※ 山 中 節 の 披露 な ど を お 楽し みく だ さい 日 還 了 
っ の 桂 | 唱 ※ 山中 温泉 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 〇 三国 ( 北 前 船 交 易 で 栄え た 湊町 を 現地 
で pk 人 層 ぶ 2 ガイ ド と 散策 )= 寿 し 吉田 (せい こ 角 と 新鮮 な 寿司 の 昼食 )= 越 前 そば の 
園 う 供 石 川 県 0 s 4 。 た 里 (ぼたもち の ティ ー タ イム )= 名 古屋 駅 (早め の 16:50 予 定 ) 生 合 日 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


際 ラン ク 「 弊 社 独自 調査 ] と 「 お 客 様 ツ アー アン ケー ト 」 に も と づい て 宿泊 施設 の 設備 を [S・A・B・C] に 分 類 し て いま お も て な 憎 窒 「 お も て な し の 宿 ] と は 、 実 際 に 宿泊 され た お 客 欄 
AM す (S が も っ と も 良い ) 。 詳 し く は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 ※ 行 程 内 の 【S】 【A】 【B] 【C】 で ラン ク を 示 re か ら の ツア ー ア ン ケ ー ト (お も て な し 評点 ) を も と に 


2 ん し て いま す が 、 ア ン ケ ー ト が 規定 数 に 満た な い 場合 、 ま た ビジ ネス ホテ ル 、 シ ティ ホテ ル は 除外 し て いま す 認定 し た 「 お も て な し 満足 度 」 の 高い 宿 で す 。 


052(300)0011 050(3852)0095 ※ こ の ベー ジ の 全 画 実施 営業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電話 受 付 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15 こ 17:30 ン ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


25 


弊社 A ラン ク 以 上 の 出発 地 か ら ツア ー デ ィ レ クタ ー( 添 乗員 ) よ り 午後 5 時 30 分 まで の 早め の お 宿 入 り 

指定 旅館 ・ ホ テル を 利用 帰着 地 ま で 代表 者 様 へ 電話 また は メー ル に よる ご 挨 拶 。 ※ 渋 潮 状 況 . コ ー ス に より 時 間 が ずれ る 場合 が あり ます 。 ま た 宿 

※ た だ し 時 社 A ラ ンク 以外 で も 、 地 域 に ぉ い ツア ー デ ィ レク ター プ 15 名 様 か ら の ご 参加 で ツア ー は 泊 施 設 外 で の 夕食 の 場合 は 対象 外 と させ て いた だ きま す 
ME (添乗 員 ) が 同行 出発 し ます ゆとり の 行程 で の ん びり 快適 な 旅行 を 実現 


ー 則 論 絢 斑尾 高原 の 温泉 リゾ ー ト ホテ ル に 宿泊 
日 本 海 の 絶景 望む 観光 列車 [を ちご トキ めき リゾ ー ト 雪月花 」 
共 っ 赤 に ジ ゃ れ た 吉備 志 某 必 問 めく 93 、 12 


大 き な 窓 か ら 眺 め る 日 本 海 


邊 月 化 」 ( 只 鋼 川上 越 高 間 ) 信 泊 2 ム 軸 や 富山 を 楽し みな が 6 観光 


唱 


列車 で の お 食事 を お 召し 上 が 
りく だ さい 。2 日 目 は 庭園 を 染 
め る 紅葉 も ご 覧 
いた だ け ま す 。 


企画 担当 者 鈴木 彰 啓 。 


コー ス 番 号 間 5340. C70 | [出発 日 | 下記 3( 木 * 祝 ) 日 


NM 100, 000m 1 名 1 室 10.000 円 増 


回 1 名 圏 10 名 還 同 行 時 な し 固 不可 D 魚沼 中 央 トラ ンス ポー ト 同 等 
名 古屋 (ゆっ くり 9:00 一 10:00 発 ) 一 特急 「 し な の ] 号 一 千種 ・ 
多治見 "中 津川 一 長野 一 新幹線 「 は く た か ] 号 一 糸魚川 観光 
列車 「 え ちご トキ めき リゾ ー ト 雪月花 」 (鮮やか な 朱色 が 目 を 引 

用 く 塗装 と 大 き な 窓 に 木 の ぬ くも り を 感じ る 費 を 尽く し た 観光 列 

ン 車 内 で は 和食 を ご 用 意 。 日 本 海 や 妙高 山 を 眺め な が ら の 
昼食 ) ゞ 上 越 妙高 = 斑尾 高原 ・ ホ テル タン グラ ム 【A】 ( 泊 ) 

※17:30 頃 の 到着 予定 。 自 然 豊 か な 斑尾 高原 に 建つ リゾ ー ト 

ホテ ル で ご ゆっ くり 。 夕 食 さ 和 洋 折 唱 料 四 を ご ) 日 悦 較 

因 高 原 ( ゆ っ くり 9:00 出 発 )= 〇 小林 十 径 記念 美和 上 越 

か り の 画家 ・ 小 林 古 径 邸 を 復元 し た 美術 館 庭園 を 飾る 紅葉 

| お 楽し み )= 百 年 料亭 宇 喜 世 ( 国 登録 有形 文化 財 の 歴史 あわ る 

| 族 建物 で いた だ く 昼 会 席 )=O 〇 松 回 山 荘 ( 大 正 15 年 以降 に 庭師 2 

上 較 代 の 手 に よっ て 造 国 さ れ た 名 園 の 紅葉 を 観賞) 上 細 和 商 

( 


魚や か な 朱色 の 車体 が 印象 的 な 新湯 上 
上 越 地 方 を 走る リゾ ー ト 列車 。 国 内 最大 級 
を 誇る 大 き な 窓 か ら 日 本 海 と 妙高 山 の 変 

化 に 富ん だ 絶景 を お 楽し みく だ さい 。 


ご % 


一 長野 一 特急 「 し な の ] 号 一 中 津川 ・ 多 治 


ら 信 美術 1 ii | 較 見 - 千 条 る 古 屋 (19:0020:15 導 ) 還 日 
0 月 下旬 一 1 1 月 下旬 ※ 紅 葉 の ご ろ は 人 年 10 有 下旬 一 11 月 下旬 ※ 干 種 * 多 治 見 ・ 中 津川 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


割 縮 羽入 條 新幹線 「 こだま 」 号 欧 グリ ー ン 車 利用 (名 古屋 京 痢 間 
疾 ま THP HOTBL HIGASHTYAMA by Kyoto Tokyu Hotel- 宿 泊 
" 芝 し た 抽 党 和音 | 野 早 一 味 庵 美山 荘 」 と 共編 | 革 内 な か ひがし 」 の 


※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 例年 


し う 円 アト 細 B い 京 京都 東山 
- ( 3 症 Mi 泊 THE HOTBL 
完全 予約 制 の 名 店 。 店 主 邊 公 護 寺 HIGASHIYAMA 
ら が 野山 に 分 け 入り 、 収 穫 し た すご | 開 思 本 by Kyoto Tokyu 
四季 折々 の 食材 で 織り 成す 、 りら 氏 生 
食材 の 良さ を 最大 限 に 引き 出 生還 訴 -。 泰三 
| し た 日 本 料理 が 楽し め ま す 。 理 胡 中 東 久 訂 氏 納 方 柚 較 
時 2 日 宰 丈 | 』|20225 月 14 日 - 
ト 。 絵 ” |2023 年 3 月 31 晶 
京 尼 ・ E: ] く 
且 に の あ 0 所 回 話 軒 H8069.c70 中 衣 7( が ・1 4 日 台 26( ホ 日 
旅館 。 土 地 の 趣 を ふん だ ん に 2 10 000p 作 上 


取り 入れ た 唯一 無 二 の 料 理 ・/ 下 素 回 1 名 較 8 名 国 同 行 還 な し 細 不可 AS 滋賀 観光 パス 同等 
名 古屋 (ゆっ くり 9:30 一 1 1:00 発 ) = 新幹線 「 こ だ ま ] 号 (ブリ ー ン 車 ) = 岐阜 羽島 


5 代目 人 

摘 草 料理 を ご 堪能 くだ さい 。 中 東 久 人 氏 本 理 se 
米原 一 京 た 完全 予約 制 で 予約 困難 な 名 店 。 

中 2 和久 人 は 委 な 人 上 、 そ の 人 PO を 人 な い 事情 に より お 語ら っ し ゃ 5 な い 生か あ り ます 


1H 上 アー 個人 で は 行き に く | 馬 宰 絵 特別 公開 ) 間 茶 寮 ( 選 りす ぐっ た 京野 菜 や 新鮮 な 旬 の 食材 を 使っ た 伝統 
下鴨 茶 穴 ミ き $ 


い 料亭 「 野 草 一 味 庵 的 な 京 料理 を ご 用 意 。 美 し い 庭園 も ご 覧 くだ さい ) = 京都 東山 ・THE HOTEL 
和 や 幸 な ※ だ =| 、 
1856 年 、 歴 史 と 伝統 に ング El 美山 荘 」 と 「 草 喰 な HIGASHIYAMA by Kyoto Tokyu Hotel( 泊 ) ※2022 年 7 月 オー プン の ホ 
彩 られ た 老舗 。 料 理 や お も 呈 


E3 か ひがし 」 の 貴重 な テル に 宿泊 ※ 夕 食後 の 宿 入 り の た め 、20:00 頃 と な り ま す 曰 悦 因 
た 。 ぜ ひと の 機会 に | 較 氷 部 東山 (ゆっ くり 9:00 出 発 ) = 野 草 一 味 庵 美山 荘 美食家 が 集う 、 京 都 奥 座敷 


て な し の 心 に 京都 の 独自 穫 e 
と 加 ね 待ち し て ね | 較 の 名 店 。 人 里 離れ た 自然 曹 か な 花 脊 で 、 季 節 の 味 を お 楽し みく だ さい ノ ゆ っ た ! 
の PE の 2 お 待ち し て お | 3 時間 浦 在 )= 京 者 一 新 幹線 [こだま 」 号 (プリ ー ン 車 ) 一 米原 ・ 財 羽島 一 名 古 
り 了 上 3 陳 ee 屋 (18:00 一 19:10 着 研 司 日 
AE 企画 担当 者 今村 亮太 | ※ 破 邊 沢 島 - 米 原 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


mi HHS029-C70 田 0 (本)・14 (月 ・15 (W) 日 og%Bk 催行 決定 馬 議 / 拉 る 生 
N H 料 二 に 

ーー 8 野草 一 味 誠 共 山 放 ひ っ た り 約 3 財 間 下 日 帰り | 自 715 
送 各 5 計 [ 野草 一 味 應 美山 荘 」 の 捕 草 料理 人 
以下 ※ 当 ツア ー は 本 誌 で は お 申し 込み で きま せん 。VVEB で 詳細 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 計 編 守 


26 


IA 


2/ 


= ミワ ン ラ ンク 上 の 旅 デ 
O WEB で も ご 紹介 し て いま す 


- ツ w に ーー 4 N ) $% ピ 9 
ペ ア アパ プ ーー ッ ジ | プレ ミア ム ス テ ー ジ 国内 [検索 の お 約 


10 PO ザ . ペ ニン シュ ラ 東 京 2 
"。 。  。 レスト ラン の 逸品 を 一 度 に 味わう 美食 体験 
上 東京 千代 田 区 1 ナ か ッ * テ ル &97ー ト 


皇居 外苑 と 日 比 谷 2 公園 の 向かい と いう 最高 の ロケ ーション - レー 
に 建つ ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 時 1 で コ 
スピ タリ ティ を 引き 継い で いま す 。 ン 


選 18 肢 装 


ハワイ ・ ホ ノル ル の 名 門 ホテ ル の 名 を 冠 | 明和 初期 に 小笠 原 長 電 伯爵 の 邸宅 と 

し た 横浜 みな と みらい の ホテ ル 内 の レス ト | し て 建て られ た スパ ニッ シュ 様式 の 館 。 

TP 2 っ に だ さま す 。 ラン 。 モ ダン な 空間 の 中 、 グ ラマ ラス で 独 | シェ フ の 遊び 心 と テク ニッ ク が 創り 出す 最 

cn223 と AA ET 02 は た だ さき まう 人 6 な イタ リア 衝 理 を ご 質 味 く だ きい 。 | 先導 の スペ イン 符 理 を お 玉 し みく だ さい 
1 間 WW AN NN 


忠 S こ 出 


CI gs 生日 S0063-.C70 月 ) 日 国名 圏 8 名 画 同 行 


お ひと り 様 旅行 代金 200, 000m 1 室 30.000 憎 較 な し 較 不 可 


(2 一 3 名 1 室 ) 人 部 屋 数 限定 3 杉崎 観光 バス 同等 

名 古屋 (ゆっ くり 9:50 一 10:30 発 ) 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (グリーン 車 ) 一 新横浜 
ザ ・ カ ハラ ・ ホ テル & リ ゾー ト 横浜 (ハワイ ・ ホ ノル ル の 名 門 ホ テル の 名 を 冠 し た 
則 ラブ ジュ アリ ー な ホテ ル ノ イ タリ ア 料 理 [RISTORANTE OZIO」 に て ラン チ )= 

日 本 最大 の イス ラム 教 寺 院 (モス ク ) 「 東 京 ジャ ー 〇 横浜 赤レンガ 倉庫 (自由 散策 )= 東 京 千代 田 区 . ザ ・ ペ ニン シュ ヌ 東 京 ( 泊 ) 

ミイ ]」 や カト リッ ク 教 会 「 東 京 カテ ドラ ル 聖 マリ ア 大 | 議 ※ デ ィ ナ ー は 4 つの レス トラ ン 、 パ ー を 巡る カリ ナリ ー・ ジ ャ ー ニ ー 日 司 
ee 時 」 な ど プ チ 海外 旅 行 気分 を コン セプト に し て い | 較 東京 千代 連 (ゆっ くり 10:00 出 発 )= 〇 東京 ジャ ー ミ イ ( 美 し い モス ク を 案内 人 
東京 ジャ ー ミ イ 較 ! で 旅 す る か の よう に 巡り な が ら シ ェ フ 珠玉 の 逸品 と | 有 付 さ で 見 学 )= 小 笠原 伯爵 邸 (歴史 的 建造 物 で 味わう スペ イン 料理 )= 〇 東京 カテ 
本 最大 の の ペニンシュラ が 誇る お も て な し を 体感 し て くだ さい 。 較 ラル 思 マ リア 大 型 人 筑 表 . 有 下 健三 氏 が 設計 し た 蘭 峰 で 神秘 0 的 な 各党 東 


イス ラム モス ク 人 この 


企画 担当 者 若林 真美 京 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 (グリ ー ン 車 ) 一 名 古屋 (18:00~19:00 着 劇 司 口 


19 を 箇 本 計 を ーー イー ーー ュー ナー と (2Hm 
we = 白 | 貸切 で 楽 し む 伝 統計 能 「 ト 田 雲 者 」 の 舞 * 2 


B 海抜 56m の 高台 に 建ち 、 晴 れ た 日 に は 伊豆 
WT ーー 、」 七島 まで も 一 望 で きる 「 美 し い 景観 」 と 、 新 鮮 な 
下田 東急 ホテ ル 山海 の 幸 や 温泉 を ご 堪能 くだ さい 。 


真人 JR 東日本 
往 | 特急 [サフ ィ ー ル 踊り 子 
路 利用 (反っ 伊 人 下田 間 ) 


車 


lx) メ 


| コー ス 番 号 | 日 8275-C70 | 国 1 名 圏 14 名 画 同 行 困 な し 回 不可 meS 半 ド リー ム 観光 バス 同等 
人 旅 行 代金 ] ( )(),()()() 円 1 名 1 室 10.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 輔 且 6( 金 日 


FF 
5 
昌 


天然 木 を ふん だ 名 古屋 (ゆっ くり 9:00 一 10:00 発 ) 新幹線 「 こ だ ま 」 号 一 三河 安城 ・ 豊 
ん に 使用 し 、 伝 統 工 記 壮 3 橋 ・ 浜 松 一 熱海 一 特急 「 サ フィ ー ル 踊り 子 ] 号 (グリ ー ン 車 ) 一 伊豆 急 下 
中 時 EE 革 が 散り ば め られ 1 〇 了 仙 寺 (住職 に よる 特別 セミ ナー 日 本 開国 物語 」 茶 菓子 を い [ 
: mm た 空間 で 、 下 田 湾 た だ き な が ら 歴 史 の 舞台 と な っ た 往時 を 学 点 ) ニ 下田 温泉 ・ 下 田 東急 ホ 
Pe 本 に 還 間 | の 也 誤 と 生食 を お テル 【A】 ( 泊 ) ※ 早 め の 15:30 頃 到着 日 日 較 
隔 S の イス 開 計 較 還 還 楽し みく だ さい 。 温泉 (ゆっ くり 9:30 出 発 )= 〇 下田 (水戸 岡 鋭 治 デ ザイ ン の ロー プ 田 
ee ウェ イ に 乗っ て 開国 の 町 を 眺望 と THE ROYAL HOUSE に て 昼食 )= 〇 
上 往路 は 全車 両 グリ ー ン 車 の 特急 「 サ フィ ー ル 踊り 子 ] 号 小室 山 リ ッ ジ ウォ ー ク ^MISORA" (リフ ト で 山頂 へ ! 海 * 空 の 雄大 な 自然 血 
乗車 。 夜 は 伊豆 の 地産 地 消 に こと だ わっ た ディ ナー と 下田 1 還 較 景観 を 360 度 お 楽し みい た だ ける 新た な ビュ ー ス ポッ ト ) = 三島 一 新 幹 
の 伝統 芸能 「 下 田 芸者 ] の 舞 と 三味 線 を 本 ツア ー 限 定 で 還 計 線 「 こ だ ま ] 号 一 豊橋 ・ 三 河 安城 一 名 古屋 (18:30 一 19:30 着 ) 鐘 悦 日 
ae 全 画 担当 者 今村 亮 太 電信 遂 ” | ※ 三 河 安城. 眉 駅 て 系 下 車 希 中 の 方 は 予約 時 に ご 相 設 くだ さい 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 軸 、 入会 の お 申し 込み は 回 党 回 
会 員 特 典 あ り ま す 割 | クラ ブッ ー リ ズム PASS 会 員 4 が ある コー ス WEB 限 定 / 補 二 


本 (300) 001 1 隊 050(3537)5250 * こ の ベー ジ の 人 画 . 実 施業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 和 電 庄 受付 (日 - 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15 >17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


ム と 4 に | 


0 
以下 


回 誠 再 H8032.c70 


お ひと り 様 
旅行 代金 

比 避 16( 金 ) 日 
騙 引 20( 金 ) 日 


| mkEE | 


19.800 円 : 半 き 物 ン 秒 


トイ レ 付 足元 ゆっ た り バ パス (10 列 ) 


明宝 ハム 場 見 学 と まる で 給 画 の 世界 ! 衣 基 
飛騨 と ら ふ ぐ と 飛騨 牛 会 席 


飛騨 と ら ふ ぐ と 飛騨 重 会 


居 o 下 人 
お 吊 書き $ 先 付け / て っ ぴ 


* り / 洲 民 5 ふ < て っ き 外 放 サ ー モ ン ここ 
耕 と ら ふ ぐ 炎 り 


$ 阪 物 替 り / 飛 憧 と ら ふぐ 鉄 友 入り 茶碗 燕 し 
$ 台 物 / 飛 騨 生 す き 焼き 鋼 


< 替り 鉢 ノ 飛 騨 生肉 そば 薬味 添え 
^ 揚 げ 物 飛騨 と ら ふ ぐ 唐 揚げ 
困 な し | $ 御 飯 プ 御飯 ・ 赤 だ し ・ 漬 物 季節 ゃ 仁 


箱 川 家康 ゆか り の 介 寺 * 可 用 斎 で 日 本 最大 級 の 32 段 1200 体 の お 名 様 穫 党 


静岡 「 葛 城北 の 丸 ] で ラン チ | 晶 り 
間 E め れ だ しい 能 尾 神社 化 妖 国 の し た れ 析 
3 5 7、 


加計 還 F0149.c70| 2 し ww 
mm 良 上 0149-C70 月 だ 和 
お ひと り 様 名 梅 ? 

旅行 代金 28.900 申 の 社 
出発 日 及 恩 』20( 月 ) 日 月 剛 内 

国 1 名 圏 20 名 画 同 行 藻 な し 有 有 則 國 


ドリ ー ム 観光 バス 同等 


名 古屋 (8:30-9:10 発 ) 新幹線 「 こ だ 


ま ] 号 一 三河 安城 ・ 豊 橋 一 掛川 =O 能 尾 神社 (圧巻 


日 の し だ れ 梅 ) = 葛城 北の丸 (遠州 の 食材 と 山海 の 幸 を 生か し た 季節 の 彩り 会 席 の 


昼食 / 庭 


人 園 観 軸 )= 〇 掛川 (イチ ゴ 狩 り 食べ 放題 / 約 30 分 )=O 〇 可 朋 斎 (ひな まつ り / 室 内 ぼたん 


観賞 )= 掛 川 一 新幹線 [こだま ] 号 一 豊橋 三河 安城 一 名 古 


屋 (19:00-19:40 着 ) 曰 司 日 


Eikd 圏 20 名 画 同行 リ 
es き 紹 名 阪 近鉄 パス 同等 | * 水 物 ソ デザ ー ト フル ー ツ 一 部 変更 と な る 場合 が あり ま 
日 名 古屋 駅 ⑯: 5 選 飛騨 金山 (飛騨 と ら ふ ぐ と 飛騨 牛 会 席 の 昼食 )= 〇 明宝 ハ 
上 ム 本 社 工場 (工場 見 学 )= 〇 板取 (まる で 絵画 の 世界 ! 通 称 「 モ ネ の 池 ]」) 三 名 古屋 
り 駅 (17:30 予 定 ) 日 司 晶 


※ 三 河 安城 ・ 豊 橋 駅 に て 乗 下 車 希 望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


お ひと り 様 旅行 代金 1 
(1 一 3 名 1 室 ) 


唱 9 ( 金 ) 日 還 1 名 圏 15 名 画 同行 
困 な し 固 不 可 


人 凡 ei 伊予 鉄 パス 同等 


00000m 


名 古屋 (7Z:20 一 8:00 発 )= 新 


治 =O タ オル 美 4 


幹線 
守 館 (タオ ル と アー 


「 ひ か り ] 号 一 岡山 一 特急 「 し お か ぜ ] 号 一 今 
を 融合 し た 世界 で も 珍し い タ オル ミュ ー 


E 岡 子規 の 旧宅 を 模 し て 建て られ た )= 松 
日 略 


ンチ )= 〇 子規 党 
ホテ ル 【B】 ( 泊 ) 


俳人 ・ 栗 田 樽 堂 が 俳 譜 の 道 に 精進 する た 


頭 火 終 六 の 地 )= 〇 戻 申 誠 


=O 
2 め に 作っ た 


庵 )= 松 山 市 


子規 も 愛し た と 言わ れる も ぶり 飯 [ 松 山 鮨 | の 昼食 )…O 松 山 市 立 


内 記念 博物 館 ( 夏 


いつ き 句 会 ライ ブ ) = 松山 松山 東急 REI ホ テル 【B】 ( 連 泊 ) 届 属 日 


(ゆっ くり 1 1 


3 くだ さい )= レ スト ラン 門 
一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 名 古屋 ( 


:00 出 発 プ 松山 城 や 道後 温泉 街 の 自由 散策 な ど 各 自 お 楽し み 


表 小 つき えま 出演 | 真 井 いつ き 名 人 合 ラ イブ] 
億 人 * 正 同 子 規 ・ 枯 加山 頭 克 ゆか り の 松山 


ーー g 拓 時 日 5295-C70 


( 
夏井 いつ き 先 生出 演 ! 


| 夏井 いつ き 句 会 ライ ブ 」 

「 句 会 ライ ブ 」 は 大 人 数 参加 型 の プロ グラ ム 。 講 
師 の 夏井 先生 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と りな が ら 、 
俳句 を 楽し む p こ と が で きま す 。「 俳 句 は 初め て !」 と 
いう 方 こそ 大 歓迎 。 作 品 鑑賞 タイ ム で は 笑い あり 、 
入 き あり 、 と き に は 涙 あり の 俳句 イベ ント で す 。 


夏井 いつ き 先生 
プロ フィ ー ル 


ヒー ニオ 


松山 市 「 俳 句 ポ スト 365」 選 者 。 初 代 俳 都 松山 大 使 。 


会 会 時 
< や < す 三 3) 


(フラ ンス 料理 の 昼食 ) ニ 松山 一 特急 「 し お か ぜ ] 号 


と 司 | 


8:00 一 19:00 着 ) 杏 悦 昨 


いつ き ぐ ⑥ 後 藤 さ くら 


昭和 32 年 生ま れ 。 松 山 市 在住 。 俳 句集 団 「 い つき 組 ] 組 長 、 藍 生 俳句 


イブ は 愛媛 県 松山 市 と JR 四国 の 連携 協定 事業 に よる も の で す ※ 出 演者 は 


※ 秒 
2022 年 9 


※ 行 程 順序 を 入れ 替え 


て ご 案内 する 場合 が あり ます 


す 。 出 演者 の 変更 に 伴う チケ ッ ト の 払い 戻し 、 旅 行 代金 の 返金 は ど ざ いま 


は 、 当 ツア は 本 し ま 


現在 の 予定 で す 。 都 合 に より 、 出 演者 が 変更 と な る 場合 で も 最少 人 員 に 達し た 場合 
せん 


※ 写 真 は すべ て イメ ー 


WEB で 
検索 


コー ス 番 号 
HS8204-C70 


ジ で す ※ 花 の 見 ご ろ は 天候 な ど に よ ! 


クラ ブッ 
会 員 特 ほ 


ー リ ズム PASS 
典 あ り ま す 


前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


環 秋色 に 染まる 箱根 美術 館 の 音 用 と | RM | 回 本 12(3・13 
操 MIOA 美 術 館 | 熱海 庫 阪東 玉 三 郎 舞 公 演説 生計 MG 


回 記 回 


6 会 の お 申し 込 ーー 
| 罰 | ララ ブッ ー リ ズム PASS 会 員 g ら 1.000 由 宙 引 の 全員 特典 が ある コー ス WEB 限 定 / 3 
ピ EC | 


H 発 


下 語 12 ( 土 )・13 (日 ) 日 


FF 


せん 
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國 30z 大 型 バ ス で は 行け な い 紅 葉 の 斗 以 峡 「 夢 の 吊り 橋 ] へ | 2 日 | MRBOWW9e5 と 10 の お 楽し の 付 き | 
天香 浜名 湖 鉄道 ・ 岳 南 電車 夜景 電 車 」・ 9 
叶 大 井川 鐵道 「 ア プ ト 式 列車 ] と 「SL か わ ね 路 号 重 な ED282 機 関 車 も 見 学 ! 


競 間 えつ o 鉄 道 め く まる ご と 遠州 鉄道 大 満 誠 旅 『 


遠州 鉄道 オリ ジ ナ ル 車 両 1000 系 を 貸切 

新浜 松 駅 で は 通常 使わ れ て いな い 2 番 線 か ら 出発 
遠州 西 ヶ 崎 駅 で は 貴重 な ED282 機 関 車 を 間近 で 見 学 
西 鹿島 駅 の 遠州 鉄道 の 車庫 を 見 学 

車庫 で は 車両 撮影 会 を 実施 

西 鹿島 駅 の 車庫 見 学 は 遠州 鉄道 係員 の 説明 付き 


※ 紅 葉 の 見 ご ろ は ) の 9 = 2 4 計 き 
2 ーー リー ビー 電車 に 乗車 し て 洗車 体験 を お 楽し み ~ : ポ 呈 還 = ョ ョ イ 車 

PS ※ 穫 葉 の 見 ご ろ は 例年 束 内 で は アナ ウン ス 体 遇 も お 補 し み 還 証 議 還 記 
| コー ス 番 号 | ス 番 号 H8346- C70 出発 日 | 是 貴 24 ( 木 ) 日 d 上 旬 2 編成 連結 作業 を | ーー 
2 ジ ナル グ ッ ズ を お 渡し 9 


較 習 帝 産 観光 バス また は 名 鉄 観光 バス 同等 
CDP 30 発 )= 新 所 原 …① 天 竜 浜 TTY 両 貸切 で 乗車 ) … 天 竜二 俣 ( 転 車台 & 
] 鉄道 歴史 館 ツ アー) ニ 富士 (夕食 ) ニ 岳 南 江 尾 …② 岳 南 電 車 (「 夜 景 電車 ] を 車両 貸切 ) 吉原 王 静岡 ・ 
静 鉄 ホテ ルプ レジ オ 静 岡 駅 南 ( 泊 ) 日 日 較 
静岡 =O り 叉 峡 (紅葉 に 染まる 絶景 の 夢 の 吊 り 橋 ノ 途中 、 中 型 バ ス に 乗換 )= 接 阻 峡 温泉 …③ 大 井川 負 道 井川 線 
2 (絶景 の 奥 大 井 湖 上 駅 や アプ ト い ち し ろ ~ 長 島 ダ ム 間 の アプ ト 式 区 間 も 乗 車 ) … 千 頭 …④ 大 井川 鐵道 ([SL か わ 
ね 路 号 ] に 乗車 | 車 訟 か ら の 紅葉 も )… 家 山 =KADODE OOIGAWA( 買 い 物 )= 名 古屋 駅 (19:00 着 ) 鐘 日 日 


Ma に ルコ 圏 15 名 画 同 行 困 な し 固 不 可 

G-2 名 宇 )  O9,.600 幅 夫 e 9.990H 
人 行 

H8310- C70 国 1 名 固 固 20 名 國 生 比 利 11 (日 ) 日 


新浜 松 (10:09 発 ノ 通 常 使わ れ て いな い 2 番 線 か ら 出発 進行!) 遠州 
鉄道 貸切 列車 ( 吉 州 鉄道 オリ ジ ナル 車両 1000 系 を 貸切 ) …・ 遠 州 西 ケ 
り 崎 ( 歴 史 的 に 貴重 な ED282 機 関 車 を 間近 で 見 学 ) < 本 鹿島 (洗車 体験 
と 遠州 鉄 道 の 車 庫 見 学 を お 楽し ) 新浜 松 (1 3:04 着 ) 日 昌 


軸 romam こり | 着信 近 的 光 特 る [し まかせ (利用 
ホコ ー ス は の 生駒 男 の 発送 を 6 坦 伊 論 志摩 温泉 「 賢 島 宝 生 人 欧 | 
の Si 


も っ て 正式 予約 と な り ます 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 中 此 と な り 』 
| ※ 本 コー ス は 列 手配 の 部 合 上 予約 者 


伊勢 神宮 記 望 受付 と な り ま す 。 手 配 が 完了 次 第 、 


の 発送 を も っ て 正式 予約 と な り ま す 。2 


o 


ジン ーー 2 
・ = | 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 
人 中 "『9 光 る | 二 和 |U ま す 
_ 枯 り | | | 上 軒 辻 罰 H8304.c7o 
※ 写 真 提供 9 : | お O ひ と り 様 旅行 代金 [出発 日 
三重 交通 株 式 会社 E 枯 人 | 
ー | 18,.000 円 罰則 18( が ) 昌 
回 回 軒 H8303.C70 | [mg | 馬 引 18( 水 日 sooe16 800m| 団 1 名 圏 100 名 男 同 行 4 ・ ニー 
回 1 名 陣 100 名 四 同 行 な し Agg 三 重 交通 同等 旅行 人 近鉄 名 古屋 (10: 35 人 観光 特 獲 [し ま か ぜ ]… 近 鉄 四日市 賢島 =( 匠 
近鉄 名 古屋 (8:40 一 10:30 発 ) … 近 鱗 特 急 「 ひ の と り ] (わっ た り レ ギュ ラー シー | 生 苑 無料 送迎 バス 〉 = 伊勢 志摩 温泉 賢島 宝生 苑 ( 和 会 席 の 昼食 と 昼食 後 
日 1 人 2 席 利 用 ) … 桑 名 近鉄 中 日 市 津 "宇治 山田 = 〇 伊勢 神宮 ・ 外 宮 ( 自 由 参 | 時 は 入浴 付き ! 英 謀 光 を 望む 皿 天 風呂 な ど を お 楽し か くだ さい ノ ご 希望 の お 客 様 
帰 拝 ) ニ 伊勢 神宮 内 宮 (名 物 手 こ ね 寿司 膳 の 昼食 自由 参拝 )・ ・ 〇 お か げ 横 丁 | 介 は 別 料金 1.700 円 に て 賢島 エス パー ニャ フル ー ズ 乗船 に ご 案内 )=( 匠 島 宝生 
(自由 散策 )= 宇 治山 田 ・ 近 鉄 特急 「 ひ の と り 」 (レギ ュ ラ ー シ ー ト 1 人 2 席 利 用 ) | 苑 無 料 送迎 バス 〉 = 近鉄 特 急 「 ひ の と り 」 (レギ ュ ラー シー ト 1 人 2 席 利用 ) … 津 ・ 
ー 津 ・ 近 鉄 四日市 ・ 桑 名 … 近 鉄 名 古屋 (19:20 一 21:00 着 日 還 日 | 近鉄 四日市 ・ 茎 名 … 近 鉄 名 古屋 (19:20 一 21:00 着 ) 日 人 日 | 
※ 桑 名 近鉄 中 日 市 ・ 津 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい | 。。※ 近 鉄 四 日 市 駅 に て 乗 下 車 、 津 桑名 駅 に て 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい | 


志摩 市 x 近 鉄 共同 キャ ン ペー ン 志摩 の 食 と 鉄道 の 旅 


名 | ※ 取 消 料 は 、 旅 行 代金 に 志摩 市 か ら の 補助 額 を 加算 し た 額 を 基準 に 算出 され ます ※ 取 消 料 は 、 旅 行 代 金 に 志摩 市 か ら の 補助 額 を 加算 し た 額 を 基準 に 算出 され ます 


志摩 市 x 近 鉄 共同 キャ ン ペー ン 志摩 の 食 と 鉄道 の 旅 


ー ー 往復 近鉄 特 切 「 ひ の と り 」 プレ ミア ムシ ー ト 利用 還 誠 
ー ea 区 ホテ ルル | 二 紹 「 海 の 壮 フラ ンス 料理 」 を 味わう 
記 隊 で プラ ンド い ち て | レッ ド パ ー ル 人 AD 出光 ホテ ル ザ クラ シッ ク で 本 大 な フン ナ 


近鉄 特急 「 ひ の と り ] レギ ュ ラ ー シ ー ト 1 人 2 席 利用 


ス は 列車 手配 の 都合 上 、 予 約 希 望 受 付 と な り ます 。 


ス は 列車 手配 の 都合 上 、 予 約 希望 受付 と な り ま す 


手配 が 完了 次 第 書面 の 発送 を も っ て 正式 予約 と か り ま す 。 玉 手配 が 完了 次 第 、 書 面 の 発送 を も っ て 正式 予約 と な り ま す 。 壮 要 4 ー 
列車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 中 止 と な り ま す 計 語 < 縮 叶 列車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 中 止 と な り ます 隊 半 = gs: 
本 衝 和 TS3006-C70 | [ 員 発 日 | 玉 呈 18( 水 ) 日 F 2 回 語 回 軒 H8305.C70 | [| 馬 記 18( 水 ) 晶 計 0 
お ひと り 様 旅行 代金 和則 0BNDO 還 人 る し goe り 25 0000 円 ーー 人 ee 
24.800 斬 成 に より 実現 し まし た 治 の 幸 を 用 いた 会 所 料理 の 旅行 代金 _ Cs や 、 
回 1 名 回 100 名 四 同 行 皿 な し 三重 交通 同等 。 昼食 イメ ー ジ 55 00F の 助成 に より 実現 し まし た [ 箇 の 幸 フ ラン ス 料 理 ! の 
近鉄 名 古屋 (8:4010:30 発 一 近 名 特急 「 ひ の と り ] (ゆっ た り レ ギュ ラー シー ト 1 人 2 遍 ia 
利用 ) 一 桑名 ・ 近 鉄 四日市 ・ 津 で 鳥羽 = 鳥羽 国際 ホテ ル (和食 レス トラ ン 「 も ん ど 岬 」 を 当 近鉄 名 古屋 (8:40 一 10:30 発 )… 近 鉄 特急 「 ひ の と り ]・ プ レミ アム シー ト … 桑 名 近 
ツア ー で 貸切 伊勢 海 老 な ど 海 の 幸 を 用 いた 会 席料 理 。 デ ザー ト に は ホテ ル 名 物 の チ 日 鉄 晶 市: 津 一 覧 島 =( タ クシ ー 相 乗り ) = 志 摩 観光 ホテ ル ザ フラ シッ ク ( 伊 勢 志 
上 ズ ケ ー キ を ど ピ 用 意 ) = 志摩 ( 志 摩 産 の ブラ ンド いち ご 「 レ ッ ド パー ル ] 狩り 食べ 放題 約 帰 サミ ッ ト の 会 場 に も 選ば れ た 格式 ある ホテ ル で 志摩 産 の 伊勢 海老 を 用 いた 「 海 の 
30 分 ノ う れ し い 約 1kg 分 の お 持ち 帰り 付き ) = 四島 -- 近 鉄 特急 「 ひ の と り ] (レギ ュ ラー フラ ンス 料理 | の 昼食 )=( タ クシ ー 相 乗り 賢島 - 近 鉄 特急 「 ひ の と り |- プ レミ アム 
シー ト 1 人 2 席 利 津 . 近 鉄 四日市 ・ 茎 名 > 近鉄 名 古屋 (19:2021:00 着 ) 串 届 口 シー ト * 津 ・ 近 鉄 四日市 桑名 近 鉄 名 古屋 (19:20 一 21:00 着 ) 日 必 日 
※ 桑 名鉄 四日市 - 津 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相 設 く だ さい ※ 生 名 近鉄 中 日 市 - 津 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 
※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 紅 葉 の 見 ご ろ は 天候 な ど に より 前 後 し ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ます 


1 名 参加 の 圏 可 の 場合 : 1 名 参加 の お 客 様 は 男女 別 相 部 屋 と な り ま す 。 1 人 1 部 屋 の 手配 も 可能 な 場合 は 、 割 増 料金 を 表示 し て いま す 。 客 室内 は 禁煙 で す 。 
お 客 様 へ 固 不可 の 場合 : 1 名 参加 の お 客 様 に は 1 部 屋 を ご 用 意 し ます 。 コ ー ス に より 割増 料金 が 必要 な 場合 は 、 金 額 を 表示 し て いま す 。 
※ 最 少 受付 人 員 が 2 名 以上 の コー ス で は 、 1 名 で の お 申し 込み お よび 相 部 屋 の 希望 は お 受け で きま せん 


052(300)0011 050(3852)008 7 ※ こ の ベー ジ の 全 画 実施 営業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 電 語 受付 (日 祝 は 休業 ) / 月 ~ 土 9:15 17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 
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ID で 間 有 バス 1 台 志摩 を 代表 する プラ ンド ガキ を 味わう 
宇 |E 計 料理 旅館 |! い が だ 菩 山上 」 で 食す 
ー ト 的 矢 か き 料 理 


※ 本 コー ス は 列車 手配 の 都合 上 、 予 約 希 望 受付 と な り ます 。 手 配 が 完了 次 第 、 書 面 の 発送 を 
も っ て 正式 予約 と な り ま す 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 中 止 と な り ます 
本 S()37-C70 細 届 22( 火 )・28( 月 ) 日 芝 寺 
お ひと り 様 比 本 | 4( 日 )・9( 金 )・ 
旅行 19,600 幅 


LOUUH 19( 月 )・26( 月 ) 日 1 
の 自 四 攻 』10( 火 )・20( 金 )・ 


ロ 24(W)・3 1( 火 ) 日 料 昌 の イメ ー ジ 
和正!5 本国 な し | | 一 6( 月 ).12( 日 21( 火 )・24( 金 日 


還 層 EE 


信 提 光 特 争 レ し ま か ぜ 」 で 美食 旅 


志摩 市 x 近 鉄 共 同 キ ャ ン ペ ー ン 


志摩 の 食 と 鉄道 の 旅 


※ 取 消 料 は 、 放 行人 金 に 診 市 か 50 袖 衣 を 川邊 し た 少 を 基 沙 に 算出 され ます 


本 安 乗 埼 灯台 か ら の 一 面 の 大 パノラマ も お 楽し み 


層 | 国人 来 の 水産 必 直 営 店 で 食す (dmiy 
補 志摩 の 冬 の 味覚 ! 「 あ の り ぶ ふぐ] コー ス 


※ 本 コー ス は 列車 手配 の 都合 上 、 予 約 希望 受付 と な り ま す 。 手 配 が 完了 次 第 、 書 面 の 発送 を も っ て 正 
式 予約 と な り ます 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 中 止 と な り ます 


PASS 


EDTTPKYPT 聞 5( 朋 140 が < 
) フ 
科 縮 19.800m  』m28 暫 中 間 
で ※ 志 | 巾 \ ら M T 
| 自 還 22(B: 馬 了 」 


名 圏 15 名 画 同 行 困 な 
本 5 重 和 通 避 衝 相 3( 金 19( 日 ・27( 月 ) 日 


近鉄 名 古屋 (10:25 発 ) … 近 鉄 観光 特急 [し ま か ぜ 」… 近 鉄 四日市 … 弟 方 = いか だ 
帰 荘 山上 (的 矢 か き づ く し を ご 賞味 )= 道 の 駅 伊勢 志摩 (買い 物 )= 鵜 方 近鉄 観光 
り 特急 「 し ま か ぜ ]」 近鉄 四日市 … 近 鉄 名 古屋 (17:44 着 ) 日 恒 


日 近鉄 名 古屋 (10:25 発 )… 近 鉄 観 光 特 婦 「 し ま か ぜ | 近鉄 四日市 鵜方 = 安 乗 崎 ・ あ の 
帰 り ふ ぐ 料 理 ま る せい (水産 問屋 直営 の 専門 店 で あの り ふ ふぐ コ ー ス の 昼食 )= 〇 安 乗 埼灯 
(4 台 = 弟 方 近鉄 観光 特急 [し ま か ぜ |… 近 鉄 四日市 … 近 鉄 名 古屋 (1 7:44 着 ) 申 司 口 


※ 近 鉄 四日市 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


PASS 


20DE22ID DD 
音 思 ずっ し り 2 下 お 持ち 帰り | 大 [南大 ロ ン | 


※ 本 コー ス は 列 1 居 。 5 。 手 配 が 完了 次 第 、 書 面 の 発送 を 
も っ て 正式 予約 と な り ま す 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 上 合 は 、 ツ アー 中 上 上 と な り ます 


※ 近 鉄 四日市 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


導 上 05 語 「 か つ お の 天 ば く ] 見学 CH) 
以 T 


記 厚 | 綱 元 の 店 お 食事 処 人 代 ] 記 礎 産 か つ お 料 昌 


ス は 列 時 上 、 予 約 希 望 受 付 と な り ま す 。 手 配 が 完了 次 第 、 
EK 約 と な り ます 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツア ー 中 止 と な り ます 


ー 国 1 名 圏 15 名 
コー ス 番 号 H8048C70 男 同行 囲 な し 


お ひと り 様 旅行 代金 


16,800 由 重 多 通 同 等 


※ 志 摩 市 か ら の 5.000 円 の 助成 に より 実現 し まし た 上 


Eu | 
| コー ス 番 号 H8036.c70 の NM” 南 張 メロ ン 」2 玉 の 
お ひと り 様 旅行 代金 ーー お 持ち 帰り 付き 
の 800 申 割引 済 ※ 旅 行 代金 に 含ま れ ま す 
% 訂 か 5 の 5000 助 記 よ り 実 過 ま し た NANO 
% に に 種 で の 提供 また は 後日 本 
出発 日 還 還 490 日 料理 の イメ ー ジ 送 と な る こと が あり ます 


比 語 2( 金 ) 日 国 1 名 較 15 名 画 同行 四 な し AZe き 加 三 重 交通 同等 


出発 日 | 証 本 | 1 1( 金 ) 日 
比 利 2( 金 ) 日 馬 23( 月 ) 日 


近鉄 名 古屋 (10:25 発 ) 近 銚 観光 特急 [し ま か ぜ ] 近鉄 上 U 日 市 鳥羽 = 鳥羽 国際 ホテ ル (和食 
上 人 を 貸切 り = 志 摩 * 観 光 農 園 (「 南 張 メロ ン ] を 1/4 カ ッ ト ご 賞味 /2 玉 の お 持 


ご 


近鉄 名 古屋 (10:25 発 ) 近鉄 観光 特急 [し まかせ | 所 市 入り 店 お 食事 
処 八代 (伊勢 か つ お の 刺身 や 郷土 料理 の て こね 寿司 )= か つ お の 天 ば く ( か つ お 節 づ くり な 見 


ち 帰 り 付 き ) = 鵜方 … 近 名 観 光 特 急 [ し ま か ぜ ] ぶ 近鉄 上 U 日 市 近鉄 名 古屋 (17:44 着 ) 量 司 忠 


学 ) = 鵜方 "近鉄 観光 特 婦 「 し ま か ぜ ] ゞ 近鉄 四日市 近鉄 名 古屋 (17:44 着 ) 品 属 日 


※ 近 鉄 四日市 駅 に て 乗 下 車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


※ 近 鉄 四日市 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 


< バス は ひと り 2 席 利用 】 | 3 日 間 ! 


六 貞 隊 財 相 九 州 新幹線 に も 乗車 ( 武 温 泉 つ 長崎 間 ) 


音 a | 08593] と 特急 [ふたつ 是 4047| じ 
クラ ブツ ー リ カム 人 居る 放 | 
30 二 を 人 し 


※ 本 コー ス は 列 0 予約 希望 受付 と な り ま す 。 手 配 が 完了 次 
も っ て 正式 予約 と な り ま す 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ ア ーー 上 と な り ま す 


WURKYUSHU DISCOVER TRAIN 区 還 | 
水戸 岡 鋭 治 氏 デ ザ デン 
胃 イン の 木 の ぬ くも り を 証 
中 感じ る 列車 で 、 九 州 の 
厳選 し た 名 の 食材 を 議 
使っ た コー ス 料 理 を お 
楽し みく だ さい 。 車 


回 対語 HH8330.C70 | 中 還 17( 金 ) 日 TB 
お ひと り 様 旅行 代金 170, 000 信 1 名 1 室 15.000 円 増 碑 essim2 日 目 : 熊 本 観光 バス 、 


(2 名 1 室 ) 部 屋 数 限定 ) 3 日 目 : 亀 の 井 バス 同等 
名 古屋 (7:00 一 8:00 発 )= 新 幹線 「 の ぞ み 」 号 一 博多 一 特急 「 リ レー か も め 」 号 一 
武雄 温泉 一 新幹線 「 か も め ]」 号 一 長崎 (乗換 の 間 に 洋食 ラン チ ) = 特急 [ふた つ 星 

] 4047] (大 村 線 経由 大村 湾 を 車窓 に 肪 お ルー ト ) 武雄 温泉 一 特急 「 リ レー か 

も め ]」 号 一 新 鳥 栖 一 新幹線 「 つ ば め ]」 号 一 熊本 … 熊 本 ・THE BLOSSOM 
KUMAMOTO( 泊 ) ※ 熊 本 駅 直結 ・ 大 浴場 完備 の ホテ ル に ご 宿泊 日 属 日 

2 明 本 ニ 宮 崎 空港 特急 [36 ぷ ら す 3] (土曜 ルー ト 緑 の 貼 日 向灘 や 秘境 エリ 
ア を 通り ます ) 一 別 府 … 別 府 温泉 ・ 亀 の 井 ホ テル 別府 【B】(: 杏 日 区 
別府 温泉 (ゆっ くり 1 1:00 出 発 ノ 出発 まで 別府 温泉 街 の 自由 散策 を お 楽し みく だ 
さい )= 〇 由布 院 (温泉 街 の 自由 散策 ) = 由布院 一 JRKYUSHU DISCOVER 

3 TRAIN「 或 る 列車 ] クラ ブツ ー リ ズム 貸切 運行 優雅 な 空間 で 自然 豊か な 山々 を 
クル ー ズ し な が ら 九 州 の 厳選 し た 旬 の 食材 を 用 いた コー ス 料 理 を お 楽し み 。 九 州 
の 職人 た ち が 特 別に 制作 し た オリ ジ ナ ル の 器 も お 愉し みく だ さい 15:00 台 の 遅 
め の 昼 食 ) 博多 一 新幹線 「 の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:00 一 22:00 着 ) 剛司 日 

※「 或 る 列車 | に は スー ツケ ー ス な ど 大 き な 祭 物 は 原則 持ち 込み で きま せん 。 荷 物 は コン パクト に し て ご 参加 くだ さい 


こ | 


1 名 1 室 同 旅行 代金 


劉 | パス 1 台 屋 パス は ひと り 2 席 利用 
同 


6 
了 選 北 の 大 地 を 鉄道 で 駆け 抜け る ! | 


の 山海 の 大 自然 を 満 喘 


北海 道 
た ん ル 侯 本 エル 7 失 に セコ | 表 誌 憶 


| イベ ント 多 車 や 胞 時 列車 で し か 乗れ な い 貴重 な 車両! 
特急 [ニセ コ ] 号 を [ノー スレ イン ボー エク スプ レス | 車両 で 運転! 


2023 年 春 を も っ て 運行 終了 と 発 (函館 小樽 間 ) 2023 年 春 で 
表 さ れ た 「 ノ ー ス レイ ン ボ ー エ クス 運行 終了 予定 
プレ ス 」 車 両 が 壮大 な 自然 を 楽し め 生 織 5 
る 函館 本 線 ` 山 線 * を 運行 し ます 。 
大 き な 連 続 窓 と 天窓 か ら 北 海道 の 
雄大 な 風景 を お 楽し みく だ さい 。 


E 国 HS8333-C70 | 出発 日 | 下記 26 (土日 


回 1 名 圏 15 名 陣 同 行 臣 な し 
いま] 45 00000 円 加古 本 大 沼 交通 同等 
名 古屋 (8:00~9:00 発 ) 新 幹線 「 の ぞ み ] 号 一 東京 一 新幹線 「 は や ぶさ 」 号 一 木 古 
] = 〇 トラ ピス ト 修 道 院 (ポプラ 並木 の 美しい 日 本 最初 の 男子 修道 院 ) ニ 函館 (イカ 東 
な ど 函 館 名 物 グ ル メ の 夕食 )= 〇 函館 山 ( 煙 き の 史 館 夜景 を 観賞 ) ニ 館 ・JR イ ン 函 
( 泊 ) ※ 北 海道 の 海 の 幸 や 回 転 寿司 食べ 放題 の 朝食 ビュ ッ フ ェ も お 楽し み 日 日 
函館 (ゆっ くり 10:00 出 発 で 函館 朝市 自由 散策 も お 楽し み )= 〇 函館 ベイ エリ ア ( 金 森 赤 
ン ガ 依 庫 周辺 を 自由 散策 散策 後 は は うに ・ い くら ・ ほ た て の 三種 丼 の 昼食 )= ニ 函館 一 特 
2 [ニセ コ 」 号 (デビ ュー30 周 年 を 迎え た ノー スレ イン ポー エク スプ レス で 隆 時 運行! ノ 余 
ニセ コ な ど 北 海道 の 自然 が 美しい 函館 本 線 の ` 山 線 " を 走り 抜け ます ) 小樽 … 小 樽 
リッ ズ プ レミ アム ホテ ル 小 憧 ( 泊 ) ※2022 年 7 月 に 開業 し た 大 浴場 付き ホテ ル 上 還 
小樽 = 〇 小樽 運河 ([ 北 の 商 都 ] こ し て 発展 し て きた 小樽 を 代表 する 観光 スポ ッ ト )= 札 
3 幌 場 外 市 場 ( 新 鮮 な 魚介 類 の 買い 物 ) ニ 札幌 一 特急 [北斗 」 号 (太平 洋 を 望む 絶景 を 車 
窓 か ら ! 陶 館 本 線 ・ 室 蘭 本 線 ・ 千 歳 線 の * 海 線 " を 走り 抜け ます !) 一 新 函館 北斗 一 新 幹 
線 「 は や ぶさ 」 号 一 東京 一 新幹線 「 の ぞ み ]」 号 一 名 古屋 (21:30 一 22:35 着 ) 、 較 日 日 


回 叶 ど 


き 


だ さき 引 


| 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


お 客 様 へ 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 
全員 特典 あり ます 


2020 年 5 月 20 日 乗車 分 か ら 、 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、「 特 大 荷物 ] ) を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予 
約 が 必要 で す の で 、 旅 行 申込 時 に お 申し 出 く だ さい (予約 料 は 無料 で す が 、 席 数 に は 限り が あり ます ) 。 ま た 、 予 】 
な お 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持ち 込み いた だ け ま せん 。 事前 予約 せ ず に 「 特 大 荷物 」 を お 持ち 込み され た 場合 、 車内 で 手数 笠 (1, 000 円 税込 ) を お 支払 いい た だ く 
交 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 ご 不明 な 点 は 、 弊 社 予 約 セ ンタ ー に お 問い 合わ せく だ さい 。 


クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 1,000 円 割引 の 会 員 特典 が ある コー ス 


予約 で きた 場合 で も 、 他 の お 客 様 と 号車 座席 が 離れ る こと が あり ます 。 


会 の お 申し 込み は 
WEB 限 定 / 


Be 


中 
っ 


人 30 


3 


_. | フラ ブツ ー リ ズム 名 古屋 は 皆様 に で 要 
に ー リ ズム 名 古屋 25 周年 検索 % 半 ご PLM の 
迎え ます 。 日 頃 の 感謝 と 御礼 の 気持 ち 


了 を 込め 、 弊 社 な ら で は の 特別 感 、 限 定 感 


K 陸 付 四 満載 の 企画 を ご 用 意 い た し まし た 。 皆 様 


の ご 参加 を 心 よ りお 待ち し て お り ます 。 
名 古屋 テー マ 旅 行 セ ンタ ー 支 店 長 大 平 悦 子 


人 ツー リズ IO 夫 是 に 20 | 寺 四 中間 
WEST EXPRESS 銀 油 
(3 [まり ひめ ] 狩り 食べ 放題 に 

-mck< 板 名所: 南部 梅林 


[WEST EXPRES5 銀 河 ] 座 席 タイ お ひと り 様 旅行 代 金 ( 2 名 1 所 


ss3M07/ 月 音 通 指定 席 ( リ フラ イニ ング シー ト ) 95,000 
8R63BW 音 和 定席 (ノビ ン ピ 座 語 | ウ シェ ッ ト ))| ] 1 ().()(000 由 
KRS3Be77 月 ブリ ー> 加 拒 呈 恒 (ファ ー ス トシ ー ト ) | 130.000 ロ 上 
ls に 535 芝 77 月 ブリ ー ン 個室 「 プ レミ アル ー ム 」 135,000 


名 1 室 〆H8312 一 H8314:10.000 円 増 、H8315:50.000F 間 数 限定 ) 
出 著 棒 2 / (月 ) 日 国 1 名 圏 15 名 画 同行 囲 な し 固 不 可 ze 熊 野 交 通 同等 (2・3 日 目 ) 


名 古屋 (18:30-19:30 発 ) 一 新幹線 「 ひ か り ]」 号 一 京都 ニク フラ ブツ ー リ ズム 貸切 ! 
1 「WEST EXPRESS 銀 河 」 一 車 中 ( 泊 ) ※[VWEST EXPRESS 銀 河 」 に て 夜食 に 和 
歌 山 ラ ー メ ン 、 翌 日 の 朝食 に 鯛めし 弁当 を ご 用 意 日 日 日 飛 
ー 申 本 ( 橋 杭 岩 見 学 へ ご 案内 ) 一 新宮 = 那智 勝浦 観光 農園 (混雑 を 避け た 午前 中 
に 和歌 山県 ブラ ンド いち ご 「 ま り ひ め 」 の いち ご 狩り 食べ 放題 [ 約 30 分 ])= ニ 〇 那智 
大 社 ・ 青 岸 渡 寺 = 那 智 勝浦 ([「 ま ぐろ 釜めし 」] や まぐ ろ の 刺身 な ど ま ぐ ろ 御 膳 の 昼食 
2 =G 紀 の 松島 遊覧 船 ( 当 ツア ー だ け の 貸切 運航 ! 南 紀 随 一 の 景勝 地 を 約 50 分 で め 
紀 勝 清 * 休 内 紀 勝 浦 【A】 ( 泊 ) ※16:00 の 宿 到 着 。 吉 
野 国立 公園 内 に 位置 する 、 露 天風 呂 か ら 熊 野 灘 を 一 望 す る 絶景 の ホテ ル ! 熊 野 
な ど 南 紀 の ご 当地 グル メ も 味わえ ます 
南紀 勝浦 温泉 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 〇 南部 梅林 (| 一 目 百 万 、 香 り 十里 ] と 称 され 
3 和歌 山県 を 代表 する 梅林 を 観賞 )= い け す 円 座 (紀州 の の ブ グルメ! フエ 御膳 の 
食 )= 紀 伊 勝浦 一 特急 「 南 紀 ] 号 - ー. 市 : 桑 名 = に (20:50 着 ) 同 固 
※ 津 ・ 四 日 市 桑名 駅 で 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さ 


WEST EXPRESS 銀河 | を クラ ブツ ー リ ズム で 飼 運 行 し ます 。 企画 担当 者 ] まだ まだ | 計 | 
夜行 列車 の 旅 と 和歌 山 の グル メ ヤ 南部 梅林 の 観賞 も ご 電 能 くだ さ し まり ノ 鈴 木 彰 刻 あり ます ! 器 抽 


新宮 駅 で は 、 横 断 幕 : 
| 手旗 で 到着 を お 迎え ! 
新宮 駅 限定 ノベル ティ 
の お 二 ま も 5 


河 ]。 車 体 カ ラー の 理 表 色 ま 西日本 が き し て い ゃ は 


記 80 


ゝ TTF 過 ] の NO ※ 取 に 志 \ ら の : 
志摩 市 x 近 鉄 共同 キャ ン ペ ー ン 志摩 の 食 と 鉄道 の 旅 放し た 上 を 共に 算出 され ます ん AD 


間 | 個 議 優 准 な る 昼 守 志麻 観光 ホテ ル <c 祝 う 伝統 2 伊勢 海老 料 理 


※ 本 コー ス は 列車 手配 の 部 合 上 予約 希望 受付 と な り ます 。 手 配 が 完了 次 第 書面 の 発送 を も っ て 正 = Pr 
式 予 約 と な り ま す 。 列 車 の 手配 が で き な か っ た 場合 は 、 ツ アー 中 止 と な り ま す ' [ 答 復 ] 近 鉄 観光 特急 / 近 線 名 古屋 | || . 往復 近鉄 特急 [し ま | | 


ーー | し ま か ぜ ]」 乗 車軸 | ホテ ル で 
) 憧れ の 志摩 失 光 ホテ ル で こざ や 


の 伊勢 海老 を 使っ た 
に 2 フレ ンチ を ご 電 能 くだ 

優雅 な み ラ ンチ 
に 建っ 名門 に 


E 


必 り 


さい 。 | 


企画 担当 者 (8 


ン 田 中 美 策 < 蘭 誤 ) 


EEEEHTi467 で C70| gm 1 1( 水 ) 日 
お Oc り 杯 の ロ 0()() 由 胃 | 4( 土 )・1 1( 土 : 祝 ) 日 
旅行 代金 ※ 志 摩 市 か ら の 5.000 円 の 
回 1 名 較 15 名 皿 同 行 ” 占有 局 に より 実現 し まし た 
近鉄 名 古屋 (10:25 発 ) … 近 鉄 観 光 特 急 「 し ま か ぜ |…・ 近 鉄 四日市 臣 
島 =〈 タ クシ ー) = 志摩 観光 ホテ ル (志摩 産 の 伊勢 海老 、 伊 勢 海老 フリ ー 
較 ノー 7 日 ム ス ー プ 、 黒 毛 和 牛 ス テー キ な ど 殴 沢 な 味わい を )… 〇 人 金 刀 比 雇 宮 ( 海 
還 の は おら の コン CN 帰 上 交通 の 守り 神 。 地 元 住民 が 参拝 する 賢島 の 守り 神 ) ニ (タフ シー) ニ 賢 

錠 の クリ ー ム を 添え て 移 盆 肖 老 クリ ー ム スー プ 貞 7 島 … 〇 伊勢 志摩 サミ ッ ト 記 念 館 け ミ エー ル ( 第 42 回 先進 国 首脳 会 議 が 
伊 当 を アメ リカ ン ソー ス サフ ラン ライ ス を 添え て 開催 され た こと を 記念 する 博物 館 ) … 買 島 -… 近 観光 特 急 [し ま か ぜ 』 
黒毛 和 生 フィ レ 肉 ステ ー キ トリ ュ フ ソー ス 全 近鉄 四日市 > 近鉄 名 古屋 (17:44 着 ) 日 属 日 
デザ ー ト コー ヒー 金 パン 昌 ※ 近 鉄 四日市 駅 に て 乗 下車 希望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 

時 6 ※ タ フシ ー は 別 ブ ルー プ の 方 と 相席 に な る 場合 が あり ます 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す 


詳し く は WEB で ! 半 全 みみ ルル BMB) クラ ブツ ー リ ズム 名 古屋 65 周年 | 検索 W 
052(300) 00 1 1 国 |050(3852)0095 *= の ベー ジ の 人 邦人 所 は 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター で す 


FAX: 名 古屋 052(263)0085 和 電 庄 受付 (日 - 祝 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15 <17:30 ノ ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


唐津 


。 2022 年 9 月 23 日 開業 ! 
N ツ と SA 


西 州 新幹線 半 叶 


車体 の シン ボル マー フク 

2^、 の イメ 
九州 1973 年 に 整備 計画 が 決定 され た 九州 新幹線 西 九 州 
新幹線 ルー ト (福岡 市 ・ 長 崎 市 間 ) の うち 、 武 雄 温 泉 一 長崎 間 
の 約 66km が 開業 。 デ ザイ ン は 「 な な つ 星 in 九州 ] な ど 
L 多く の 観光 列車 を 手がけ た 水戸 岡 鋭 治 氏 が 担当 。 い ち 
。 早 く 新 し い 新幹線 の 旅 を お 楽し みく だ さい 。 


ーー - 記 計 | 語 記 | ん 放 員 線 「 かもめ 」 呈 を 利用 する プラ ン は 、 
九州 新幹線 | か も め 」 詞 の イス ミン NN 20 - 西 九 州 新幹線 マッ プ | 語 凡 の イメ ー ジ P.19( コ ー ス 番号 H8264) 、P.30( コ ー ス 番号 H8330) で も ご 紹介 
ーー PASS し 個 還 PASS 2 泊 と 】 日 間 || 
”KYUBHD 拓 | PT TP で ETTTTT_TTTT] KY ロ ロロ 害 | 員 | 
1 」 「=」 【 が 来 車 ! 上 1 』 | か も が ) ] 号 ( 婚 野 温泉 起 誰 温泉 間 ) | 
バス 1 台 に バス 1 台 7 ゆっ 0 り 和 | 
19* 2 還 人 九州 8 9 19s 丁 7 
村 光 列車 に 全 区 間 乗 車 ! MM 以下 靖久 | を 肖 較 al 計り 罰 047| 


ンー 


和 の SN 
パ と (温泉 長崎 間 ) 目 
5 西 を 舞台 と する 新しい 御 光 列車 午前 レート 目 に リサ ーー リー 
この A は 日 本 一 の 王 満 差 を 誇る 有明 海 、 午 後 ル ー ト は 波 静 四 主人 の イス ー 
人 放 。。 ( 朗 児島 中 央 っ 指 人 間 ) (宮崎 っ 南郷 間 ) 。( 三 


か で ^ 葬 の 海 "と 称 さ れる 大 村 湾 に 治っ て 走行 。2 つ の DSgnAlUUSTaHOn by 印 riR5O 


熊本 県 「 海 」 の 車窓 と 意匠 を 凝ら し た デザ イン が 特徴 で す 。  +Don Design Assoclates 


さき 新幹線 [さく ら 」 号 


て 信 (熊本 別府 問 ) | コー ス 赤 号 | H8329.C70 
児 WI NONN 
計っ 人 ※ 写 真 は いずれ や ーー ! お ひと り 欄 旅行 代金 
ンプ イメ ー ジ MSA (2ー4 名 ME 
回 」 出発 日 日 
日 6 う 26-C70 | は 唱 下 還 11( 金 )・25( 金 ) 日 1 名 1 室 20.000 円 増 国 1 名 較 15 名 国 同 行 功 な し | 隊 編 
1 0)00 回 1 名 MM 画 同行 困 な し 固 不 可 (部 屋 数 限定 ) 回 不可 Me 計 紹 昭和 バス 同等 | = 開 
(12 名 1 室 円 本 1.2 昌 上 南国 交通 同等 日 目 : 要 和 パ ス 同 等 ニ 8 
ー 名 古屋 (ゆっ くり 9:0010:00 発 ) 新 幹 線 [の ぞ み ] 号 情 多 = 九重 " 表 " 大 凶 橋 ( 佑 さ 約 173m、 
名 古屋 (7:00 こ 8:40 発 ) 新幹線 [の ぞ み 」 号 一 博多 一 新幹線 「 さ くら ] 号 一 鹿 ! 上 中 上 行 才 田 の 中 ー 吉 し い 還 l 
1 軸 に ] 沙 行 者 用 の 中 で は 日 本 一 高い 吊り 橋 / 九 酔 渓 の 紅葉 も お 楽し み )= 〇 由布 院 (温泉 街 の 自由 散策 
突 一 ① 特 吉 [ 指 宿 の た ま て 箱 ] 一 指宿 宮崎 ・JR 九 州 ホ テル 宮崎 ( 泊 ) 選 ノ 約 6 分 ) = 由布 了 温 泉 ・ 崇 分 【B] ( 泊 ) ※ 由 布 院 の 温泉 宿 で ゆっ くり 日 晶 了 
2 呈 崎 宮崎 一 ⑦ 特 婦 「 海 山幸 一 南郷 三角 一 ③ 特 「 人 列車 で 行こ う 」 一 熊本 布 院 ( ゆ っ くり 9:00 出 発 ) = 大 分 一 特急 [36 ぴ ら す 3] (日 曜日 ルー ト 青 の 路 ノ 途中 沿 
ー… 衣 本 ・THE BLOSSOM KUMAMOTO( 泊 ) E 居 回 2 張 の お も て な し や 門司 港 過 で は 自由 散策 [ 約 60 分 ] も お 楽し み ) 博多 = 和 野 温泉 ・ ホ テ 
3 熊本 … 熊 本 特急 「 あ そば ぼ ー い !| 一 別府 (乗換 の 間 に 和 食膳 の 昼食 ) 一 特急 桜 [A】 ( 泊 ) ※ 野 温泉 街中 心 の 川治 い に あ る 美肌 の 湯 が 自慢 の 温泉 宿 眠 中 因 
「 ゆ 上 い ん の 衝 ] 一 博多 … 福 岡 JR プ 州 応 テ ルプ ラッ サム 博多 中 央 (5) 較 硬 和 温 泉 (ゆっ くり 9:00 出 発 )= 矯 野 温泉 一 西 九 州 新幹線 「 か も め ] 号 武 座 温泉 一 特急 [ ふ 
福岡 = 〇 祐徳 稲荷 神社 (朱色 の 社 典 が 色 魚 や か な 日 本 三 大 稲 寺 の ひと つ ) = 矯 野 温泉 ・ 茶 必 た つ 星 4047] (大 本 線 経由 有明 濁 車 窓 に 乃 お ルー ト ) 長 剛 ( 和 の 間 に 中 間 
の 夫 和 半 (生野 名 物 の お 茶 を 使っ た 「 茶 区 ] な どの 会 料理 と 食 後 は 温泉 入浴 も )= 長 央 の 昼食 ) 一 特急 [ふた つ 星 4047] (大 村 線 経 由 / 大 村 湾 を 車窓 に 上 お ルー ト ) 武雄 温 泉 一 
ー 新 幹線 [か も め ] 号 (2022 年 9 月 23 日 開業 の 本 九州 幹 線 に 乗 車 ) 一直 温泉 一 特急 「 リ 科 急 | リ レー か も め ] 号 情 多 一 新幹線 [の ぞ み ] 号 一 名 古屋 (21:4522:30 着 ) 華 司 日 
レー か も め ] 号 博多 一 新幹線 [のぞみ ] 号 名 古屋 (20:30 一 21:45 着 ) 眠 還 日 ※ 荒 天 時 は 九重 " 夢 " 大 負 橋 が 渡れ な い 場 合 が あり ます 。 そ の 際 は 団体 渡橋 料 相当 額 を ご 返金 し 
※ 行 程 内 の ①~ー⑤ は JR 九州 の 5 つの 観光 列車 を 表し て いま す 行程 を 割愛 し て ご 案内 し ます 


254 の ア 


パス 1 台 情 2 利 エキ *e 正 訂 ま 狂 「ZN7) と リコ レギ 
| E10 コ 科 『 リ ひ 人 導 本 ぶ ソソ プ て ニブ 
以下 


クラ ブツ ニー リ ズバ 
貸切 公演 


5 : 負 3 = を 年 呈 日 S2(02.C70 | | 出発 日 | 此 相 12 (月 ) 日 


蘭 。 お ひと り 様 旅行 代金 (2-3 名 1 室 ) 回 1 名 回 15 名 皿 同 行 病 
1 名 1 室 5.000 円 増 昭 な し 圏 不可 
69,600 日 六 村 ) ze 近鉄 バス 同等 
近鉄 名 古屋 (7:30-8:30 発 ) 近鉄 特急 … 津 大 阪上 本 町 - 
と = 山王 美術 館 (2022 年 9 月 開館 !「 ベ スト コレ フク ション 
本 。 ] 鑑賞 )… ホ テル モン トレ グラ スミ ア 大 阪 (和食 勝 の 昼食 

| 大 阪 市 中 央 公会 堂 (名 建築 に 細 く 珠玉 の 名 曲 の 数 々 を よ 

し みく だ さい ) = 大 阪 ・ 都 シテ ィ 大 阪 天王 寺 ( 泊 ) 曰 司 
大 阪 ( ゆ っ くり 10:00 出 発 )=O 〇 大阪 府 立 中 之 島 図 
(重厚 な 只 囲 気 が 魅 力 の 図書 館 ガ イド ツア ー)… 西 
2 料理 アラ スカ (洋食 ラン チ )=O 〇 ヨドコウ 迎 費 館 ( 近 代 角 
の 巨匠 で あめ る フラ ンク ・ ロ イド ・ ラ イト が 設計 ノ 貸 


に 


ご * 中 
浪 〇 


香川 県 出身 。 東 京 藝術 大 学卒 業 。 同 大 学院 修了 。 

ラ や 人 8 楽 表 た ちと 葵 。 全 加地 お よび 
> 本 9 音楽 家 た ちと 共演 。 $ よ び 

人 会 室 務 内 の 大 集会 室 カー ネギ ー ホ ー ル 、 パ リオ ペラ 座 、 ワ シン トン Dc 還 識 

| 大 阪 ・ 中 之 島 に 建つ ネオ ルネ ッ サ ンス 様式 公演 な ど 国際 的 に 活躍 。 日 本 アカ デミ ー 賞 最 優秀 較 

の 美しい 外観 が 印象 的 な 公会 堂 。 モ ダン な 理 楽 賞 受賞 。http://www.ikukokawai.com/ 較 


[ 
表 | 加 


WW 


= 大 阪上 本 町 … 近 鉄 特急 「 ひ の と り |・ レ ギュ ラー シー ト 較 
0 直 2 0 着 a 硬 還 日 記 馬 二 シャ ン デ リア や 豪華 な カー テン な ど が 彩る 歴史  ※ 出 演者 は 2022 年 9 月 1 現在 の 予定 です 。 主催 者 お よび 
量 日 し 内 生コン サー ト え わ 炒 し みく だ 出演 者 の 都合 に より 出演 者 等 が 変更 と な る 場合 で も 、 公 演 が 
こ て 生 下車 項 望 の 方 は 予約 時 に ご 相談 くだ さい 会 堂 の 外観 び に で し \。 実施 され 最少 催行 人 員 に 達し た 場合 は ツア ー は す 


催行 し ま 


※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す ※ こ の ペー ジ の 企画 ・ 実 施 営 業 所 は 名 古屋 テー マ 旅 行 セン ター で す 


2 本 順 、。 導 WMN 。 入会 の お 申し 込み は 回 党 回 


行 企画 ・ 実 施 1 呈 | 部 財 ー sg HP 当 」 * と 〒160-8308 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新宿 アイ ラン ドウ イン グ 
開業 = 近鉄 グル プ フラ ブウ ヴー リズ ム 株 式 会 社 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 1693 号 人 旅行 業 公 正 取 引 協 議会 会 員 JATA 正会員 の 
@ 所 在 地 名 古屋 テー マ 旅 行 セ ンタ ー ン 〒460.0008 愛知 県 名 古屋 市 中 区 栄 8.3.21 セン トラ イズ 栄 人 総合 旅行 業 季 取 扱 管理 者 名 古屋 テー マ 旅行 セン ター: 大 平 


悦 ゴ 美穂 
※ 旅 行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 取引 の 責任 者 で す 。 こ の ご 旅行 の 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あり まし た ら 、 ご 遠 虚 な く 上 記 の 放 行 業 務 取扱 管理 者 に 質問 くだ さい 
※ 旅 行 サ ービス の 内 容 、 発 着 時 間 等 に つい て は 、2022 年 9 月 1 日 を 基準 日 と し て いま す ※ 詳 し い 旅行 条件 を 記載 し た 書面 を お 送り し ます の で 、 事 前 に ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 2022 年 10 月 1 日 発行 管理 番号 :20718 


電話 受付 (日 祝 は 休業 ) 月 ~ 土 9:15 >17:30 引 052 (300) 00 1 1 cT (263)( ra 


ご 来店 怒 口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


